
    
      







　悩なやみや苦しみを抱かかえた人が、限界に陥おちいった際に発するＳＯＳのシグナルがある。

　それは見えないサインと同じで、眼めに映るものではない。

　だがしかし、どこか鈴すずの音のように聞こえるといわれている。

　曖あい昧まいなのは仕方ない。なぜなら人には、それを聞くことができないのだから。

　それでも人は、自分でも気づかないうちに、そのＳＯＳのシグナルを発し続けている。

　いつか誰だれかに届くようにと。いつか誰かに伝わるようにと。

　声を出ださずに叫さけんでる。



    

  
    
      「どうしてなんだ……」

　トイレに行くと、必ずと言っていいほど溜ため息いきが出てしまう。

　用を済ませてほっと一息、というわけではない。

　問題なのはそのあと、手を洗おうと蛇じや口ぐちをひねれば、必ず視界に入るものがあるからだ。

　鏡に映った自分の顔を見て、結ゆう槻き未み祐ひろは溜息を吐ついた。

　人間は、溜息を吐くたびに幸せが逃にげてゆくという。それが事実なら、自分はトイレに行く度に不幸になってゆく計算になる。生理現象と不幸が一いつ緒しよになっているなんて、何とも因果な組み合わせ。あげく二酸化炭素を排はい出しゆつして、温暖化にまで貢こう献けんするなんて罪深すぎる。

　顔、顔面、容姿、容よう貌ぼう。思春期とは、そうした自身の外見が一番気になる多感な時期。

　未祐は贅ぜい沢たくを言うつもりはない。自分の顔の造形に、百％満足できているヤツなどいやしない。誰もが、自分の外見に何かしらのコンプレックスを抱えているものなのだから。

　とはいえ、物事には限度というものがあるわけで。

「──うわっ!?」

　あとからトイレに入ってきた男子生徒が、未祐を見て明らかに動どう揺ようした。

「……なにか？」

「い、いや……なんでもない」

　ジト目を向けると、男子生徒はそそくさと未祐の脇わきを通とおりぬけていった。

　未祐は再び溜息を吐く。そして幸せが逃げてゆく。そんな不幸のエンドレスループ。

　そこへ、

「──まあ無理もないと思うけどな」

　未祐のとなりに並ぶ、長身の幼おさ馴なな染じみ。

　自分の格好を確かく認にんし終えると、視線をとなりの未祐に移し、彼かれ──久く瀬ぜし愁ゆう一いちは苦くし笑ようした。

「誰だってビックリするだろ、トイレに入っていきなり女の子がいたら」

「バカを言え。どこをどう見たら女に見えるんだよ」

　未祐はハッと笑って両りよ腕ううでを広げた。

　ちょっぴり強がったため、語ご尾びがわずかに裏返る。

　シワひとつない下ろしたてのブレザーは当然男子用。

　そして顎あごをチョイと上げ、どうだとばかりに首から下げたネクタイを見せる。

　──確かに。

　少し前までの自分は、ちょっぴり女っポイ顔をしていたかもしれない。

　仔犬を思わせるつぶらな瞳ひとみ。形の整った小さな鼻はツンと上向きで、唇くちびるはリップも塗ぬっていないのに薄うすい桜色。髪かみは細く柔やわらかなショートヘア。そして顔だけならばまだしも、極きわめつきといわんばかりに低い身長と華きや奢しやな身体つき。

　ザ・女顔──それこそが、結槻未祐十五歳さいが抱える、最大のコンプレックスだった。

　だが、そんな自分を何とかしたくて、変えたくて、この休みの間にひそかな努力をしていたのだ。成長ホルモンが最も出るのは、夜の十一時から夜中の二時まで。そして、最も効果的にホルモンを分ぶん泌ぴつさせるには、その時間帯までに熟じゆく睡すい状態になっている必要がある。

　そのため夜の九時には就しゆ寝うしんし、早朝に起きし床ようしてランニング。腹がたぽんたぽんになるまで牛乳を飲み、少しでも筋肉がつくように動物性・植物性を問わず、むさぼるようにたんぱく質を摂せつ取しゆした。そして休みが明けて、いよいよその成果を披ひ露ろうするときが来たのだ。

　最近は、自分で言うのもなんだが、かなり男らしくなってきたのではと思っている。

　かなり──少しずつではあるが。

「ほら見ろ愁シユウ、こことか、こことか、こんなにも男だろうが。大体、男子トイレに女子がいるわけないだろ」

「未祐の女顔は筋金入りなんだ。短い春休みの付け焼やき刃ば程度じゃムダムダ。男モノの制服を着てたところで、初めて見るヤツには女子が男子の制服を着てるとしか思えないって」

「…………」

　あんまりな物言い。未祐は思わずクラっとなる。

　コツコツと積みあげてきた涙なみだぐましい努力を一いつ蹴しゆうされ、思わず床ゆかにくずおれそうになるが、いかんここはトイレだぞ、と必死に両脚に力をこめてふんばった。

「まあ、そう気にすんなって。中学のときみたいに、少しずつわかってもらえばいいさ」

「少しずつかよ……」

　そんなにか。自分の性別を理解してもらうのに、そんなに時間がかかるのか。

　縁えん日にちで売ってるヒヨコみたいだ。未祐の心がやさぐれてゆく。

「あーあ、泣きてぇ」

「こらこら、今日は晴れの舞ぶ台たいなんだ。笑えよ」

　肩かたを組んでくる愁一の胸むな元もとに輝かがやく、赤い造花と白いリボン。

　それは今日、私立草くさ薙なぎ学園に入学する新入生の証あかしだ。

　当然、同じものが未祐の胸にもある。



　──そう、今日は入学式。

　新たな青春の始まりの日。





　二人は廊ろう下かに出ると、自分たちのクラスへ向かって歩き出す。

　向かう先は一年十組。廊下の一番突つき当あたりだ。

「──で、先刻さつきまでどこに行ってたんだよ？」

「ああ、二年の教室のフロアまでちょっとな。ほら、ウチの二年に半はん端ぱじゃない美人がいるってウワサがあったろ？」

「図ずう々ずうしいやつ……」

　新入生のリボンをつけたまま、二年のフロアを堂々と。よくもまあこの幼馴染は、そんな大だい胆たんな真ま似ねができるものだ。

　そこで未祐はふと、何やら周囲から視線を感じた。見れば、未祐たちとすれちがう女子生徒らが、二人を見て足を止めている。中には何ごとかを囁ささやき合っている者もいた。

　彼かの女じよらの視線の先にいるのは自分ではない。未祐はチラリととなりを歩く愁一を見る。

　頭ひとつ分高い位置にある愁一の顔は、男前そのもの。精せい悍かんで整った顔も、スラッと長い手足も、バランスの取れた筋肉で覆われたほど良い身体つきも、何もかもが格好良い。確かに、これでは女子に騒さわぐなという方が無理だ。

　しかし、未祐は幼いころの愁一を知っているため、何とも複雑な気持ちになる。何せ昔は、町内でも未祐以上に可愛かわいいと評判だったくらいなのだから。

　それが小学校の高学年ころから急に背が伸のび始め、瞬またたく間まに身長でも男らしさでも引ひき離はなされた。あの愁一がここまで男らしくなったのだから、いつかは自分も──と未祐が信じ始めて早四年。いまだにその兆候はなく、差はどんどん開くばかり。神様は不公平だ。

　未祐が横顔をぼんやりと眺ながめていると、愁一は頬ほおをポリポリとかき、

「何よ未祐さん……そんなに俺おれのことが好き？」

「アホ。お前のことを、周囲の女子が見てるんだ」

　だからだよ、という未祐に、「そうか？」と愁一は立ち止まり、辺りを見回した。

「でも野や郎ろうも結構いるぞ、半分は未祐だろ。昔は俺の方が可愛いと評判だったのに、今ではまったくかなわなくなっちまった。お前とは長いつき合いだが……なんとも複雑な気持ちだな」

「オレもだっ！」

　神しん妙みような面おも持もちの愁一の尻しりを思い切り蹴けり上あげると、未祐は乱暴に教室の扉とびらを開け放つ。

　そして、クラスの中へ一歩足を踏ふみ入いれた瞬しゆ間んかんだった。

　リィィィィンと鈴の音のような耳鳴りと共に、ドクンと未祐の鼓こ動どうが跳はね上がった。

　と同時、全身の皮ひ膚ふ感覚が鋭えい敏びんになり、とたんにざわめき出す心。

　それは不安と言うよりもむしろ、確信めいた嫌いやな予感。

　未祐はこの感覚の正体を知っている。

　そしてそれが何を意味するのかも。だからその原因を探さぐる。

　入学式をひかえた教室内の空気は賑にぎやか。しかしわずかな緊きん張ちようもはらんでおり、どこか硬こう質しつさを伴ともなっていた。そこにあるのは期待と不安。これから一年を共にする仲間たちは、それぞれ思い思いの表情を浮うかべている。

「……どうした？」

　立ち止まった未祐に、愁一が声をかけてくる。

　だが、未祐の硬かたい表情を見てすぐに察した。

「感じたのか？」

「ああ──」

　つぶやき、未祐は一人の男子生徒に視線を定める。座席は窓まど際ぎわ、前から二番目。

　ゆっくりと、そちらへ向かって歩き出す。

　その男子は、未祐が眼の前に立っても微び動どうだにしなかった。まるで幽ゆう鬼き。眼前の未祐には気づいていないかのように、自分の席に座すわったままうつむき、虚うつろな視線をただよわせている。

「──よう、どうした？　ちゃんと朝メシ食ってきたか？」

　未祐は構わず穏おだやかに、優やさしく彼に語りかける。

　相手は未祐と初対面。その女顔に思わずドギマギするかと思いきや、それでも彼は何のリアクションも示さない。それは意図的な無視とは異なる反応。

「おい──」

　未祐がそっと背中に手を置いた次の瞬間。

　彼の身体が弾はじかれたようにビクンと震ふるえ、

　そして──『悲劇』が起こる。

　数瞬後、事態に気づいたクラスメイトたちの悲鳴が響ひびき渡わたり、教室中が騒そう然ぜんとなった。





『──続きまして、一年十組の入場です』

　体育館にアナウンスが響き、新入生の入場もいよいよ最後のクラスを残すのみ。

　出席番号順にまずは男子が、続いて女子が花道を通って体育館の中へと入ってくる。

　しかし、父母席の間を通りぬけようとしたところで、場内がにわかにざわめいた。

　ひとりの男子生徒が、制服を着ていなかったからだ。まるで女の子と見みまがうばかりのその少年が、華奢な身体にまとっていたのは学校指定のスポーツウェア。

　事情を知らない者にとっては、理解不能の行動。しかし、これには理由がある。

　なぜなら少年は、つい先ほど声をかけたクラスメイトの男子に、口から朝食のメニューを披露され、とてもじゃないが制服を着ていられる状態ではなくなったのだから。

「ったく、泣きてぇ……」

　未祐はうめくようにつぶやいた。

　やっとの思いで合格した高校。せっかくの入学式。

　素す敵てきな思い出になるはずだったのに。

　なのに、甘あま酸ずっぱい臭においと共に、ホロ苦すぎる思い出に。



　──とりあえず、言えることがあるとするならひとつだけ。

　入学式の日の朝食に、生なま牡が蠣き二十個はないだろう。





　幼いころに体験した母親との死別──

　それが未祐の身体に、とある変化をもたらした。

　五感の内のひとつ「触しよ覚つかく」が、異常なまでに発達したのだ。

　その結果、未祐の身体は周囲の「ある波動」に対して非常に敏びん感かんになった。

　それは他人の、不安や不快によって発せられる負の波動。未祐はそれを鈴の音のような耳鳴りとして、敏感に感じとることができるようになっていた。

　強いショックを受けたことが原因の、一種の後天性ＨＳＰ──Ｈｉｇｈｌｙ・Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ・Ｐｅｒｓｏｎ──それが、未祐に下された診しん断だんだった。

　ＨＳＰとは、常人と比べて際きわ立だって精神、神経、感覚が敏感な人間を指す医学用語だ。

　彼らの精神は敏感にして繊せん細さい──そのレベルは一いつ般ぱん的てきな日常生活すら苦痛となるほど。

　しかし、未祐は他人の苦しみをわかってあげられるほどの敏感な触覚を得たが、日常生活が送れないほどではなく、その辺りが特異だと告げられた。

　ただし、この力は万ばん能のうというわけではなく、負の波動を感じられる人と、感じられない人がいる。またその人が何を理由に、どのように苦しんでいるのかまではわからない。

　わかるのはただ──その人が限界ギリギリの苦しみを抱えていることだけ。

　そのため、苦しんでいる人を助けてあげられることもあれば、ときに助けることができず、己おのれの無力をくやむこともしばしばあった。それでも未祐は自分の力には何か意味があると信じ、ＳＯＳのシグナルを感じた相手の助けになれればと、声をかけ続けている。

　ただ、未祐がＨＳＰであることは、彼の肉親である父親を除けば、知っているのは幼馴染の愁一だけである。現代社会では、ＨＳＰは障害と捉とらえられているからだ。

　世界はまだ──偏へん見けんと差別に満ちている。





　式を終えた生徒たちは、各おの々おののクラスに戻もどる。

　しかし、未祐はなぜか職員室にいた。教室へ戻る途とち中ゆうで、担任に呼び止められたからだ。

　そして未祐は改めて、自分がスポーツウェアを着る羽目になった事の顛てん末まつを説明させられた。

　まあ『気分が悪そうだったから声をかけたらスプラッシュ』としか言えなかったが。

　災難だったな、と担任に笑われ、教室へ戻るついでにと大量のプリントを押おしつけられた未祐は、教室の扉を足で開けて中に入った。

　だがしかし、戻ってもそこはまだ出で逢あったばかりの者同士の空間。

　教室の中には、まだどこかぎこちない空気がただよっており、気軽に「プリントを配るのを手伝ってくれ」と声をかけるのもままならない。

　愁一に手伝わせよう。口を開こうとした未祐に、

「──大だい丈じよ夫うぶだった、結槻くん？」

　天使が声をかけてきた。

　妄もう想そうでも比ひ喩ゆでもなく。本当にそうだと思った。

　未祐は飛び上がりたい気持ちを必死にこらえ、ゆっくりと振ふり返かえる。

「お……おう、六りく堂どう。奇き遇ぐうだな」

　精せい一いつ杯ぱい自然かつ気のきいた会話を試みたつもりが、声も表情もカッチカチ。

　というか、前を見られない。かといって両手でプリントを持っているため、未祐は右斜ななめ四十五度の床に対して、職人もうなるほどの血走った視線を一点集中。

　そんな未祐に、彼女はぷっと吹ふき出した。

「やだもう、何言ってんの？　同じクラスだよ、奇遇も偶ぐう然ぜんもないってば」

　おかしいね、と楽しそうに笑う。

　そんな彼女の表情を、肩を震わせる愛らしい仕草を、未祐はチラリと見ることに成功する。

　六堂螢ほたる。同じ中学出身の同級生で、未祐とは中二・中三と同じクラスですごした仲だ。

　弾けそうなほど明るい笑え顔がおが、木こ漏もれ日びのような温かさと優しさで未祐を照らす。

　みるみる空気が華はなやいでゆく。未祐の敏感な身体を、心地ここちよく包つつみこんでゆく。

　螢のまぶしすぎる笑顔は、良い意味で直視ができない。それほど未祐の眼には、螢のことが魅みり力よく的てきに映っていた。

　顔が見られないため、未祐の視線は下がってゆく。すると螢の健康的な身体つきのラインが目に飛びこみ、あわてて未祐はもう一度、理想のアングルで床の白いタイルを見つめる。

「あ、でも同じクラスになれたのは、偶然なんだもんね？」

　そんな未祐の懊おう悩のうなど露つゆ知らず、螢は唇に人差し指を当てて、

「──奇遇だね、結槻くん」

「───っ」

　最高の笑顔を不意打ち、それも零ぜろ距きよ離り射しや撃げき。もしもプリントを持っていなかったら、まちがいなく未祐は胸を押さえていただろう。そして西部劇よろしく、前のめりに倒たおれていたにちがいない。歓かん喜きで意識が飛びそうになるのを、未祐は必死にこらえながら、今度こそ何か気のきいた一言はないかと言葉を探し、

「────か、かもな」

　言って思わず、心の中で頭を抱えて大だい絶ぜつ叫きよう。ちがうんだ！　そうじゃないんだ！　本当はこんなぶっきらぼうに、無ぶ愛あい想そうなことを言う気なんて全然ないのに──…

　思えば中学のときからそうだった。必死に話しかけようとするのに、いざ本人を前にすると何も言えなくなってしまい、何の進展もないまま、ただただ時間だけがすぎていった。



    

  
    
      　そして卒業。それでも、ただの友だちで終おわりたくなくて、まだ終わりにしたくなくて。

　だから去年の秋に六堂が草薙学園を受けるのを知って、死ぬ気で受験勉強にはげんだのだ。

　そして同じ高校に通う権利を勝ち取って、運よく同じクラスにまでなれたというのに。

　なのに。今もこうして、黙だまって床を眺めることしかできずに──

「おーい、結槻くーん？」

　床がいきなり螢のアップに。

「──っうわぁああぅ!?」

　下から覗のぞきこまれ、未祐は思わず叫んでいた。

「わわっ、び、びっくりしたっ」

「びっくりしたのは、こっちだ……六堂、何なんだお前……」

「あたしの話全然聞いてなかったね？　プリント配るの手伝うってば」

　もう、と拗すねたように唇を尖とがらせる螢に、

「おっ、お、おう」

　未祐はしどろもどろでうなずきながら、必死に落ちつけと自分に言い聞かせる。

　思いがけない急接近で動転した。無理もない。自分はまだ、接近戦クロスレンジにはウブすぎる。ここはさっさとプリントを渡して、一いつ旦たん距きよ離りを取って落ちつこう。そう。これはあくまで落ちつくため、逃げるわけじゃない。言うなれば転進、戦略的撤てつ退たいだ。

「じゃあ、これ……」

　未祐がプリントの半分を螢に渡そうとしたときだった。

　二人の手が、かすかにぶつかったのは。

　触ふれる。

「────」

　刹せつ那なに感じる、世界で一番好きな人の感かん触しよく──

　ゆえにこのとき、この瞬間。それはまちがいなく、世界で一番敏感な指先。

　未祐は脊せき髄ずい反射よりも早く、

「ごっ、ゴメンっ────って痛え!?」

　あわてて手を引いた拍ひよ子うしに、プリントで思いっきり指を切った。

　左手の人差し指、斜めに走った白い線から、ジワリと赤い血の珠たまがにじむ。

「やだ大だい丈じよ夫うぶ？　ちょっと見せて！」

「あ──」

　螢の両手が、未祐の手を優しく包みこんだ。

　感じるのは、好きな人の手の温ぬくもり。それは感触をよりリアルに伝えるもの。

　重なる温もりは昇しよ華うかされ、左手から全身まで未祐の身体が熱を持つ。

「こんなのしかないんだけど……」

　そう言って、螢は制服のポケットから絆ばん創そう膏こうを取り出すと、さっと傷口に巻いた。

「これで、よしと。油断しちゃ駄だ目めだよ結槻くん、紙って結構切れ味するどいんだからね」

「……あ、ああ」

「はい、もう一枚あるからあげとく。こっちのプリント持ってくね。念のため、あとで保健室に行くんだよ？」

「あ、あの六堂……」

　ありがとう──一言お礼を言おうとして、消え入りそうな声でつぶやくが、そんなものが聞こえるはずもなく。螢は気づかずに、向こうへ行ってしまった。

　それでも未祐は何かを言おうとして──言えなくて。唇を噛かみながら、離れてゆく螢の背中を見送った。そして、

「愁……見てたか？　オレ、六堂と話して、絆創膏巻いてもらっちゃった」

　振り返ることなく背後へと語りかける。

　そこには、いつの間にか愁一が立っていて、

「はいはい、おめでとさん。六堂と手ぇつないで下校するのが、中学のころからのお前の夢だったもんな。わかったから、そっちのプリントをよこせ。俺が配る」

「いや……いいよ、オレがやるから」

　螢は廊ろう下か側がわから、自分は窓側から、そうして二人で配るのだ。協同作業の如く。

　未祐はもはや夢見心地ごこち。すっかりフワフワになっていた。

「有うち頂よう天てんなところ悪いんだが……自分の手をよーく見ろ」

「あん……？」

　弓のようになった眼めで見れば、螢に巻いてもらった絆創膏はすでに真っ赤。

　下から血が一筋こぼれて、手首までしたたっていた。

　ザ・流血。

　愁一は未祐からプリントを奪うばい取とり、

「あとでなんて悠ゆう長ちようなこと言ってないで、お前はさっさと保健室へ行け」





　長く続く廊下は、シンと静まり返っていた。

　授業中でもなく、休み時間でもない、そんな曖あい昧まいな時間帯。生徒は教室に、教師は職員室に。そして未祐だけが廊下にいて、ひとり歩を進めている。

　未祐の足取りは軽い。愁一がいて、螢がいて、そして自分がいる。

　それ以上、何を望むというのだろう。最高の予感がする、いや確信を感じてる。

　新しい学まなび舎や。通い始めれば、きっと素敵な何かが待っていると信じて疑わず、中学時代から憧あこがれ続けた青春のステージ。自分はきっと、この場所で最高の青春をつかむにちがいない。だって、早さつ速そくひとつ忘れられない思い出ができたのだ。

　水みず呑のみ場の蛇じや口ぐちをひねって左手の血を洗い流し、ポケットティッシュで患かん部ぶを押さえて、未祐はぐふふと笑う。そして、ズボンの右ポケットに触れた。

　手の平に確かに触れるのは、革かわのケースに収まった生徒手帳。中には、螢からもらった絆創膏が入っている。未祐は誓ちかう。この絆創膏は生しよう涯がい使わないと。

「──しかし、保健室はどこなんだ？」

　教室を飛び出だしたのは良いが、場所がわからない。何せ未祐はピッカピカの一年生、本日とれたての新米高校生だ。校舎内のことなど、右も左もわからない。

　ただ目的の場所が、一階にあることだけは何となくわかる。小学校のときも、中学校のときも、保健室は一階にあった。深く考えたことはなかったが、恐おそらくはケガ人や病人が出たときに、二階や三階といった上のフロアだと運びづらかったり、病院など外へ移すときに時間がかかってしまうからだろうか。

　二階から一階に下りると、未祐は横断歩道を渡る際のマナーよろしく、右を見て、左を見て、もう一度右を見て、

「こっちだな……」

　自分の勘かんだけをたよりにひたすら前進。

　迷いはしない、迷わない。何せ、今日は螢と急接近するほど絶好調。今の自分ならむしろ、まるで運命に吸いよせられるがごとく、保健室の方からやって来るはず。

「──ふっ、ホラな」

　未祐は足を止め、勝かち誇ほこったように笑う。扉の上を見れば、そこには確かに保健室の札。

　しかし、いざ中に入ろうとして眉まゆをひそめる。

　回転式のドアノブにかけられた札には、青い字で「準備中」と書かれていた。

　何だそりゃ、と思いながら未祐は札をひっくり返す。赤い字で「活動中」とある。

　何だろう。違い和わ感かんが、何だか表現がちがう気がする。

　保健室が活動中……本来であれば営業中、いや開放中が正しいのではなかろうか。

　とはいえ、ここまで来て手ぶらで帰るのも困る。螢のくれた絆創膏は残り一枚。こいつを使うわけにはいかないのだ。養護教きよ諭うゆは不在かもしれないが、せめて換かえをもらって帰らなくては。未祐は試ためしにドアノブを回した。

「あれ──」

　ガチャリと音を立てて扉が開く。

　やっぱりツイてる、と未祐は顔をほころばせる。

「失礼しまーす」

　未祐はひと声かけてから、ゆっくりと中へ足を踏み入れた。

　静かに扉を閉めて、部屋の中を振り返り、

「────」

　森に差しこむ木漏れ日のような温かさと、透すき通とおる泉が生み出すような澄すんだ清せいり涼よう感。

　未祐は思わず立たちつくした。

　常人を遥はるかに上回るほど繊細にして敏感な肉体。そんな未祐の身体から、自然と力がぬけてゆく。自分でもわかる。安心しているのだ。それほどまでに圧あつ倒とう的てきな心地よさだった。

　滑なめらかな空気。温度と湿しつ度どが絶ぜつ妙みようなバランスで保たれている。手の平を上に向けて指を擦すり合あわせていた未祐は、ふと気づいたように空間を見渡し、さらにおどろく。

　輝かがやいていた。光源は窓から差しこむ陽光と、天てん井じように備えつけられた照明だけ。どこにでもある、ありきたりの条件と設備だ。片や不安定な自然採光、片や調整の利かない設備照明。かけ合わせて調和させることは難しく、多くの場合は単純に足し引きして調整する。しかし、この空間は完かん璧ぺきともいえる精度で調和していた。

　そして未祐は、保健室のトレードマークともいえる、清潔感を保つための白いシーツに眼を留めた。そして、この部屋の空気を柔やわらかくしている、もうひとつの要因に気づく。

　シーツは純白ではなかった。ほんのわずかだけ、ピンクが差しているのだ。よく眼を凝らさなくては気づかない、それほど些さ細さいな心配り。これにより、訪おとずれたものは無意識に色しき彩さいの柔らかさに包まれることになる。

　すっと息を吸いこめば、甘あまい香かおりと共に、どこか太陽の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　まるで、陽光に抱だきしめられているみたいだった。

　これまで通った小学校や中学校のものとはまったくちがう。

　こんな保健室がこの学校にはあったなんて、やっぱり自分はツイている。

　未祐は穏やかな心地で、ゆっくりと部屋の奥おくへと進んでゆく。

　──そして、そこに『彼かの女じよ』がいた。





　最初、未祐は何が起きたのかわからなかった。

　ただ──綺き麗れいだと思った。

　まるで絵画か何かのように、彼女はそこに佇たたずんでいた。

　まず、透き通るようなアプリコットブラウンの瞳ひとみに目を奪われた。

　凛りんと煌きらめく瞳はまるで宝石。吸いこまれてしまいそうになるほど美しい双そう眸ぼうだった。

　腰こしまである同色の髪かみは、後ろに流したものを左右ひと房ふさずつ編みこみ、後ろで大きな赤いリボンでまとめた特とく徴ちようのあるポニーテール。それが窓から差しこむ陽の光を浴びて黄こ金がね色いろに艶つやめき、エンジェルリングを輝かせていた。

　高く整った鼻筋、瑞みず々みずしく濡ぬれた唇くちびる。息を呑のむほど美しい、日本人離ばなれした容よう貌ぼうだった。

　さらに極きわめつきはその肢し体たいだ。彼女が身にまとっているのはショーツと白衣。そして、うっすら桜色の肌はだを包んでいる白衣は、前を閉じておらず羽織っているだけ。

　そのため、目の毒すぎるほど大きく形の良い胸を、谷間はもちろんのこと、緩ゆるやかなカーブを描えがいた下輪郭バージスラインまで、しっかりと確かく認にんすることができた。

　視線を下げれば、モデルよりも高い位置でくびれたウエスト。その中央には、可愛かわいらしいへそがのぞいているのが見える。

　幸か不幸か、彼女が着ている白衣の丈たけは膝ひざ上うえ二十センチと短め。そのため、魅み惑わく的てきな曲線を描いたヒップラインはおろか、尻たぶまでもがすっかりあらわになっていた。

　当然、穿はいているショーツも丸見えだ。これでもかというほど挑ちよ発うは的つてきなローレグ。なのに、装そう飾しよくに手て抜ぬかりはない手のこんだ一品。左右中央の上から下へと走るＶラインのフリル。上下の中央ラインは艶つややかなナイロン生き地じ、外がい縁えんとサイドのラインには緻ち密みつで繊細な刺しし繍ゆうが施ほどこされていた。まるでミルフィーユのような三段階層。そして、よく見れば中央のＶラインの先、そこに飾かざりがつけられている。白いリボンで作られた十じゆ字うじ架かだ。

　そして、このショーツからすらりと伸のびた脚あしがまたまぶしかった。

　オーバーニーソックスとで織り成されるのは魅み惑わくの太ふと股もも、絶対領域。

　さらに、未祐の眼を奪うような代しろ物ものがあった。

　生で見るのは初めてだったが、名前だけは知っていた。

　ガーターベルト。よもや実在しているとは思わなかった……。

　清潔感があって清せい楚そなイメージの白なのに、なんて破はか壊いり力よく。

　思わず魅み入いっていた未祐を、やがて彼女の美しい瞳がとらえた。

　眼と眼が合う。

「──準備中の札が見えなかった？」

　まるで清流のような、どこか気の強さを感じさせる透き通った声で。

　彼女はゆっくりと語りかけてくる。

　と、そこまで言って彼女は眼を細めた。

　未祐が着ているスポーツウェアの色に気づいたのだ。成なる程ほどね、と彼女は嘆息。

「あんた新入生ね？　どうりで、ウチのことを知らないはずだわ。生あい憎にくとここは、放課後限定の保健室よ」

「すっ、すいません、オレっ──」

　金かな縛しばりが解けた。未祐はようやく事態を悟さとり、あわてて頭を下げる。

　事情を知らなかったとはいえ、準備中の札を無視したこと、そして着き替がえを覗いてしまったことは明らかな過失。言いい逃のがれのできない失敗だ。

　未祐はあわてて回れ右、足早に部屋を出ようとして、

「ちょっと待って」

　いつの間に距きよ離りを詰つめられたのか、彼女に手首をつかまれ、引き留められる。

「血が出てるじゃない」

　未祐の左手の人差し指からは、まだ血がにじんでいた。

「──は、はい、だからオレ、ば、バンソーコを」

　しどろもどろになる未祐の目の前で、彼女は傷口に眼を細め、

「そう……」

　スローモーションのようにゆっくりと顔をよせ、

　パクんと指を口に含ふくんだ。

「────」

　未祐の意識が停止する。

　しかし、意識の空白は刹那。彼女に「チュっ」と指先を強く吸われ、一いつ瞬しゆんで指先から尾びてい骨こつまで、痛みにも快感にも似た痺しびれる感覚が走りぬけ、思わず腰が砕くだけそうになる。

　上うわ目め遣づかいで未祐の反応を楽しんだ彼女は、からかうような意地の悪い笑えみを浮うかべた。

　そして舌先で傷口をペロリと舐なめる。

　ゾクっとした感覚が、未祐の背筋を上ってゆく。

　そこでようやく未祐の指を解放し、

「はい、応急手当てお終しまい」

「ど、どうも……」

「それにしても、自分のことを『オレ』だなんて、まるで男子みたいな言い方するのね」

「いや……男、ですけど」

「…………………………」

　未祐の言葉に、彼女はキョトンとした表情をし、

「ぷっ、あっははははっ、それは傑けつ作さくね」

　そしてすぐさま大だい爆ばく笑しよう。

　ようやく年の近い相手のように感じられ、未祐は小さく安あん堵どする。が、それも束つかの間ま。

　笑う彼女の動きに合わせて白衣の裾すそがひるがえり、未祐はあわてて目をそらす。

「いや、傑作とかじゃなくて、本当にオレは男なの！」

「そんな可愛い顔してるくせして？」

「見かけで人を判断しないでくれ、運動着だからわかりにくいかもしれないけど」

「そんなに高い声で？」

「これでも声変わりしたんだよ、去年の夏に！」

「だったら、この胸はなに？」

　笑いながら、彼女はペタリと未祐の胸を触さわった。

　そして硬こう直ちよく。

「…………………………」

「…………………………」

「ねえ……」

　とてもとても、気まずい呼びかけ。



    

  
    
      「…………この胸はなに？」

「だから、何度も言わせるなよ……」

　未祐は嘆息し、

「オレは、男なんだって」

　堂々と宣言する。やれやれ、やっとわかってもらえたか、と正面を見れば。

　彼女はスッと後ろへ二、三歩下がって、

「…………………………」

　その表情が窺うかがえないほどうつむいている。だが、

「…………っ……っ」

　ふるふると、小刻みに肩かたが震ふるえていた。

「お、おい……」

　いかん、泣いてしまったのかと思い、未祐は声をかけようとして、

「────っ」

　硬直した。誰だれよりも空気に敏びん感かんな未祐だからこそ、感じられた気配。

　肌を刺さすほど張りつめた空気。燃え上がるような感情の奔ほん流りゆう。大気が怒いかりに満ちているというか、激しく何かが爆ばく発はつ寸前というか。その圧倒的なオーラを前に、未祐はすっかり呑まれてしまい、逃にげることはおろか謝罪の言葉も口にできない。

　だから奇き跡せきだったと思う。ピクリと彼女が動いたのに合わせて、腰がぬけるように尻しり餅もちをつけたのは。と、同時。未祐の頭上すれすれを、ヴゥオォンっと何かが横に薙ないだ。

　体感したのは瞬しゆん間かん風速四十メートル。そして直後、響ひびいた轟ごう音おんに未祐は肩をすくませた。

　恐る恐る背後を見る。くの字になってしまっていた。スチール製のロッカーが。

「へえ、避よけるんだ……」

　反応いいじゃん、と獰どう猛もうな声がした。そこで未祐は、今のが蹴けりだと理解する。

　いまだどこか信じられないまま、正面に視線を戻もどせば、獲え物ものを前にした肉にくし食よく獣じゆうの如き瞳が未祐を睨にらんだ。迫はく力りよくありまくり。先刻までとキャラがちがう。

　未祐はゴクリと喉のどを鳴らす。汗あせが頬ほおをひと筋すべる。ひと目見て、本能的にそれとわかるヤバさ。彼女の殺やる気は満々だった。どうやら、先刻の蹴りも勘かんちがいではないらしい。

　そうこうしてる間に、未祐の眼の前で、彼女の足が振り上あげられる。

「──死ねっ、変態！」

　至近距離で見る、女の子の足の裏は新しん鮮せんな光景だった。

　それがすさまじい速度で迫ってこなければ──

「──っのわああっ!?」

　未祐は床ゆかをゴロゴロと転がった。直後、彼女の踵かかとが側頭部をかすめ、ダンっと床を踏ふみ鳴ならす。あんなに柔らかそうなのに、なんて危険なサウンド。だが、それで終わらない。

　ダン、ダン、ダダンっと執しつ拗ように踵が追ってくる。真しん剣けんな踏みつけの雨あられ。

　だから未祐も本気で床を転がった。百％──ここまで全力で床を転がったのは、生まれて初めてだ。とんだ初体験。そうしてかろうじて踵の強きよう襲しゆうを避け、

「まて、落ちつけ！　いや、落ちついてくださいっ！」

　相手が必殺の心づもりで来ている以上、未祐の説得も必死の命がけ。

　踵を振ふり下おろしたまま動きを止め、仁に王おう立ちになった彼女は、ゆっくりと振り返かえり、

「落ちついてるわ、最高に。私の心は今、とても静かで穏おだやかよ……」

「よせっ、そんな冷たい眼で見るなっ、それは人を殺す覚かく悟ごを決めたヤツの眼だろ！」

「女の子が勇気を出して覚悟を決めたのよ。男なら応こたえてみせなさいよ」

「応えられるか、死ぬわっ。そういう台詞せりふは、そんな剣けん呑のんな眼をして言うものじゃないだろ！」

「…………女の子が勇気を出して覚悟を決めたんだからねっ。男なら応えてみせなさいよっ」

「器用に頬染めてんじゃねえよ！　無む駄だに情感こめやがって！」

　語ご尾びまでそれらしく変わっているのが、なおムカつく。

　すると彼女は「はぁ？」と鼻を鳴らす。

「ゴチャゴチャうるさいわね。踏み殺されるのと、蹴り殺されるの、どっちが良いって訊きいてんのよ」

「マジで殺す気だったのか……しかも選せん択たく肢しは足のみかよ」

「私は小さいころから、もし人を殺すなら足で殺せと、厳しくしつけられてきたもの」

「斬ざん新しんすぎるわっ！」

　教育は死んだと叫さけびたくなる。

　未祐は両の手の平を彼女にかざして、どーどー、と落ちつかせる。

「本当に悪かった。でもわざとじゃない。悪気はないんだ。お願いだから、せめて深呼吸をしてくれ。五回……いや、三回でいい。そうすれば、きっとオレの言っていることが理解できるはずだ」

「…………………………」

「……たのむ」

「…………………………」

　長い、長い沈ちん黙もくのあと。

「……………………ふぅ」

　眼の前の彼女が、大きく息を吐はいた。

「スー……ハァー……」

　そして未祐の言葉に素す直なおに従い、深呼吸を始める。

　眼を閉じて、少しだけ唇を尖らせながら、

「スゥゥゥ──………、ハァァァ──」

　二度目はさらに深く大きく。

　説得が通じたらしい。未祐は胸をなで下ろした。

　よかった、ここまでくれば、もう大だい丈じよ夫うぶだ。何とか峠とうげは越こえただろう。

「ありがとう……わかってくれて」

　未祐は安堵の吐と息いきを漏もらす。

　しかし彼女は答えずに、そのまま最後の深呼吸。

「スゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ─────────……………っっっっ！」

「ちょっと待て、吸いすぎだろっ！　何だ、その超ちよ人うじ的んてきな肺活量はっ──」

　そして気づく。未祐はやっと、彼女の真意に、真の狙ねらいに思い至る。

　彼女は落ちついてなんかいない。それどころか、未祐の話を聞く気もサラサラない。

　彼女は今でも、未祐を抹まつ殺さつする気でいるのだ。

　だが、時すでに遅おそし。弓が一度引かれたら、あとは矢を放つしかない。

　勢いをつけて。

「──よ、よせっ」

　未祐の制止をかき消して、

『──────────』

　校内どころか、敷しき地ち内ないすべてに悲鳴が轟とどろいた。





　命からがら教室へと戻り、後ろの扉とびらから中へ入った未祐を、眼の前の席に座すわる愁一が迎むかえた。しかし未祐の様相を見るや眉をひそめ、

「……何で出て行ったときよりもボロボロなんだ？」

「オレが聞きてえよ……」

　げっそりしながら未祐はその脇わきを通りぬけ、窓まど際ぎわ後方の自分の席へ向かう。

　そして椅い子すに腰を下ろすと同時、ズルズルと机に突つっ伏ぷした。

　我ながらよく帰き還かんできたと思う。あんなアフガンより厳しい戦場から。

　偶ぐう然ぜん迷いこんだ保健室、あの綺麗な女の子が、自分の制止を無視して絹を裂さくような悲鳴──もとい大地を裂くような悲鳴を上げたあと。当然のごとく、即そつ行こうで職員室から教師が飛んできた。

　その数三名。けたたましくたたかれる扉。「どうした？」「なにがあった？」「大丈夫か？」の三重唱。悲鳴を上げた張本人は、フンと鼻を鳴らして、凄せい惨さんな冷れい笑しようを浮かべていた。

　彼女の格好はいまだ、白衣にショーツ一枚。とてもじゃないが言い訳のできないシチュエーション。加害者確定、入学早々停学コース。しかも、登校初日に女の子の着替えを覗のぞいたなんて、そんな重すぎる十字架を背せ負おっては、伝説の勇者になってしまう。

　パニック状態に陥おちいった未祐は、意を決して窓へとダッシュ。肩からぶつかり脱だつ出しゆつ──しようとして、異様に頑がん丈じような窓に撥はね返されてビタンと床に落下。しかしあわてて跳はね起おき、神速で鍵かぎを開けると窓の外へと飛び出した。

　地面に降おりるとそこは花か壇だん。勢いがついていたため、未祐はあえなく転てん倒とう。制服につづいて、運動着まで汚よごしたが、未祐は構わず立ち上がって駆かけた。

　そして、隙すきを見計らって職員玄げん関かんから校舎の中へ入り、教室まで戻ってきたのである。

　──とんだ災難だった、と顔を上げながら未祐は思う。

　着替えを見てしまった彼女には悪いことをしたが、未祐もまた被ひ害がい者しやなのだ。

　そう、あれは加害者のいない悲劇だった……。誰も悪くない、誰も憎にくめない。あとに残るのは、ただ虚むなしさだけ。そのことは、きっと今ごろ彼女もわかってくれているはずだ。

　だから、犯人探しなんてしていない──と信じたい。あの口ぶりでは上級生のようだし、学年がちがえば同じ高校であろうと、よほどのことがないかぎりは接点などなくなるだろう。

　パチパチパチと拍はく手しゆが沸わき起こる。クラスでは今、出席番号順に自己紹しよ介うかいが行われていた。未祐がいない間にずいぶんと進んだのだろう、今のでちょうど最後の女子だったらしく、席を外していて抜かされた未祐が、自己紹介をするように言われた。

　起立し、名前と出身中学を述べ、軽い紹介を添そえると、「男子と女子、どっちですかー？」と、遠くの席の男子にからかわれ、クラス中に爆ばく笑しようされる。

　いいさ好きに笑ってくれ、と未祐は嘆息しながら「いちおう男です」と答えた。

　視界の端はしに、未祐の反応におどろく愁一の姿が確認できたものの、未祐はそのまま黙だまって着席。この容姿のせいであんな悲劇が起きたのだ。今は否定する元気も残っていない。

「──さて、これで全員か？」

　黒板脇のパイプ椅子にふんぞり返って座っていた担任──壱いち村むら隼はや人と二十四歳さい──がゆっくりと立ち上がろうとすると、

「先生、ここの席が空いてるんですけど。ここの人は？」

　未祐の右後方から声が上がった。

　見れば、確かに中央列の最さい後こう尾びに、ひとつ空席がある。

　ちなみに、入学式寸前でゲロを吐いた生徒・弘ひろ川かわの席は未祐の列の前方であり、そちらも現在は空席の状態。どうやら食あたりだったらしく、病院へ運ばれたのだという。難なん儀ぎなことだ。

「そうそう、ウチのクラスには、もうひとり在ざい籍せきしていてな。今、呼んでくるから──」

　と壱村が腰を上げたところで、ノックもなしに教室の前の扉が開け放たれた。

　不意をつかれ、教室中が反射的にそちらを見る。

　そして、全員が言葉を失った。

　美しすぎる少女が、そこにいた。

　彼女はゆったりとした足取りで、黒板へ向かって歩を進める。

　日本人離れしたその容姿。その歩みに合わせて、アプリコットブラウンの長い髪がさらりと揺ゆれる。制服は他の女子が着ているものと同じ。だが、その事実は余りにも残ざん酷こくだ。同じ条件にもかかわらず、如によ実じつなまでに表れた圧倒的な差。はっきりいって素材がちがう。

　そしてガーター。もう見るからにタダ者ではない。

　生徒たちが一様におどろいてる中、壱村はごく自然に彼女の来訪を受け止め、

「ちょうどよかった。悪いが自己紹介をしてくれ」

　うなずき彼女は黒板を背に、クラスの面々に向き直る。

「──初めまして、斗と神がみ璃り亞あです。昨年の二学期から休学していたため、もう一度みなさんと同じ一年生をやることになりました」

　清流のような、どこか気の強さを感じさせる透き通った声で。

　留年という自らの経歴を微み塵じんも恥はじることなく、彼女は悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。

「気軽に声をかけてね──よろしく」

『…………………………』

　男子も女子も、誰も何も言えなかった。

　璃亞の美しさは相当なもの。本当なら騒さわぎ出したい男子もいたようだが、璃亞が留年している手前、無神経にはしゃぐわけにはいかない。誰からも拍手がないのも同様だ。彼女を拍手で迎えては、まるで留年を祝福しているかのようになってしまう。教室中の空気が緊きん張ちようする。あたかも爆ばく弾だんと相対したかのように。下手に刺し激げきをすれば爆発しかねない。

　それほどまでに、留年した者をクラスに迎えるのは難しいことなのだ。

「どうやら質問はないみたいだな。まあ留年した相手に遠えん慮りよしちまう気持ちもわかるが、お前ら仲よくしろよ。ごくろうさん斗神、お前の席は後ろのあそこだ」

　璃亞は教わった自分の席へ、机と机の列の隙すき間まを歩き出す。

　何か声をかけるべきか否いなか──誰もがどうして良いかわからず、どうしようもない空気に、水を打ったように静まり返った教室の中。ほかとは異なる反応がみっつ。

　眼を丸くした螢と、ヒュウと短く口笛を吹ふいた愁一、そして──顔面蒼そう白はくの未祐、タテ線付き。

　まさか彼女が留年していたとは。その上、同じクラスだなんて。とんだ想定外に未祐はほとんどパニック状態。これでは接点がありまくりだ。

「────っ」

　未祐はとっさに視線を真下、机に落として、必死に璃亞と眼が合わないようにした。

　バレて──はいるだろう。なんせ自分は運動着姿なのだ。だが、どうしようもない。

　あとはもう運を天に任せて、嵐あらしがすぎ去ってくれることを祈いのるしかない。

　だがしかし、上陸した台風は、未祐の席の横に来たところで速度を落とした。というか、停止した。クラスの誰もが息を呑む。爆弾が止まった。知り合いでもいたのだろうか、と。

　ところが。十秒たっても、二十秒たっても、一分たっても、璃亞はその場に立ち止まったまま動こうとしない。ただ、無言でジッと未祐を見つめ続ける。

　これはいけない、と未祐は顔いっぱいに脂あぶ汗らあせを浮かべる。台風前線停てい滞たい中。強い勢力を伴ともなったまま、依い然ぜんとしておとろえず。やがて、クラス中が異常事態に気づき始める。二分がすぎ、三分がすぎても璃亞は微動だにしない。教室中がざわめき、壱村が「どうした、早く席につけ」と急せかしても、動かざること山のごとし。気まずいなんてものじゃない。

「………………っ」

　なぜ璃亞がそんな真ま似ねをするのか、唯ゆい一いつその意図を知っている未祐は、石になっていた。

　気分は局地的な集中豪ごう雨う、停学警報発令中。変態伝説カウントダウン。

　そして、

「────」

　ふいっと璃亞は未祐から視線を外すと、自分の席へつく。

　教室はまだざわめきを残していた。何人もの生徒が、チラチラと後ろの璃亞を振り返る。

　そんな中ただひとり、未祐だけが背筋を伸ばして前を向いていた。右後ろからハゲそうなくらいチリチリと視線を感じたが、とてもじゃないが振り返れなかった。





　帰りのＨＲも終わりが近づいていた。

　てっきり、すぐにでも璃亞に覗きの件を糾きゆ弾うだんされるにちがいないと、未祐はずっとハラハラしていたのだが、校内施し設せつの案内のときも、教科書の共同購こう入にゆうのときも、璃亞は何も言わず、未祐とは離はなれた場所にひとりでいた。何人かの男子が声をかけようと試みるのだが、璃亞から発せられる「ひとりにしてオーラ」にあえなく玉ぎよ砕くさい、ロクに近づけずにいた。

　そのため、未祐は少しだけ気を緩めていた。

　まさか気づいてないわけはないだろうが、彼女はもう許してくれているのかもしれない。

　あれは不幸な事故だったのだと、理解してくれたのかも。そんな淡あわい期待が、徐じよ々じよに現実味を帯びてくる。

　そしてチャイムが鳴った。学級委員が決まっていないため、担任の壱村が号令をかける。

「起立──礼」

　中学のときのクセがぬけずに、全員が別れの挨あい拶さつを返しながら頭を下げた。

　──その瞬間だった。

「さようなぶぁぁぅ!?」

　こめかみに激げき烈れつ衝しよ撃うげき、舌を噛かみそうになりながら倒たおれかけたのを、未祐は懸けん命めいにこらえた。

　奇くしくもそれは、クラス中に『さようなら』が響き渡わたっていた瞬間のため、誰も未祐の悲鳴には気づかない。絶ぜつ妙みようのタイミングの凶きよ行うこうだった。

　クラスメイトらが、何事か言葉を交かわしながら教室をあとにしてゆく。

　未祐は頭をくわんくわんさせながら、足あし下もとに視線を落とした。

　そして戦せん慄りつする。

「ジ、ジーニアス……」

　思わず震えてしまう声。未祐のこめかみに特とつ攻こうをかけてきたのは、英語の授業で一番たよりになる仲間、英単語を三十万語も収録した『ジーニアス英和辞典』だった。

　手に取ればずっしりとした重み。二千ページオーバーは伊だ達てじゃない。ふと見れば、少し使われた形けい跡せきがあった。未祐たち新入生は、まだ今日購入したばかり。わずか一時間ほどでは、ここまで使いこむことは不可能だ。

　犯人を考えるまでもない。こんな殺人未み遂すいギリギリの真似、カタギの人間にできるわけがない。

「…………………………」

　未祐は彼女の席へと振り返る。だが、そこにはすでに姿はなかった。教室の中にもだ。

　代わりに、愁一がゆっくりと歩みよってくる。

「なーにやったんだよ、お前？」

「見てたのか……」

　未祐の言葉に、愁一はうなずく。

「甲こう子し園えんに行けそうなくらい綺き麗れいなフォームだった。しかし、英和辞典なんて重たいものを、よく女子が全力で投げられたもんだ。にしても、あの斗神璃亞がまさか留年していたとはね」

「彼女のこと知ってるのか、愁？」

「有名人だからな。今朝、話しただろ？　ウチの二年に絶世の美女がいるってウワサ」

　いまだに揺れている脳で、未祐はぼんやりと思い出す。

　そういえば、愁一が二年のフロアに行っていたと話していた気がする。

「草薙学園の斗神璃亞といえば、都内の高校生なら知る者ぞ知る、美少女女子高生四天王に数えられるほどの有名人だよ。あだ名は、たしか『荒あらくれナイチンゲール』だったかな？」

「……………………」

　ぴったりすぎにもほどがあった。保健室で見た璃亞が身にまとっていたのは白衣。

　さらには、本気で未祐を仕留めにきたあの凶きよ暴うぼうさと荒ぶりよう。

　冗じよ談うだんのようなふたつ名は伊達じゃないわけだ。

　愁一は「ほら」と前置きをして、

「校内を案内しているときに、壱村が言っていただろう？　ウチの学校には『保健室』がふたつあるって」

「ああ、保健局と保健部だろ？」

　一いつ般ぱんの学校では、各クラスから選出された学級委員を、学校主導で取りまとめて運営する委員会方式を採用している。委員会とは、選出された生徒が『学校側の立場』になって、それぞれの分野を管理・監かん督とくするものであり、草薙学園では「放送」「風紀」「美化」「生活」「体育」「図書」「保健」の七大委員会がある。

　ところが草薙学園はめずらしい運営体制をとっており、各分野において生徒からの希望があった場合にのみ、『生徒側の立場』で活動する「部」の設立が許される。

　現在、草薙学園では「放送部」「図書部」「風紀部」、そして「保健部」が存在していた。

「斗神璃亞は、去年たったひとりで保健部を立ち上げたんだと」

　部が設立された委員会は、組織名を『局』に変へん更こう。

　委員会の呼こし称ようは、「局」と「部」の両方を併あわせた容いれものを指すことになる。

　そして愁一によれば、各おの々おのの局と部は、いずれも対立関係にあるのだという。

　放送局と放送部は、校内放送の在り方と放ほう送そう枠わくの取り合いを。

　図書局と図書部は、図書館の蔵書の管理と新規に入にゆ荷うかする書しよ籍せきの優先権を。

　風紀局と風紀部は、生徒たちの学校生活の在り方を。

　それぞれ学校側と生徒側の立場で主張し合っている。そして保健局と保健部は、生徒の受け入れや対応の仕方について、考え方のちがいから対立しているらしい。

「なるほどな……」

　未祐は璃亞と出で逢あった、あの心地ここちの良い空間を思い出す。学校側ではなく、生徒側の立場になった保健室。璃亞が目指しているのはそういう場所なのだろう。

　とはいえ、蹴り殺されかけ、踏み殺されかけ、あげくに英和辞典でブチ殺されかけた身としては、本ほん末まつ転てん倒とうではと言わざるを得ない。部屋の主がああも凶暴では、あそこを訪おとずれる者などいないだろう。

「──お～い、結槻くん、久瀬くん」

　と、そこへ螢がやって来る。

　思わず、ギシっと固まってしまう未祐。身体は正直だ。

　螢は未祐のステータス異常には気づかずに、

「同じ北中出身のよしみで、今日は一いつ緒しよに帰らない？　他のクラスの子たちも集まるから、帰りにどこかで遊んでいこうよ」

「おお、いいじゃん、そうしようぜ、なあ未祐？」

「……おう、そうだな」

　未祐は冷静に振ふる舞まいながらも、突とつ然ぜんの幸運に心の中で大はしゃぎ。

　受験のときもみんなで一緒に帰ったが、あのときはまだ合格前ということもあり、みんな遊んで帰れるような状じよう況きようではなかった。だが、今回はちがう。躊ちゆ躇うちよする理由など何もない。

　胸を張って、大手を振って、螢と一緒に遊びに行ける。

「どうしよっか。人数も結構いるし、やっぱり定番だけどボウリングかカラオケ？」

「歩きながら考えようぜ。駅前だろ？　実際に行けば何かしら決まるさ」

「…………………………」

　螢と自然に会話する愁一を、未祐は羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見る。

　せめて自分も、あれくらい自然に螢と会話できたなら──

　視線を螢に移す。輝かがやく笑え顔がお、明るい声、温かな雰ふん囲い気き、そのどれもが好きだった。

　中学三年の夏からずっと。だが言葉を伝えられる距きよ離りに立っていても、想おもいを伝える勇気がなくてはどうしようもない。声は届いても、想いは届かない。

　すると、ふと螢と眼めが合った。未祐を見て、純じゆ粋んすいな笑えみを向ける。

　小首を傾かしげて、

「──ねえ、結槻くんはどこか行きたいとこある？」

「いや、オレは……」

　螢の問いかけに口ごもりながら、未祐は胸がトクンと熱くなるのを感じる。

　声をかけてもらえるだけで、気にかけてもらえるだけで、それだけで嬉うれしい。

　ただ、彼かの女じよは誰に対しても優やさしいから──だから今はもう、それだけでは満足できなくて。

　少しだけ……苦しいのだけれど。

「オレは、どこでもいいよ……」

　螢と一緒ならば、螢が一緒ならば。

　本当に、どこでもよかった。

「そう？　じゃあ、やっぱり歩きながら考えよっか」

　そして三人は教室を出ようと歩き出し、

「──っと」

　未祐は手に持っていた英和辞典を璃亞の机の上に置こうとして、

「……ん？」

　それに気づいた。

「結槻くん……？」

「どうした？」



    

  
    
      　螢と愁一が教室の入口で振り返る。

「…………悪い、ちょっとオレ用事があったんだった」

　未祐は辞典を机の中にしまいながら、

「本当にゴメン！　愁、あとで電話する。絶対に追いかけるから、先に行っててくれ」

　そう言って、未祐は教室を飛び出した。

　本当は。このままふたりと一緒に帰りたかった。一緒にどこで遊ぶのか、みんなで楽しく会話をしながら歩きたい。何せ、この機会を逃のがせば、次はいつ螢と遊びに行けるかわからないのだから。しかし、どうやらそう簡単にはいかないらしい。

　なぜならば──

「ああ、くそ、もう……」

　何てことだ、と未祐は廊ろう下かを走りながら、左手で握にぎっていたノートの切きれ端を強ごう引いんにポケットにねじこむ。書かれていた内容は以下の通り。

『第二保健室で待つ。明日からも学校に通いたいなら来ること』

　変態伝説のカウントダウンは、続行中だった。





　本日二度目の保健室、保健部の部室「第二保健室」。よく見れば、扉の上の札には小さく「第二」と書いてあった。先刻これに気づけていれば、と未祐は激しく後こう悔かいする。

　そして今度ばかりは、着き替がえを覗いてしまうような事態は避けなくてはならない。

　恐おそる恐るノックを二回。

「…………………………」

　しかし、ドアの向こう側からは返答がなく、未祐は仕方なく再びノックを試みる。

　先さき程ほどよりも少し強め。すると、カチャリと音を立ててノブが回り、わずかに開く隙間。

「──って、のわぁあぁっ!?」

　にゅっと腕うでが伸のびてきたかと思った刹せつ那な、いきなり襟えり首くびをつかまれ部屋の中へと引きずりこまれた。とんでもない怪かい力りきに、未祐の身体が宙に浮うく。

　そして乱暴に放ほうり投なげられる。未祐は床に尻しりから落下、その痛みに顔をしかめた。

「痛ってぇ～～、…──っ!?」

　眼の前に顔。未祐は思わず息を呑のむ。斗神璃亞がそこにいた。

　有う無むを言わせぬ眼光と、問答無用の美しさ。未祐は何も言えず、身動きひとつ取れない。

　圧あつ倒とう的てきなプレッシャーが、精神的にも肉体的にも危険な距離から未祐に浴びせられる。

　息苦しい沈黙が続く。ドキドキが止まらない。別に「ハプニング。あの娘こといきなり急接近、ドキッ」などという青春ざたの話ではなく。苦手な接近戦クロスレンジだからというわけでもなく。むしろこれは不安と恐きよ怖うふ。生せい殺さつ与よ奪だつのすべて、命運を握られた者が感じるピンチの脈動。璃亞の瞳ひとみは、未祐に生かす価値があるのかどうかを値ね踏ぶみしているかのようだった。

「───フン」

　と、軽く鼻を鳴らし、ようやく璃亞が離れた。

「よく来たわね、やっぱり変態でも退学は恐こわいんだ？」

「だから、何度も言ってるだろ……。あれは事故だ、わざとじゃない」

　うんざりしながら言う未祐に、璃亞は冷笑、絶対零れい度ど。

「覗きはみんなそう言うのよ」

「『みんな』なんて決めつけるなよ、そんな頻ひん繁ぱんに覗かれてるわけでもあるまいし」

「毎日朝晩欠かさずよ」

「嘘うそつけっ、お前の家はどんだけ覗かれやすいんだよ！」

「私は変態のことが嫌きらいなのに、不思議と変態は私のことが好きなのよ」

　そこで璃亞は溜ため息いきひとつ、はたと気づいたように未祐を見て、

「そういうわけだから、私はあんたのことが嫌いなの。ごめんなさい」

「勝手に決めつけて、振ったみたいに謝あやまってんじゃねえよ！　オレは変態でもなければ、お前のことが好きでもねえよ！」

　反論する未祐に、璃亞は嘆たん息そくする。

「女の裸はだかを見ておいて謝らないどころか、まさかの逆ギレとはね……」

「いや、それは……」

「あんた最低ね。いいえ、あんたはもはや人以下よ」

「………っ」

「何度でも言ってあげる。あんたはもはや人イカよ」

「待てこら、ドサクサで人を化け物にすんな。さり気にイントネーション変えやがって！」

　なまじ想像しやすいだけに質が悪い。

　未祐が顔を上げると、

「──おわっ？」

　頭から覆おおいかぶさるようにして、白いシーツがふわりと舞まい降おりた。

　手に取ればそれはシーツではなくて、

「白衣……？」

「とりあえず、運動着の上からそれを羽織って。あんたにはこれから、手伝ってもらいたいことがあるから」

「何でオレがそんなことを……」

「──退学になりたいのね」

「くわしい話を聞かせてくれ」

　未祐は白衣に袖そでを通しながら立ち上がる。

　璃亞からの依い頼らいは簡単なものだった。

　現在、保健部は璃亞ひとり。それではロクな活動ができやしないと、対立している保健局に指し摘てきされたらしい。そこで、とりあえず未祐が新入部員のフリをして、保健局への説得材料となるように協力しろというのだ。

「話はわかったけどさ、そいつはまた今度でいいか？」

　未祐は時計を見ながら言う。

　今ならまだ間に合うかもしれない。

「悪いんだけどオレ、今日はちょっと用事が……」

「バカじゃないの？」

「バカじゃねえよ！　なあ、たのむって。何も協力しないとは言ってないだろ？」

　すると、ふと璃亞は虚こ空くうに手を伸ばす。

　訳がわからず、未祐が眉まゆをひそめると、

「──いい？　今ここには、眼には見えない線路の切り替かえポイントがある」

　璃亞はギュッと何かを握るようにして、

「あんたは今、かろうじて普ふ通つうの人生を送れるレールの上にいる。でもね、私がちょっと力を入れれば──」

　ゆっくりと見えないレバーを押おし倒す。

「あんたはめでたく変態と認にん定ていされ、この学校を去ることになるの。そして、そこからは落らく伍ご者しやの道を歩むことになるのよ」

「ぐ……う……っ」

　面と向かって言われると、『落伍者』という単語はここまでキツイのか、と未祐は渋じゆ面うめん。

　璃亞はそれを見てフフンと笑う。

「親兄弟が泣くわね」

「………………」

「友だちもさぞ悲しむでしょうよ」

「………………」

「そして私はお腹なかを抱かかえて爆笑するわ」

「お前は鬼だっ！」

　噛みつきながら、未祐はやれやれと嘆息。

「わかった、つき合うよ……」

　背に腹はかえられない。螢との青春の日々を、台無しにされるわけにはいかないのだ。

　未祐は覚かく悟ごを決めた。





　入学式当日の放課後ということもあり、校内にはほとんど生徒は残っていなかった。

　廊下の中央を堂々と歩く璃亞の背中に、未祐はついてゆく。

　こうして背中から璃亞を見ていると、彼女の美しさが、単に容姿だけが優すぐれているものではないということがよくわかる。出いで立たち、雰囲気、そしてオーラ。思わず見とれてしまうような後ろ姿だった。

「──ついたわ、ここよ」

　璃亞が足を止めたのは、一階南廊下の最さい奥おう部ぶだった。

「作戦通りやるのよ──いいわね？」

「お、おうっ……」

　未祐は応こたえてゴクリと喉のどを鳴らした。緊張する。ただ保健室に入るだけなのに、退学がかかっていると思うと、気分はまるで命がけの突とつに入ゆう劇だ。そもそも、保健室に入るのに作戦が必要というのは、いかがなものかと思うのだが。

　璃亞はコンコンと扉をノック。礼れい儀ぎ正ただしく「失礼します」とひと声かけてから、引き戸の取っ手に手を伸ばし、

「──っ」

　いきなりドアを激しくキック、扉が轟ごう音おんを立てて奥おくへと倒れこんだ。

「ばっ、お前、何してんだよっ！」

　思わずツッこむ未祐に、璃亞はさらりと手で髪かみを流し、

「静電気よ。いやだわ、ビックリするじゃない。腰こしがぬけるかと思っちゃった」

「こっちは度ど肝ぎもがぬけそうだ！」

　完全な台本無視。予定では手短に挨拶をすませ、さっさと引き上げる段取りだったのに。

　流石さすがは草薙学園が誇ほこる荒くれナイチンゲール。規格外にもほどがある。

　こんなカチこみのような真似をしては、もう穏おん便びんにことを済ませるなんて不可能だ。

　しかし、璃亞は平然と部屋の奥へと入っていった。仕方なく、未祐はあとに続く。

（あれ、意外と普通なんだな……）

　第二保健室の快適さ、心地よさを知っているだけに、未祐は第一保健室とはどんなにすごい場所なのだろうかと身構えていたのだが。足を踏ふみ入いれたそこが、よく知る一いつ般ぱん的てきな保健室だったことに少し拍ひよ子うしぬけする。

「──騒そう々ぞうしいと思ったら、一体これは何の真似だ斗神？」

　すると、奥からひとりの男子生徒が姿を現した。

　彼かれは白衣を着ていなかった。しかし、代わりに白い学ランに身を包つつんでいる。

　恐らくは、保健局員の制服で、白衣の代わりのようなものなのだろう。

　苛いら立だちを隠さない視線でこちらを見てくる。

　対する璃亞は不ふ遜そんな態度で、

「アンタが前に言ったのよ、鳥とり海うみ。新人が入ったら見せに来いって。自分の言った言葉には、責任を持ってほしいわね」

「ドアを蹴けり倒して──と言った覚えはないが？」

「ドアを蹴り倒すな──と言われた覚えもないわ」

　さらっと暴論を言い放つ。チラリと部屋を見み渡わたし、

「敦あつ田た先生がいないみたいだけど……」

「先生は今、病院に行かれている。入学式の直前に倒れた新入生のつき添いでな」

「あー……」

　未祐は思わず納なつ得とく、頬ほおをかく。朝の甘あま酸ずっぱい記き憶おくがかすかに蘇よみがえった。

　まちがいなく、ウチのクラスの弘川くんだ。助けるのが間に合わなかったときは動どう揺ようしたが、どうやら彼は気持ちが悪かっただけらしく、吐いたらすっきりしたのだろう、耳鳴りは感じなくなっていた。恐らくは、大事には至っていないはずだ。

　ふーん、と璃亞は鼻を鳴らし、

「まあいいわ。とにかく紹介しておくわね」

　未祐を親指で指し示す。

「……結槻未祐です」

　棒読みで名乗る未祐に、鳥海はスッと眼を細める。

　冷たい視線。

「にわかには信じられんな。よもや保健部に新入部員が、それも女子が入るとは……」

「いや、オレは──」

　男だ、と未祐が説明しようとしたところで、璃亞がそれをさえぎった。

「とにかく、これで文句はないわね。そもそも保健部は、学校側にきちんと認められている公式の組織よ。その活動内容も含ふくめてね。本来ならアンタにわざわざお伺うかがいを立てる必要はないのだけど、これでこちらは保健局の要よう請せいに対してきちんと仁義を通したわ」

「───」

　未祐は内心、ドキドキして仕方がない。璃亞の言っていることは真っ赤な嘘。それをよくもまあここまで尊大に語れるものだ。盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいにもほどがある。

　さらに璃亞は勢いに乗り反はん撃げき。攻こう勢せいを強めてゆく。

「今度はそっちにも筋を通してもらうわよ。アンタ、保健部を独りよがりのくだらない場所と言ったわよね？」

「それがどうした？」

「──小指を詰つめなさい」

「ぶっ──」

　思わず未祐は絶句する。

「な、何を言っているんだ貴様……」

「あら、小指エンコは男の仁義じゃない」

　狼ろう狽ばいする鳥海に、璃亞は冷れい笑しようを浮かべると、背後にいる未祐へ、

「ドス」

「あるか！」

「……？　………？？」

「刃は物ものがなくて、そこまでキョトンとされる覚えはねえよ！」

「困ったわ、こうなると裸で土下座以外に良い方法が思いつかないのだけど」

「くだらんな、そんなものにつき合う義理はない」

　冷静さを取とり戻もどした鳥海に、璃亞はやれやれと肩かたをすくめる。

「さすが、自分の非を認められない男は器うつわが小さいわ。そんなだからいつまでたっても彼女ひとりできないのよ」

「簡単に裸で土下座をする方が、器は小さいだろう。それと、勝手な憶おく測そくで人のプライベートを中傷するのはやめてもらおうか」

「脳内にしか存在できなくても、彼女は彼女だものね。はっ、幸せなオツムによろしく」

「人を妄もう想そう狂きようみたいに言うのはよせ、そんな空むなしい恋こい人びとはいない！」

「そして現実の恋人もいない、と」

「────っ」

　鳥海はいまいましげに璃亞を見る。

　すると、

「失礼します……」

　ノックと共にひとりの女子生徒が第一保健室の中に入ってきた。

「……あの、体調不良なので、ベッドで寝ねかせてほしいんですが」

　早まるな、ここは今戦場だぞと未祐はそちらを振ふり返かえる。

「………………」

　見れば確かに、その女子生徒の顔色は悪かった。

　とりあえず少し横になって休んで様子を見るべきだ。くだらないケンカなどしている場合ではない。それは璃亞も鳥海も感じたようで、ふたりは一いつ旦たん矛ほこを収める。

　ところが、

「申し訳ないが、現在ウチは満床でね……」

　と、ベッドを見ながら鳥海。

　置かれたベッドは二台とも、白のカーテンで仕切られていた。使用中だ。

「そう……なんですか……」

　つらそうな表情で女子生徒。未祐は思わず声をかける。

「第二保健室はベッドが空いてたはずだ、なあ斗神──」

「──ええ」

　うなずき璃亞は女子生徒に向き直る。

　しかし、璃亞を見ると彼女は恐きよう縮しゆくしたように、

「ううん、大だい丈じよ夫うぶ……だから。それじゃ」

　そう言って、そそくさと第一保健室を出ていった。引き止める間もない。

　その場に沈ちん黙もくが降おりる。

「……あんなつらそうなのに、何を遠えん慮りよしてるんだ？」

　困こん惑わくする未祐に、

「──当然の判断だな」

　と、鳥海は冷たく言い放つ。

「長期停学で留年するような問題児がいる保健室へ、行きたい者などいるものか。不快なんだよ。そこはもはや、保健室にはなりえない」

　その言葉に、かすかに顔を曇くもらせる璃亞。一番触ふれられたくない話題だったのだろう。明らかに、璃亞の表情には苦い感情が見みえ隠かくれしていた。

　本当に仲が悪いんだな、と未祐はあきれながら、

「確かにあそこを普通の保健室とは言えないかもな。オレの知ってる保健室も、こっちだし」

　つぶやき、トントンと床を踏み鳴ならした。

「────」

　未祐に追従され、信じられないとばかりに璃亞は振り向むいた。

　そして、鳥海に向けている以上に物ぶつ騒そうな視線を未祐に向ける。

　未祐は内心あせりながら、そんな璃亞を無視──しかし表情を改めて鳥海を見た。

　それは真しん剣けんな眼差し。

「──でもな、あそこはあれで良いと思うぜ。少なくともオレにはここよりもずっと穏おだやかで、居い心地ごこちよく感じられたからな。どちらに行くか訊きかれたら、オレなら絶対にあっちに行くね。一度でも来たことがあるヤツなら、誰だれだってそうすると思うけど？」

　そこで表情を苦くし笑ように変え、

「まあ確かに、凶暴だし、口は悪いし、平気で人を脅きよ迫うはくするし。アンタが言うように、斗神が問題児だっていうのは大いにうなずけるけどな」

　でもな、と穏やかな表情で告げる。

　思い出す。

「オレには、本当にただの問題児でしかないヤツに、あんな空間が作れるとは到とう底てい思えないんだよ。そして、アンタら保健局員が、ただの問題児に劣おとるようなヤツらにも思えない。だったら多分──答えはひとつなんだ。恐らく、先刻の彼女は知らないんだよ。そして、多分アンタは知ってると思うけどね。第二保健室がどういうところか。そして、斗神璃亞が本当はどういうヤツなのかも、さ」

　そう言って未祐は外へ、廊下へと向かってゆく。

　出口で振り返り、ぽりぽりと頬をかきながら、

「まあ、全部想像で言ってる話さ。斗神璃亞が本当はどういうヤツなのかなんて、オレもまだよく知らないもんな。あ、悪いけどオレ、ちょっと用があるんで──それじゃ」

　そして廊下に飛び出した。





　今からでも、まだ間に合うだろうか。

　あせる気持ちを抑おさえながら、未祐は廊下を駆かけてゆく。

　追いかけるのは螢と愁一──ではなくて。

「──いた！」

　廊下の先に、先ほどの女子生徒がへたりこんでいるのを見つける。

　嫌いやな予感が的中した。先ほど、第一保健室で彼女を見た際に感じた小さな心のざわめき。

　静かな鈴すずの音。やはり、あれは彼女のＳＯＳのサインだったのだ。

　未祐は駆けより、

「平気か？　ほら、つかまって──」

　腰を落として、手を貸そうとしたときだ。

「──どいて、私が運ぶ」

　どうやって追いかけてきたのか、背後から透すき通とおる声。

　そして強引に、未祐の身体が横に押しのけられる。

　うずくまったままの女子生徒は、璃亞の姿を確かく認にんしわずかに表情を硬かたくした。

　だが。

「もう大だい丈じよ夫うぶだから……」

　囁ささやくように告げられた璃亞の言葉。

　温かくて柔やわらかな声。

「────」

　未祐は思わず息を呑む。

　鈴の音が──消えた。

　たった一言だった……今、璃亞がたったひと言声をかけただけで、眼の前の女子生徒から苦しみのサインが消えたのだ。

　周囲の空気が一変している。穏やかで安心できる空気だ。

　苦しみに歪ゆがんでいた女子生徒の顔から力がぬけ、徐じよ々じよに穏やかさを取り戻してゆく。

　璃亞は女子生徒の背中に優しく手を添そえる。

「これからあなたを保健部へ、第二保健室へ運ぶわよ──良いわね？」

　無言でうなずく女子生徒に肩を貸し、璃亞はゆっくりと廊下を歩き始めた。

　未祐はあとに続きながら思う。やはり斗神はただものじゃなかった──と。

　駆けよってから肩を貸すまでわずか十数秒。

　体調不良の相手に駆けより、肩を貸した。普通に見れば、何てことのないやりとりだ。

　だがつい先刻、この女子生徒は璃亞を拒こばんだのだ。あのとき確かに、彼女は璃亞を信用していなかった。それなのに、璃亞は今一いつ瞬しゆんで相手に心を開かせ、信しん頼らいを得たのだ。

　──医者は単に技術だけで人を治しているのではなく、言葉や笑顔で癒いやすのも仕事である。

　それでもなかなか、患かん者じやの不安や疑ぎ心しん暗あん鬼きを完全には取り去れないのが現実だ。

　なのに、今の璃亞には不思議な雰囲気があった。無条件に信頼しても良いと思えるような安心感。傍はた目めで見ていた未祐の鼓こ動どうが、自分自身でもわかるほどに穏やかになっている。

　人が──こんなにも人を癒すことができるなんて。

　そして未祐は、自分が思おもいちがいをしていたことに気づく。

　あんなにも心地よかった第二保健室。それは温度と湿しつ度どと調光が、究極のバランスで保たれているからだと思っていた。だが、そうではないのだ。あの空間は、あの第二保健室は、斗神璃亞がいた。だから心地よかったのだ。それが、どれほど驚きよ異うい的てきなことなのか、璃亞自身はわかって──否、気づいているのだろうか。

　前を行く璃亞が廊下の角を曲がる。

　あとは、まっすぐ行って右手が第二保健室だ。

「──問題児で悪かったわね」

　不意に、前を歩く璃亞がポツリとつぶやいた。

　いかん、と未祐はあわてて取り繕つくろう。

「いや、あれはさ、オレなりにあの場をうまく収めようとして……」

　吐はき出した言葉は尻すぼみ。

　自分で言っていて、言い訳にしかならないと気づいたのだ。

　あのとき──鳥海の言葉に、気がつけば未祐は反論していた。だから、思わず本音がこぼれてしまった。第二保健室が心地よかったのも事実ならば、璃亞が問題児なのも人を脅迫するのもまた事実。未祐はそれをバカ正直に話してしまったのである。

　失敗だった。今の自分は少しでも璃亞の機き嫌げんを損そこねれば退学、落伍者一直線だというのに。小指を詰めるか、はたまた裸で土下座をするか。未祐は究極の選せん択たくに頭を悩なやませる。

　だから気づかない。

「──でも、ありがと」

　そっとつぶやかれた璃亞の言葉は、肩を貸してもらっている女子生徒にも聞こえないほど小さくて。だから、その言葉に含まれた想いは、誰にも伝わることのないまま。

　しかし、たとえ伝わらなかったとしても──想いは確かにそこにある。

　それは小さな始まり。

　第二保健室に到とう着ちやくした三人は、ゆっくり中へと入ってゆく。

　すぐに温かな空気が彼らを包みこんだ。





　夕方になって、保健部のベッドで寝ていた女子生徒の体調はようやく回復した。

　彼女を家まで送っていくという璃亞と別れ、未祐はひとり駅への道を歩く。

　季節は春。陽ひは長くなってきたとはいえ、すでに夕ゆう陽ひも沈しずんでおり、辺りには夜の帳とばりが下り始めている。

「いくらなんでも、さすがにもう無理だよな……」

　未祐はなかば諦あきらめながら、ポケットから携けい帯たいを取り出し、愁一をコール。

　入学式の今日、学校が終おわったのは午前中、昼前だ。ファミレスで昼食を取り、そのあとにみんなでどこかに遊びに行ったとしても、もう解散してしまっているだろう。

　取り立てて遅おそい時間というわけでもないが、入学式の日にそんな遅い時間までほっつき歩くような真ま似ねをするとも思えない。

　数度のコールの後、電話がつながった。

「愁か？　今どこにいる？」

『──もしもし、結槻くん？』

　こちらに聞き返してくる相手の声に、未祐は思わず携帯を取り落としそうになる。

　電話のスピーカーを通せば、音声は変質するものだ。しかし、それでも即そく座ざにわかる。

　電話の相手が誰なのか。こんなにも心地よい声をまちがえるはずがない。

「六堂……だよな？　オレ、確か愁の携帯にかけたはずなんだけど……」

『ああゴメンね、実は今、久瀬くんカラオケで熱唱中なんだ』

「カラオケ……」

　言われてみれば、確かに電話の向こうからは何らかの音楽が聞こえてくる。

　だが大音量でもないということは、螢はカラオケルームの外で話しているのだろう。

『久瀬くんがね、きっと結槻くんだろうから、代わりに出ておいてくれって。大事だって言ってた用事はもう済んだの？』

「まあ、今日のところは何とか……」

『そうなんだ。じゃあ──どうする？』

「え……」

　螢からの問いかけに、未祐は一いつし瞬ゆん困こん惑わくする。

『あたしたちね、駅裏のカラオケ屋さんにいるんだ』

「六堂──」

　そして彼女の意図に気づく。

　螢は訊いているのだ、これからこっちに来るのか、と。

　未祐はチラリと携帯の液えきし晶よう画面を確認。時刻はすでに午後六時半を回っている。未祐が到着するころには、七時前になっているだろう。これから自分が行くことによって、螢たちを待たせてしまい、迷めい惑わくになってしまうかもしれない。行くべきではないのかもしれない。

『──もしもし、結槻くん？』

　耳じ朶だに触れてくる柔らかな声。それが、いつもよりも近くに螢を感じられて、だけど彼女は眼の前にはいなくて。だからだろうか、無むし性ように螢に会いたくなってしまう。同じクラスだ。明日になれば、また会えるというのに。それでも未祐は願ってしまう。

　勇気を出して。

「…………今からでも、行っても良いかな？」

　どうしても、君に会いたいから──だから。

　おそるおそる問いかける。

　緊きん張ちようの一瞬。応えはすぐに返ってきた。

『うん──わかった、待ってるね』

　優しい声こわ音ねで、まるで未祐がそう言うのをわかっていたかのように。

「……ああ、それじゃ」

　本当はもっと話していたかったけど、未祐はそこで携帯を切った。

　駆け出していたからだ。駅へと続く道を、まるで疾しつ風ぷうのように。

　未祐は、心が躍おどってしまうのを止められない。走る速度がどんどん上がってゆく。

　まるで夢のようだった。好きな人が自分を待っていてくれるなんて。こんなにも全力で、彼女の元へ駆けてゆけるなんて。

　たとえ行ったとしても、こんな時間だ、そんなに長くは一緒にいられない。でも、それでも構わない。自分はただ、全力で走りぬける。

　到着した自分を、彼女は──六堂螢は、きっと笑顔で迎むかえてくれるから。

　その笑顔を見られるならば、自分はどこへでも駆けてゆける。決まっている。

　結槻未祐は、六堂螢が、好きなのだから。





　翌日。着替えを覗のぞいてしまった借りは、保健局へつき合うことで無事返済となり、斗神璃亞や保健部、ひいては第二保健室との接点は解消。未祐はようやく平へい穏おんな高校生活を送れるようになった。

　そう、未祐にとってはある意味今日こそが入学式、これでいよいよ希望に満ちた新たな生活が始まる──と、そう思っていたというのに。

「甘あまかった……」

　未祐はげっそりとつぶやいた。場所は保健部の部室、第二保健室。

　今日も放課後から、未祐はここで白衣を着せられ、璃亞の手伝いをさせられていた。

「まさか昨日のあれで、すべてチャラになると本気で思っていたの？　いやはやまったくあきれるわね、人の裸を見ておいて盗っ人猛々しい──」

　今日も綺き麗れいで、舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく冴さえわたる璃亞が、ハッと鼻を鳴らして冷笑する。

「──この裸はだか泥どろ棒ぼう」

「オレも色々なあだ名や悪口を言われたことがあるけどな、その呼ばれ方はワースト記録を更こう新しんするぞ！」

　立ち上がって抗こう議ぎする未祐に、璃亞は嘆息し、

「大体考えてもみなさいよ、一日で保健部から姿を消したら、鳥海に作り話だったとすぐに気づかれるでしょう？　しばらくの間は、様子を見るためにも手伝ってもらうからね」

「それっていつまでだよ……？」

「再来週の委員会で、今年度の予算編成があるの。少なくともそれまではいてもらうわ」

「……泣きてぇ」

　未祐が肩を落とすと同時、第二保健室の扉とびらがノックされ、

「斗神ぃ、突つき指ゆびしたぁ、包帯巻いてー」

　バスケ部かバレー部なのだろうか、長身の女子生徒が入ってくる。

　彼女は璃亞の傍かたわらに立つ未祐に気づき、

「あれ、この子は……？」

「新入部員よ。ほら結槻、何をボサっと突っ立ってるの、早く用意して」

「へーへー……」

　未祐は壁かべ際ぎわに置かれた、ガラス戸の棚たなへ。包帯を探していると背後から、

「包帯だけじゃなくて、医いり療よう用ようテープと湿しつ布ぷも持ってくんのよ」

「あ、そうか……」

　指摘され、それらも持って璃亞のところへ向かう。

　女子生徒は近くに来た未祐を見ながら、

「へぇ、可愛かわいい娘こじゃん」

「………………どうも」

　未祐は黙だまって会えし釈やくする。現在の未祐の姿は昨日から大だい活かつ躍やくのスポーツウェアだ。制服はクリーニングに出したまま、まだ戻っていない。そのため、昨日の璃亞同様、初めて未祐を見る者は女子だと勘かんちがいしてしまうという嫌な状じよう況きようができあがっていた。

　だが否定はできない。保健局の鳥海に女の子と紹しよ介うかいされているため、ここで男だとバレるとまた面めん倒どうなことになる可能性もあるからだ。

　いや、正確に言えば否定は可能ではある。あくまで退学を覚悟すれば、だが。

「いい、よく見てるのよ？」

　璃亞は指のサイズに合わせて切った湿布を巻くと、テーピングを済ませ、その上から包帯を重ねてゆく。

「こうやって包帯の幅はばに合わせて、半分ずつ重ねて巻いていくの。突き指の処置は固定することを優先するから少しキツめにね。湿布を巻いてあるから、ちょっとくらい強くしても鬱うつ血けつしないし──」

　丁てい寧ねいに説明しながらも、璃亞の手は動くのを止めず、流れるように包帯を巻いてゆく。

「最後は結んでも、テープで留めてもどちらでも良いんだけど、彼かの女じよみたいに部活をする場合は、包帯が取れてしまう可能性が高いから。結んで、その上からテープを巻いて結び目を固定するの。結び目を内側に隠す方法もあるんだけど、それだと指に違い和わ感かんが出てしまう人もいるから注意。それに、これならちょっとやそっとじゃ取れないしね」

「斗神のテーピングはウチのマネージャーよりも上う手まいんだよね。っと、そういや保健カードを書かなきゃだっけ？」

「手をケガしてるヤツが何言ってるのよ。こっちで書いておくわ」

「サンキュ。いつもありがとね」

　手当てが済むと、女子生徒は立ち上がった。

「でもよかったよ、斗神が元気そうでさ」

　そして笑えみを浮かべる。

「留年して、別々の学年になっちゃったからさ……ちょっと心配だったんだ」

「やめてよ。あんたに心配されるようになったら、私もいよいよお終しまいだわ」

　フンと言い捨てる璃亞に、

「おっ、そのツンツンした反応も以前のまんま。や～よかったよかった」

　それじゃあまた来るよ、と言い残して女子生徒は去っていった。

「…………………………」

「…………………なによ」

「いや、別に……」

　少し照れたような璃亞に、未祐は笑みを浮かべながら、包帯や湿布をしまいに戻る。

　先ほどの璃亞と女子生徒のようなやりとりは、今日だけでもうすでに何度もあった。

　二年や三年の女子生徒たちが、留年してしまった璃亞を心配して、何人も第二保健室まで様子を見にきている。まだ未祐たちはあまり璃亞のことを知らないが、彼女の人ひと柄がらがどういうものなのか、よくわかるというものだ。

「ははっ」

「……今度笑ったら、お口にチャックよ」

「へえ可愛いこと言うんだな」

「麻ま酔すいなしで唇くちびるに縫ぬいこむわ」

「麻酔があっても御ご免めんだっ！」

　どうすれば、そんな凄せい惨さんな思考にたどりつくことができるのか。

　この荒くれナイチンゲールは。

「──そういえば」

　ふと、思い出だしたように璃亞は言った。

「アンタにお使いをたのみたいんだったわ」

「お使い？　何だよそりゃ」

「『変態少年・結槻未祐のひとりでできるもん』よ」

「お前は、人にものをたのむ態度を知らないようだな！」

　怒いかり叫さけぶ未祐に、璃亞はやれやれと肩をすくめ、

「──アンタこそ、私に対する正しい口のきき方が、まだわかっていないようね？」

　冷笑を通りこしたそれは、もはや凍笑。

「今すぐ試ためしてみましょうか──アンタが停学か退学か」

「すみません。変態少年行ってきます」

　未祐は即座に敬礼を返した。綺麗な角度の敬礼だった。





　建物の奥からは、空気を切きり裂さく音が響ひびいてきていた。

　関係者以外は立ち入り禁止、切り取られたような校舎裏の一角に建てられたそれは、古い歴史と趣おもむきを感じさせる、荘そう厳ごんな造りをした弓きゆう道どう場じようだ。

「──というわけで現在、鳥海さんには特定の恋人はいないとのことです」

　その入口で、未祐は弓きゆ道うど部うぶ員の女子に報告していた。

　おどろくべきことに、璃亞は保健部の活動の一いつ環かんとして、生徒の悩みや恋れん愛あいの相談にも乗っているのだという。今回の依い頼らい人にんは、弓道部の美み樹き谷たにさん。そして何と、そのお相手というのが、あの保健局の鳥海だというのだからびっくりである。

　昨日、第一保健室を訪おとずれた際に、璃亞が扉を蹴り倒たおしたのも、すべては鳥海から恋人がいるかどうかを聞き出すためだったらしい。

　言われてみれば、確かに話の流れを強ごう引いんに色いろ恋こいへ持っていった感はあったが。

『──まさか、私が本当に静電気くらいで扉を破は壊かいするとでも思ったの？』

　小こバカにしたように璃亞に言われたのを思い出す。

　微み塵じんも疑いませんでした──とはさすがに言えず、何となく乾かわいた笑いを返しておいた。

「ありがとね。璃亞にもお礼を言っておいてよ」

「はい、伝えます」

　ペコリと頭を下げて立ち去ろうとする未祐に、美樹谷が声をかけてくる。

「ねえキミ……ちなみに鳥海くんって、どんな子がタイプだと思う？」

「タイプ、ですか──そうですね」

　未祐は頬をかきながら、これだけは外せないポイントを挙げる。

「とりあえず、部屋の中に入るのにドアをぶち壊こわさないぐらいの礼れい儀ぎと、指を詰めろと迫せまらない程度の常識はあった方がいいと思いますよ」

　裸はだかで土下座もＮＧですと告げると、美樹谷は首をかしげた。

　未祐は「それじゃ」と会釈をしてその場をあとにする。

　校内は昨日、クラスみんなで担任に案内されたが、校舎の外はまだ色々とわからないところが多い。どうせなら行きとは別のルートを通って戻ろう、と未祐はグラウンドを横断。

　校舎伝いに突き当たりまで行き、角を曲がれば、眼の前に広がるのは緑のフェンス。

　十二面を備える巨きよ大だいなテニスコートだ。

「こんなところにあったのか……」

　グラウンドで汗あせを流していた陸上部や野球部はおろか、用のあった弓道部にも興味を示さなかったというのに、未祐はフェンスの前で足を止め、テニス部の活動に見入っていた。

　理由は簡単。可愛いユニフォーム、ひらひらと舞まうスコートを身にまとい、輝かがやく汗をほとばしらせているのだ──六堂螢が。教室で明るく笑っているときとは打ってかわって真剣な表情。入学式の翌日だというのに、彼女はすでに練習に参加していた。

　否、正確に言えば、彼女は春休みの間から参加していたのだ。

　全国大会ベスト４、それが中学時代の螢が打ち立てた記録だった。

　当然、いくつかの強きよ豪うご校うこうからスカウトが来ていたが、その中から螢が選んだのが、昨年のインターハイで女子団体戦準優勝の強豪、草薙学園だった。

「……気のせいか？」

　一瞬、何か違和感を覚えたような気がして未祐は眉まゆをひそめた。

　しかし、すぐに思い直して螢の練習姿を見つめる。

　全国で活かつ躍やくする先せん輩ぱいらを相手にしても、螢の実力はまったく引けを取っていなかった。入学前から期待のルーキーと騒さわがれていたのだという。

　思えば、未祐が螢を好きになったのも、テニスをしているところを見たからだった。

　未祐と螢は中二・中三と同じクラスだった。当時から螢の強さは評判で、さらにいつも明るく笑い誰とでも気さくに話すため、男子の間でも非常に人気が高かった。むろん未祐も螢を可愛いとは思っていたが、しかし恋こい心ごころを抱いだくほどではなかったのだ。一度も彼女がテニスをしているところを見たことがなかった未祐の目には、クラスメイトのひとりにしか映っていなかった。

　意識をするようになったのは、中三の夏の大会が東京開かい催さいで、クラスのみんなで応おう援えんに行ったときから。いつも笑顔の螢が、見たこともないような真剣な表情で、コートの中で戦っているのを見たときからだ。クラスみんなで、夢中になって螢を応援した。

　そして準決勝で敗退したとき、彼女は空を仰あおいで大きく息を吐くと、笑顔で客席にいた未祐たちクラスメイトへと手を振っていた。更こう衣い室しつから着き替がえて出てきたときも、精せい一いつ杯ぱいやった結果と胸を張っていた。だが帰り道、別わかれ際ぎわの螢を見て胸がざわめいた。

　未祐が心配になってあとを追いかけると、公園の片かた隅すみ、あまり人が訪れない場所で。

　螢はひとりで泣いていた。

　彼女の震ふるえる泣き声を聞きながら、かける言葉もなく、できることもなく、ただ立たちつくすことしかできなかったあのとき。涙なみだにくれる彼女を抱きしめてあげたいと思いながら、何もできずにいたあのとき。結槻未祐は六堂螢のことがどれほど好きなのかを思い知らされた。どうしようもないくらいに、彼女に恋こいをした。

　あの暑い夏の日のことは、今でもはっきりと覚えている。

　あのときからずっと螢への想おもいは変わることなく、未祐の胸の中で熱を持ち続けている。



    

  
    
      「───────…痛てっ!?」

　いきなり背後から頭をしばかれ、未祐は後頭部をさすりながら振り返る。

　するとそこには璃亞の姿があった。傲ごう岸がん不ふ遜そんに仁に王おう立ちしている。

「まったく……出て行ったきりいつまでたっても戻ってこないと思ったら、まさか今度は女子テニス部を覗いていたとはね」

　やってくれるじゃない、と璃亞は唇の端はしを歪めながら、

「誰が、アンタの変態心を満たすための、おすすめ覗きスポットを開かい拓たくしてこいなんて言ったのよ？　私はね、恋愛相談の報告に行けと言ったのだけど」

「そういう誤解を招く言い方はよせ……オレはただ」

「汗で透ける下着を鑑かん賞しようしながらハアハアしてたっていうんでしょ──このエロ犬」

「するかそんなもんっ！」

「よもや屋外で変態行こう為いに及およぶとはね。アンタには青空の意味を問いかけたくなるわ」

「オレはお前の存在理由を問いかけたいわっ」

　それも神に！

「私の裸の次は、テニス部の下着をガン見だなんて。変態も大たい概がいにしなさいよ？」

「お前こそ、その誤解を招くような中傷グセを大概にしろ！」

「──あれ、結槻くん？」

「────っ」

　不意の呼びかけに、思わず未祐は硬こう直ちよくする。

　そして恐おそる恐る振り返れば、首にかけたタオルで汗を拭ふく、螢の姿がそこにあった。

「ウチの練習を見てたの？　もう、それなら声かけてくれればよかったのに」

　爽さわやかな笑顔で語りかけてくる螢に、

「い、いや、オレはたまたま通りかかっただけで……」

　あわてて手を振る未祐。そのとなりで璃亞がポソリとつぶやく。

「声なんてかけられないわよね。ジメジメしたところに隠れてコソコソするのが、結槻未祐の真しん髄ずいだもの」

「勝手に人の真髄を語るな、ゴキブリ道でも極きわめたいのかオレは。──ごめん、六堂。練習を邪じや魔まするつもりじゃなかったのに」

「大丈夫だよ、今は休きゆう憩けい中だもん」

　笑う。

「そうそう、昨日は楽しかったね、結槻くん」

　螢が言っているのは昨日のこと。あのあと、未祐は何とか愁一や螢らと合流を果たした。

　駅前を運動着姿のままで走り、水洗いしかできずうっすらゲロ臭しゆうただよう制服が入った紙かみ袋ぶくろを持って現れた未祐を、愁一を始め中学時代からの友人たちが快く歓かん迎げいしてくれた。当然そこには螢もいて。至福の時間だった。行ってよかったと、心からそう思えるほどに。

「また、みんなで遊びに行こうね」

「ああ、きっと……」

　うなずく未祐のとなりで、璃亞は小さく咳せき払ばらい。

「それじゃ、私は先に行ってるわ。アンタもさっさと戻ってきなさいよ」

「あ、斗神さん──」

　すると、立ち去ろうとした璃亞を、螢が呼び止めた。

　ゆっくりと振り返り、視線を合わせてくる璃亞に、

「もしかして──ううん、もしかしなくても、斗神さん昔テニスやってましたよね？」

　丁寧な言こと葉ば遣づかいで問いかける。

「…………………………」

　しかし璃亞は無言のまま。

　螢は何とか言葉を得たくて、必死に璃亞に話しかける。

「わたし、斗神さんと同じクラブに通ってました。一度だけ試合で相手をしてもらったこともあります……覚えてませんか？」

「さあ、記き憶おくにないわね……」

　しかし、冷たくさらりと璃亞は質問を流した。

「──話はそれだけ？」

「あ、はい……」

「なら悪いけどもう行くわ。これでも忙いそがしいのよ、助手が役立たずのエロ犬なものでね」

「…………おい」

　ツッこむ未祐の後ろ、一段高い場所にあるテニスコートから、螢は小さく頭を下げる。

「すみませんでした、呼び止めてしまって」

　しかし璃亞は何も言わず、踵きびすを返すと黙ってそのまま去っていった。

　そんな璃亞の後ろ姿と、彼女を見送る螢の横顔。

　そのふたつが何を意味するのかわからず、未祐はただ首を傾かしげることしかできなかった。

　このときは、まだ──





　放課後にのみ開放される、第二の保健室『保健部』。

　基本的に、他の生徒が校内にいる間は活動しており、そのため下校時間は自然と遅くなる。

　本日の活動が終わったのは夜の七時。

　第二保健室の扉の鍵かぎを閉めて下校しようとしたときには、すでに廊ろう下かは真っ暗だった。

「…………出ないな、愁のヤツ」

　かけた電話がつながらず、未祐は嘆たん息そくしながら携帯を懐ふところにしまった。

　まだどの部活にも入っていない愁一は、未祐の保健部が終わるまで待っていてくれると言っていたのだが。さすがに待ちきれなくなって帰ってしまったのだろうか。

　まあ無理もない。未祐もまさかこんなに遅くなるとは思っていなかった。

「──何してんの、さっさと帰らないと先生に怒おこられるわよ」

　廊下の先を歩いていた璃亞が、振り返って告げた。本来なら、とっくに生徒は下校していなくてはならない時間帯だ。これ以上校内に留とどまっていれば、大目玉を喰くらいかねない。

　未祐は「へーへー」と肩をすくめて歩き出す。

　ひっそりとした廊下をぬけ、生徒玄げん関かんで上うわ履ばきを脱ぬぐ。

　下げ駄た箱ばこで外靴ぐつと入いれ替かえると、しかし二人は廊下を逆ぎや戻くもどり。生徒玄関がすでに閉まっているからだ。外には、職員玄関からしかもう出ることはできない。

「遅くまで大変だね……」

　玄関出口の事務室で、用務員から声をかけられ、軽く頭を下げつつ外へ。

　警備員と挨あい拶さつを交かわして校門を通れば、街灯に照らされた夜道が広がっている。

「すっかり暗くなっちまったな……」

　夜空を見上げる未祐に、となりを歩く璃亞は平然と、

「これくらい普ふ通つうよ。体育会系の部の大会前や、文科系の部のコンクール間近のときなんか、もっと遅くなることもあるわ」

「マジかよ……」

　一体メシはどうするんだ、と未祐はげんなりとする。よくもまあ、そこまで頑がん張ばれるものだ。部活とはいえ、ほとんど他人のためにやっていると言ってよい活動内容で、今でこそ一時的に未祐が手伝っているが、普ふ段だんはそれをひとりで行っているというのに。

　未祐はそっととなりを歩く璃亞を見る。

「──────」

　思わず息を呑のんでいた。

　街灯の下を歩くたびに、彼女に当たるスポットライト。アプリコットブラウンの長い髪かみがきらめき、幻げん想そう的てきな美しさを演出する。ふとしたことがきっかけで共に行動するようになったが、こうして改めて見てみると意識せずにはいられないほどの可愛らしさ。未祐はいかんいかんと首を振りつつ、自分は螢を好きでよかったと心の底から思う。

　もし螢に恋していなければ、あるいは璃亞のことを好きになっていたかもしれない。

　それは何も見てくれだけで好きになるという話ではなく、昨日と今日とを通して、璃亞が本当はどんなヤツなのか、敏びん感かんな未祐には何となく察することができていたからだ。

　──性格は凶きよ悪うあくだが。

「そういえば──」

　未祐はふと思い出したかのように、

「初めて会ったとき、第二保健室で何をしてたんだ？」

　留年した生徒が、入学式の前から教室にいるのは気まずいし、かといって入学式に参加しようにも、在校生としての居場所がないのも何となくわかる。とはいえ、第二保健室で何かに着替えようとしていたというのは腑ふに落ちない。そもそも、あのときの璃亞は裸の上から白衣を羽織っていたのだ。服を着替えようとしていたとは思えない。

　別に大したことじゃないわ、と璃亞は前置きして、

「新年度ということで、白衣を新調したから試着してたの。下ろしたての白衣に袖そでを通すと心と身体が引ひき締しまるから。素す肌はだに触れると気持ちよくてゾクゾクしちゃうのよ」

「変態はお前の方だったんじゃねえかよっ！」

　衝しよ撃うげきの事実をカミングアウトされ、未祐は絶ぜつ叫きよう。

　思わず顔を赤くしながらコホンと咳払いをして、

「──じゃあさ、六堂とはどんな関係なんだ？」

　ずっと気になっていたことを訊きいてみる。

　昼間の邂かい逅こう。まさか、璃亞に螢と接点があったとは思わなかった。

　放課後のテニスコートでのふたりのやりとりから、テニススクールか何かの先輩・後こう輩はいの間あい柄だがらのようだが、螢は相手をしてもらったと言っていた。

　それはそのまま試合をしただけという意味にも取れるが、実力が上の相手に胸を貸してもらったとも取れる。ということは、璃亞も相当の腕うで前まえの持ち主ということだろうか。

　だとしたら、なぜテニス部には入らずに、ひとりで保健部をやっているのだろう。

「……生あい憎にくだけど、私は彼女を知らないわ。人ちがいじゃないの？」

　しかし璃亞は、そうすげなく言い放つのみ。まるでテニスコートでのやりとりの再現だ。

　その言こと葉ば尻じりからは、知っていながら答えるのを拒きよ否ひしているようにも、本当に知らないようにも感じられた。ただ、ことの真しん偽ぎは別にして、璃亞はこの話題に答えるつもりはないらしい。

　未祐が大人しく引き下がろうとしたところ、璃亞はくるりと未祐に顔を向け、

「私が知っているのは、アンタが六堂さんのことを好きだということくらいかしら」

「────っ」

　なぜそれを、と思わず反応しそうになり、しかしここで大声を出しては図星と思われるぞと、未祐は必死に心を落ちつかせて、

「……なにを根こん拠きよにそんなこと」

「だって、テニスコートの陰かげからあんなに彼女のこと──視姦してたじゃない？」

「しとらんわ、そんな真似！」

　むしろやり方もわからない。本当に。

「いいえ。あなたは生まれたときから、本能でそれを知っているはずよ。今はまだ覚かく醒せいしていないだけ。私にはわかる」

「どんな宿命を背せ負おって生まれてきてんだ、オレ！」

「そもそも男が女を見れば、それはもう立派な視姦なの。常識よ？」

「その常識は、お前の脳内宇宙でしか通用しない！」

　というか、一体何回『視姦』と言うつもりなのだ。そう何度も口にして良いような言葉ではないのに。

「とにかく、いいか。オレはな──」

　と未祐が言い出したところで、ポツポツと頭に触ふれる感かん触しよく。

　何ごとかと見上げれば、天からの雫しずくが頬ほおを濡ぬらす。

　雨が降ふり始めていた。





　コンビニ、ファミレス、ゲームセンター。そういった雨をしのげる場所は、駅前にまで行かないとない。そのため、未祐と璃亞は近くにあった自然公園へと走った。

　広い敷しき地ちのこの公園には、小高い丘おかや開けた芝しば生ふの原っぱがあり、大きな池の側には東あずま屋やが設けられている。二人はそこへ駆かけこんだ。

「……勘かん弁べんしてくれよ」

　ズブ濡れになった未祐は上着を脱ぐと、水気をきろうとバサバサと払った。

　制服に続き、運動着まで駄だ目めになったら、何を着て学校に行けば良いのかわからない。

　降り出した雨は、まるで季節外れのゲリラ豪ごう雨うのようだった。激しい雨に打たれ、悲鳴のように屋根が音を立てる。これではとてもじゃないが、外を歩けそうにない。

「雨が弱まるのを待つしかないか……」

　薄うす明あかりの中、つぶやいた未祐の頬に、柔らかな感触が触れる。

　それは璃亞のハンカチだった。

「ほら、こっち向いて。拭いたげるから」

「ああ……サンキュ」

　変なところで面めん倒どう見みが良いのだ。未祐は璃亞の方を向く。

　見れば、璃亞もすっかり濡れてしまっていた。そのまま着ていれば身体を冷やす、たっぷりと水を吸った上着を脱いだ格好。だが、中に着ていたブラウスまでもが濡れており、

「──────」

　未祐は赤面した。璃亞のブラウスが、透すけてえらいことになっていた。

　特に胸のあたりがヤバイ。ぴったりと肌はだに吸いついた部分は、身体のラインを浮うかび上あがらせ、質感がわかるほど艶なまめかしい。下着など、色どころかレースの模様まで見てとれる。

　服を着ているのに、これでは裸よりも色っぽい。そんな璃亞が、また近いのだ。

「………………っ」

「ちょっと動かないでよ。拭きづらいわね」

「いや、だってよ……」

　璃亞が雫を拭こうと手を動かすたびに、透けて見えている胸が艶かしく動く。

　見てしまう。それはもはや眼福を通り越こして、



    

  
    
      「目の毒なんだよ」

「はあ？　一体何を言って──」

　視線を逸そらした未祐に、眉をひそめた璃亞は気づく。

　今の自分の姿に。

「……ああ、そういうこと」

　璃亞がニッコリと笑うと同時、

「────うおっ!?」

　未祐は反射的にスウェーバック。眼の前を、突き出された二本の指が通りすぎる。

「い、いきなり何しやがるっ」

「唐とう突とつにサザエさんの次回予告が脳のう裏りに流れたの。ジャンケンをもちかけられてつい」

「絶ぜつ妙みようなタイミングにもほどがあるっ。お前の脳内はどれだけ都合よくできてるんだ！」

「来週は『カツオ、三度目のストーカー』『ワカメの裏サイト』『タラちゃん、シャブ漬づけ』の三本よ」

「放送事故になるわ！　お前は磯いそ野の家に対して、一体どんな恨うらみがあるというんだ！　大体、そんな凄惨なラインナップを聞いたあとで平然とジャンケンをしてんじゃねえよ！」

　すると璃亞はハアと大きく溜ため息いきを吐き、

「よもや私までエロ犬に視姦されるなんて。最悪だわ──これって一種の獣姦よね？」

「今から弁護士を連れてくる。訴うつたえてやるからそこで待ってろ！」

「アンタが弁護士を呼ぶというなら──私はくーちゃんを呼ぶわよ？」

　璃亞の口から不意に飛び出した可愛らしい名前に、未祐は眉まゆ根ねをよせながら、

「……誰だソイツ？　知り合いの法律専門家か何かか？」

「法律なんてとんでもない……くーちゃんの専門はもっぱら殺しよ」

「そっちのがとんでもないわ！　そんなヤバげなヤツを呼んでどうする気だっ？」

「くーちゃんは一万円を払はらえば、誰だろうと殺してくれるのよ。リーズナブルでしょ？」

「いくら不ふき況ようとはいえ、人の命の価値がそこまで暴落していてたまるかっ。というか、人命がリーズナブルでどうする！」

　叫ぶ未祐に、璃亞は困ったように、

「やだ、一万九千円しかないわ。弁護士は殺せるけど、結槻は九割殺しになっちゃうわね」

「そこまできたら、むしろひと思いに殺してくれた方が楽だ！　あと一歩じゃん！」

「感謝しなさい。寸止めよ」

「そんな最悪な寸止めがあってたまるか！」

「それがイヤなら千円よこしなさいよ」

「挙げ句の果てがカツアゲかよ……」

　もう知らんとばかりに、未祐は璃亞と距きよ離りを取った。

　沈ちん黙もくが降りる。微びみ妙ような距離のふたりの間に、気まずい空気が流れてゆく。

　雨あま脚あしはますます強くなっていた。

　周囲の大気が冷やされたのか、ひんやりとした冷気がただよい始める。

　璃亞が少し寒そうに両りよ腕ううでを抱いた。

　それに気づいた未祐が声をかけようとして、

「っけんなよ、んだよこの雨ぇ」「マジ、ってらんねぇ」「ったまぁくる、どうしてくれんだよ」「俺おれぜってぇ良○コロスわ、百回コロス」

　ふたりのいる東屋へ、少しばかり日本語が不自由な四人組がやってきた。

　ひと目でそれとわかる身なり。璃亞は冷たい視線を彼かれらに向け、

「……アンタも、もうすぐああなるのね」

「哀あわれそうに断言すんな。ならねえよ。退学しねえよ、オレは」

　すると璃亞はやれやれと嘆息する。

「あのね、言っておくけど、アンタが退学かどうかを決めるのは、アンタじゃないのよ？」

「お前でもないがな！」

　自然と大きくなってしまう声。

　言い合うふたりに、四人組のひとりが気づく。

「──おい、見ろよ」

　仲間の声に、残りも未祐と璃亞に気づいた。

　彼らは互たがいに笑みを交かわすと、ふたりの方へとやってくる。

　嫌いやな雲行きになってきた、と未祐は内心舌打ち。しかしそれを表情には出さない。

「ねえねえ、何やってんのー？」

　璃亞の外見はやはり目立つのだろう。四人組はまず璃亞へと声をかけてきた。

「………………」

　しかし、璃亞はガン無視。彼らとは目も合わせない。

　確かに、こういった手合いは相手をすると余計面倒なことになるか、と未祐は納なつ得とく。

「なあ、返事くらいしてくれよォ」

「………………」

　矛ほこ先さきが自分へと向いてくるが、未祐は璃亞にならい沈黙する。

　このまま無視を続ければ、いずれ彼らも諦あきらめて去るだろう。

　そう考えていたのだが、四人組は異様なしつこさを見せた。

　未祐と璃亞がどれだけ無視しても、ふたりの傍そばを離はなれず、声をかけ続けてきたのだ。

　やがて、璃亞は大きく溜息を吐いた。まだ濡れたままの上着を羽織り、

「行くわよ。これ以上ここにいるくらいなら、雨に濡れた方がまだマシだわ」

　スタスタと歩き出す。

「お、おい……」

　あとを追おうとした未祐に、

「ちょっと待ってよ、彼女ォ」

　四人組のひとりが、後ろから未祐へと抱きついてきた。

　その手が胸の辺りに当たる。

「あれ……？」

　戸と惑まどう男に、未祐は思わずカッと反応。

「誰が彼女だ──オレは男だっ！」

　背後の男に肘ひじをたたきこんだ。

　みぞおちに直ちよ撃くげき。男はうめきながら膝ひざを地面につく。

「バカ……」

　それを見た璃亞が溜息を吐く。未祐も思わず、やっちまったと顔をしかめた。

　この手の連中を相手にしてはいけないのだ。

　これで彼らは、未祐たちにからむ正当な理由を得た。当然、ただで済ませるわけがない。

「っだよ、男かよコイツ」「オイオイ、詐さ欺ぎだろソイツは」「犯罪だな、有罪決定ェ」

　そして、未祐に抱きついた男も立ち上がり、

「……だったら、つぐなってもらわねーとなぁ。そっちの彼女はまちがいなく女みたいだし？」

　暗い笑みを浮かべて未祐たちを睨にらむ。

「……………………」

　未祐は四人にひるむことなく冷静に思案する。足には自信がある。自分ひとりならば、いくらでも逃にげ切れるだろうが、璃亞を連れてとなるとそうはいかない。

　とはいえ一対四だ。不意をついてもどうにかなる人数差でもない。

　となれば、璃亞を無事に逃がすには──

（不意打ちでひとり、可能ならふたり倒して、先に斗神を逃がすしかないか。あとはできるだけ時間をかせいで、隙すきをついてオレも逃げよう）

　作戦が決まる。未祐が動くタイミングを見計らっていると、

「──おっ、やっぱりここにいたか」

　そこへ呑のん気きな声がやってきた。

　見れば、東屋の入口にカサを持った人ひと影かげがひとつ。

「……ったく、人を待たせておいて先に帰るから、雨に降られるんだよ」

「愁──」

　カサを閉じ、中に入ってきたのは愁一だった。

「お前こそ、先に帰ったんじゃ……」

「だったらひと声かけるよ。ビックリしたぜ、図書館で寝ねてたのに、気づいたら真っ暗だし。建物の中に閉じこめられるしさ。窓の鍵開けて脱出したら、ふたりとも帰ってるし」

　それは自じ業ごう自じ得とくだろ、と未祐は心の中でツッこむ。

　すると愁一はそこにいた面々を見み渡わたして、

「で──何かもめてたみたいだけど？」

　あんたら何か用ですか、と言わんばかりに四人組に視線を向けた。

　これなら何とかなりそうだ、と未祐は思う。二対四ならば話はちがう。

　戦うにしても、逃げるにしても、勝機が見えてくる。

　ところが、予想外の事態が起きた。

「──おーい久瀬くん、結槻くんはいたー？」

「っ──？」

　その声に、未祐はあわてて振ふり返かえる。

　愁一の向こう側。そこに螢が立っていた。なぜここに、と未祐が言葉を失っていると、

「悪い、帰り道で女子テニス部の集団と一いつ緒しよになったんだ……」

　先輩たちと先に帰るように言ったんだが、と愁一も顔をしかめる。

　さらに、悪いことは重なるもので、

「ったまぁくる、この雨ぇ」「俺ぜってぇ○純コロスわ、千回コロス」

　東屋の逆側から、日本語が残念な男がさらにふたりやって来た。

「あっれ、ミツルじゃん？　どうしたンだよ？」

　しかもどうやら顔見知り。

　これでは、先ほどよりも状況が悪化してしまった。

「マジ聞いてくれよ、コイツらがさぁ──」

　どうやら、先ほど未祐に抱きついたのがミツルというらしい。ミツルはのうのうと、自分勝手に事情を説明。そして、予想通り事態は最悪の様相を呈ていしてくる。

　未祐たちを取り囲むようにして六人が並んだのだ。

　流石さすがにこんなのを相手にしてはいられない。何とか逃げる機会を未祐が窺うかがっていると、相手のひとりがとんでもない暴挙に出た。

「──ほら、お前もこっちにくるンだよ」

「キャッ──」

　螢が短い悲鳴を漏もらした。

　未祐が眼を見開く。カサを差して外にいた螢に、男が乱暴に手をかけたのだ。

　それを見た未祐の行動は速かった。

「その薄汚ねぇ手を──」

　いきなり駆け出す。男たちの間を縫うようにぬけ、

「──どけろ、このクソ野や郎ろうっ!!」

　横よこっ面つらに右の拳こぶしをたたきこんだ。殴なぐられた男が、情けなく地面を転がる。

　呆あつ気けに取られていた男たちが、我に返り叫んだ。

「テメぇ、何しやがる！」

「理由はサザエさんに聞けっ！」

　未祐は怒ど鳴なり声ごえを返した。つかみかかろうとしてきた男の手を横にかわし、離れ際に顎あごへとアッパー。二人目を倒す。

　一方、長いつき合いの愁一は、未祐のタイミングに合わせて動いてくれていた。未祐に注目が集まった隙をつき、油断していた三人を倒す。

　形勢逆転、二対一。とはいえ、ここでモタモタしていたら、倒した五人も回復しかねない。

　だから──逃げるなら今だ。

　未祐は璃亞と螢を振り返り、

「──今だ、二人とも逃げろ！」

　そう叫んだときだった。

　未祐は、ミツルが宙を舞っているのを見た。

　それはまるでワイヤーアクション。ミツルは空中でイナバウアーをしながらトリプルアクセルという奇き跡せきを起こし、しかし着地に失敗。そのままピクリとも動かなくなる。

　唖あ然ぜんとなる未祐の前で、璃亞ははためくスカートの裾すそを押おさえながら、

「……見てないでしょうね？」

　ジロリと睨んだ。

「見てねえよ。っていうか、もうどこからツッこんでいいのかもわからねえよ……」

　未祐はかろうじて、「はは……」と乾いた笑いを返す。

　おそらくは璃亞の蹴けりが炸さく裂れつしたのだろう。その気になればロッカーだって破壊できる荒あらくれナイチンゲールだ。相手にイナバウアーをさせるくらい朝飯前だろう。

　しかし未祐は肝かん心じんの瞬しゆ間んかんを見ていない。というか、確かく認にんできたのは宙を舞う、ミツルの奇跡のような姿だけ。そのあまりにも神こう々ごうしい姿に眼を奪うばわれていたのだ。

　璃亞の下着など、見えるわけがないだろう。





　からんできた連中を一いつ蹴しゆうこそしたものの、これ以上東屋に留まるのは得策ではないと判断した四人は、急ぎ走ってその場を離れた。呑気にカサを差してというわけにもいかず、降りしきる雨に打たれた四人は、すっかりズブ濡れになっていた。

　だが、どこかで雨宿りをしようにも、ここまで濡れていては入店拒否をされかねない。

　かといって、これ以上外にいてはカゼを引いてしまう。

　そこで、四人の中で最も自宅が近くにある者の家へ行く案が採用されることとなった。

　鍵を開けて中に入れば、広がる暗い２ＤＫの間取りが四人を迎むかえる。

　未祐が父とふたりで暮らす、家賃六万、共益費三千円のアパートだ。

　未祐は玄関の電灯のスイッチを入れた。白熱灯の温かい光が部屋中を照らす。

「入っていいぞ。汚きたねえ家だから、遠えん慮りよしないでくれ」

「悪いわね」

「って、靴は脱げよ！」

「え？　こんな汚い家に？」

「土足じゃなきゃ入れないほど汚くはねえよ！」

　未祐は璃亞にツッこみを入れてから、ひとりで先に部屋の奥おくへと向かう。

　ダイニングの電灯とエアコンをつけると、

「それじゃあ、その辺に適当に座すわってくれ。今、タオルを持ってくるから」

「うん、ありがとう結槻くん。それじゃあ遠慮なくお邪魔するね」

　螢に礼を言われ、未祐はニヘラと笑えみを返すと奥の部屋へ。

「えーと、タオルタオルっと……」

　あるのはタンスの一番下の引き出し。開ければ中には、丁てい寧ねいに畳たたまれたタオルが並ぶ。

　それを適当にいくつか手にとって戻もどると、未祐は三人に渡わたした。

「────っクシュン」

　すると、雨の雫を拭いていた螢が可愛らしいクシャミをする。

　未祐はあわてて、

「悪い、まだ寒かったか？　今、エアコンの設定温度を上げるから──」

「こんなに濡れてるんだ、エアコンの風はかえって身体を冷やしちまうんじゃねえの？」

　と冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきする愁一に、璃亞はそうね、とうなずいて、

「ねえ結槻、シャワーを貸してくれる？」

「へ──？」

　突然の璃亞からの大だい胆たんな提案に、眼をパチクリとさせる未祐。

　螢も呆気に取られたように璃亞を見る。

　当然の反応だ。いくらクラスの男子とはいえ、恋こい人びとでもない男の家でシャワーを借りるなんて、普通は抵てい抗こうを感じるもの。

　しかし、璃亞は構わずに、

「とにかく、まずはこの濡れた服と冷えた身体を何とかしないと、このままじゃカゼを引いてしまうわ。先刻、洗面所を見たんだけど、洗せん濯たく機きはどうやら乾かん燥そう機能つきみたいじゃない。ちょっと時間はかかるでしょうけど、この際濡れた服は洗って乾かわかしてもらうのが多分一番いいのよ……」

　璃亞の目ざとさと抜け目めのなさに、未祐は思わず舌を巻いた。

　確かに、未祐の家の洗濯機は、ドラム式で乾燥機能もついていた。最新式の春モデルだ。

　父子家庭の男所帯のため、洗せん濯たくの手間は最小限にすることで父親とは意見が一いつ致ちし、無む駄だに機能の多いものをつい先日購こう入にゆうしたばかりなのである。

「……言われてみれば、確かにそうかも」

「おいおい、六堂まで……」

　ふむと納得する螢に、それでも未祐は困こん惑わくしてしまう。

　クラスメイトの女子にシャワーを貸す──それは果たして人道的見地ではＯＫなのだろうか？　しかも一方は片かた想おもいの相手。そもそも、女子を家に上げるだけでもかなりドキドキだったのに。その上さらに好きな女の子にシャワーを貸すなんて、Ｒ18じゃないのか？

とはいえ、このままではみんなカゼを引いてしまうのもまた事実……。

　未祐が思わず頭を抱かかえていると、

「──へぷちんっ」

　どこからか、異様に可愛かわいらしいクシャミが聞こえてきた。

　思わず全員が沈黙してしまう。どことなくただよう気まずい空気。

「…………えっと、斗神？」

「うるさい。黙だまれ。殺すわよ」

　頬を赤くした璃亞は、未祐を睨みすえると、スタスタと浴室へ向かう。

　すると螢もすっくと立ち上がり、

「それじゃあ、あたしも借りよっと。悪いんだけど結槻くん、バスタオル貸してくれる？」

「あ、ああ……あとで持ってく」

「うん、よろしくね」

　螢は笑え顔がおで扉とびらの向こうへ姿を消し、しかしヒョコっと顔だけ出して。

「──覗のぞいちゃダメだよ？」

「あ、当たり前だろっ！」

　真っ赤になって叫ぶ未祐に、螢はあははと笑って扉を閉めた。

　そして訪おとずれる静せい寂じやく。

「さて──これは大変なことになったな」

　と、のんびりした声で愁一。

「ま、頑張ってくれ。俺はひと足先に帰るから。このままじゃカゼ引いちまうし」

　そう言って立ち上がる愁一の手を、未祐は大あわてでつかむ。

「待て、そんなのダメだ！　いいか、今ここでオレを置いて帰ってみろ。オレは、お前を一生許さないっ！」

「つまり──何が言いたいんだ？」

「ひとりにしないでください！」

　強気押しから一転、情けない声で懇こん願がんする。

「……まあ、いいけどな。だったらせめて、何か着き替がえを貸してくれ」

「オレのスウェット……は入らないよな、やっぱ。オヤジのでいいか？」

「着られりゃ何でもいいよ。っと、ドライヤー借りるぞ」

　勝手知ったる幼おさ馴なな染じみの家。愁一は無ぶ遠えん慮りよに未祐の部屋へと姿を消した。

　未祐はほっと胸をなで下ろしながら、父・祐ひろ行ゆきの部屋へ。

　ここで愁一に帰られたら、自分はどうしていいのかわからない。クラスメイトの女子に、好きな女の子に、自分の家のシャワーを貸したあとの正しい接し方など、とてもじゃないが見当がつかなかった。

「それじゃ、ここに置いておくぞ」

　おう、とドライヤーをかけながら生返事をする愁一の背後に、父愛用のヨレヨレスウェットを置く。そして未祐は素す早ばやく自分の着替えを済ませると、バスタオル二枚を持って洗面所へと向かう。扉の前でノックを三回。

「あのー、バスタオルを持ってきたんだが……」

　しかし、応答がない。念のためもう一度。しかし返るのは沈黙だけ。

　もしやと思い、未祐はゆっくりと扉を開けた。そして予感的中。洗面所にふたりの姿はなく、代わりに浴室の電気がつき、中から螢と璃亞の声が聞こえてきた。

『──やっぱり、斗神さんて綺き麗れいですよね。スタイルも抜ばつ群ぐんだし』

『そうかしら……』

　話しかける螢に、璃亞はつっけんどんな返事をする。

　相変わらず、螢には愛あい想その悪いヤツだ、と未祐は嘆息。

　しかし、だからこそてっきりふたりは別々に入るものと思っていたのだが。

　どういう流れで一緒に入ることになったのだろうか。

『……先刻からどこを見てるの？』

『いえ、すっごい胸だなと思って』

「────っ！」

　未祐は思わず、ウッと息を呑んで赤面。いけない。これ以上ここにいては、自分には刺し激げきが強すぎる。未祐は必死に、鼓こ動どうを抑おさえようと深呼吸をして、

「ふたりとも、バスタオルを持ってきた。洗濯機の上に置いておくぞ」

　呼びかける。

『あ、ありがとー。それで結槻くん、ちょっとお願いがあるんだけど』

　と、エコーのかかった螢の声。

『洗濯機の使い方がわからなかったの。あたしたちの服は中に入れておいたから、あとをお願いしていいかな？』

「あ、ああ……いいけど」

　曇くもりガラスの向こう側に、うっすらと浮かぶ肌はだ色いろをできるだけ見ないようにしつつ、未祐は洗濯機のスイッチを入れた。ドラムロール式の洗濯機が注水を始め、そして回りだす。

「──うおっ？」

　一体どこで目ざとく見つけたのか、ドラムの中をネットが回っていた。通販番組で購入した、手洗い用の衣類もそのまま洗える優れモノ『直洗い・ランド流リユー』だ。

　中に入っているのはどうやら下着──未祐はいけないと眼を背そむける。

　しかし、そこは悲しい男の性さが。逸らした眼を、もう一度洗せん濯たく機きに向けようとして、

『中の下着を覗いたりしたら──縊くびり殺すわよ』

「わ、わかってるよっ」

　絶妙のタイミングで飛んできた璃亞の声に、未祐はあわてて後ろを向いた。

　その瞬間だった。

『──────っっ？』

　いきなり深しん淵えんの闇やみが降りたのは。

　停電だ。未祐はとっさに、混乱した思考を振り払う。

　なんて迂う闊かつ。電力会社との契けい約やくは20Ａアンペア。自分がエアコンの温度を上げ、愁一はドライヤーを使用、さらに洗濯機まで回しては、ブレーカーが作動してもおかしくはない。

　暗くら闇やみの中、手て探さぐりでブレーカーのある玄関へ向かおうとした未祐に、

「キャァァァ────っ！」

　バタンと背後で浴室の扉が開け放たれ、誰だれかがタックルをしかけてきた。

　情けない声を上げて、未祐は床ゆかに押し倒たおされる。

「痛ってぇ～、な、何だ、どうした？」

「──や、やだっ、あたし暗いのダメ、ダメなのっ！」

「り──六堂？」

　暗闇の中、しがみついてきた相手の声に、未祐は思わずギョッとなる。

「お、落ちつけ六堂。今、すぐに明かりを……」

　そう言って、何とか落ちつかせようとするのだが、螢は未祐を離そうとしない。

　未祐は仕方なく、螢から離れようと彼かの女じよの肩かたに触れ、

　ふにょん

「どわぁぁあぁぁぁっ？」

　あまりの柔やわらかい感触に、素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げた。

　自分は今、どこを触さわってしまったのだろうか。確かに肩を触ったはずなのに。

　暗闇で見えなかったからか、とんでもないところを触ってしまったのではなかろうか。

　そして思い出す。螢はシャワーを浴びていた。つまり、今の彼女は一糸まとわぬ──

「──うわぁぁあぁっ、離れろっ、ダメだ六堂っ！」

　未祐は絶叫した。しかし、螢は喰らいついたように未祐から離れない。

　溺おぼれる者はワラをもつかむ。それは、陸上であっても同じこと。

　救け方を誤れば、一緒に溺れることになる。

　抱だきつかれた腰こしにも、腹にも、そして足にまでも、柔らかい感触と温ぬくもりが伝わってくる。

　さらに、暗闇で何も見えないことが災わざわいした。視界がさえぎられれば、人の身体は他の五感を鋭えい敏びんにする。未祐の敏感な身体が、螢の肢し体たいを感じ取ってしまう。

「何をやっているんだか……」

　そこへ、暗闇の向こうからあきれたような声。

「おいこら、斗神っ。なにを冷静に他人ごとみたいに言ってんだ。何とかしてくれ！」

「嫌よ。アンタこの暗闇のどさくさに、私の身体を触るつもりでしょ──イヤらしい」

「そんな思考の方がイヤらしいわっ。って、そうじゃない──たのむ、助けてくれ！」

　懇願する未祐に、璃亞は嘆息。

「わかったわよ。でも、その前にまずはバスタオルを──」

　と、言ったときだった。

　ビカっと稲いな光びかりが走ったと思った刹せつ那な、激しい雷らい鳴めいが轟とどろいた。

「─────っ」

　フラッシュのように、暗闇の中に一いつ瞬しゆんだけ浮かび上がる璃亞の裸ら身しん。しかし、未祐は身体ではなく、彼女の表情に眼を奪われた。とある感情でひきつった表情──それは恐怖だ。

「いやぁぁぁ───っっ！」

　新たな悲鳴と共に、今度は顔に抱きつかれた。

　雷かみなりが苦手なんだ──そんな璃亞の意外な一面におどろくよりも、

「うわぁあぁぁぁ──っ、オマエまで来てどうすんだ、斗神ぃっ！　っぷ」

　叫んだ未祐の口を、大きくて、柔らかくて、しっとりと濡れているものが塞ふさぐ。もう、それが何かなど考えられない。考えたら死んでしまう。

　そしていよいよ未祐は呼吸困難。脳のメモリが不足し始める。

　璃亞に上半身を、螢に下半身をがっちりとホールドされ、さらに半はん狂きよ乱うらんのふたりに覆おおいかぶさられるように床に押し倒されているため、未祐はまったく身動き不可能。

　何とかして引き離そうとするのだが、なぜかふたりの肢体は柔らかい場所しかなく、どこを触っていいのかまるでわからない。

「肩は、腕うではどこなんだぁぁっ──って、こら待てっ、どこに手を入れてんだっ」

　Ｔシャツの首元から誰かの手が入ってくる。細い手指が未祐のわき腹をなで──

「よせ、くすぐった──いってえぇぇぇっ!?」

　思い切り爪つめを立てられた。背中に深々と食いこみ、バリバリとかきむしられる。

　そこから先はもう、暗闇の中の惨さん劇げき。

「イヤぁぁぁ───っ！」「キャぁぁぁ───っ！」「いぎャぁぁぁ───っっ！」

　パニックトリオの悲鳴が響ひびき渡る。

　それから数十秒が経過し、ようやく電気がついた。

「あ──」

　それを受け、まず我に返ったのは璃亞だった。

　彼女は明かりが灯ともり、もはや雷が鳴っていないことに気づくと、ゆっくりと身体を起こした──そのときだった。

　キュポンと小気味よい音を立てて、璃亞の深い胸の谷間からぬけるものがあった。

　そこで、未祐はやっと呼吸ができたと言わんばかりに大きく息を吐く。

「────え？」

　真下を見下ろした璃亞と眼があった。

　濡れた長い髪が自然と下に垂れる。その毛先から雫が落ちた。

　未祐の頬へと。

　璃亞はまだ事態がよく飲みこめていない。

　だが──未祐は事態がよくわかっていた。見上げれば、そこに答えがあるからだ。

　裸はだかの璃亞が、腹の上に馬乗りになっている。だから、未祐の視界はとんでもないことになっていた。腹の辺りがどうなっているかなんて、確認するのが恐こわくて視線を下げられない。

　しかし、それでも未祐には眼を閉じられない理由があった。

　あわてて両手で胸を隠かくした璃亞が、すぐに顔を赤くして怒いかりに肩を震わせ始めたからだ。

　そして溢あふれんばかりの両胸を左手だけで抱いて、璃亞は右手を振り上げた。

　右の拳がプルプルと震ふるえている。なんて雄ゆう弁べんな拳。これが恐かった。

　今の状況は、総合格かく闘とう技ぎでいうところのマウントポジション。しかも、下半身はいまだに螢にホールドされている。もう明かりはついたというのに、眼をつぶったままの螢はその事実に気づいていないのだ。そのため、未祐は逃げることはおろか、ろくな抵抗もできない。

　いや、もうそれすらもどうでもいいことか。



    

  
    
      「……何か言い残すことはある？」

　璃亞が冷たい声で最後通告をしてくる。

　だから未祐はうなずいた。

「バスタオルは洗濯機の上だ。どうか、あれを六堂に──」

「ええ、きっと──さようなら」

　別れの言葉と同時に、天から拳が降ってきた。





　週が明け、月曜日。

　先週末の春の嵐あらしが嘘うそのように、空は青々と晴れ、澄すみ渡っていた。

　穏おだやかな陽気が心地ここちよい。こんな日は、誰であろうと気分が清すが々すがしくなるものだ。

　だが、草薙学園の保健部の部室──第二保健室では落らく雷らいが続いていた。

「何度やればわかるのよ、この下手くそっ！」

　璃亞のキツイ叱しつ咤たが飛ぶ。

　厳しい指導の行く先は、結槻未祐に対してだ。

　未祐は現在、廃はい棄き処分前に譲ゆずり受うけた人体模型を相手に、包帯の巻き方や効果的なテーピングのレクチャーを璃亞から受けていた。テーピングが剥はがれやすかったり、包帯の巻きが甘あまかったりするたびに、璃亞からはマシンガンのように無数の罵ば倒とうが飛んでくる。

「……………………」

　それでも未祐は、璃亞のキツイ言葉を黙って受け止め、人体模型に包帯を巻いてゆく。

　運動着の上から白衣を羽織り、女子新入部員という世を忍しのぶ仮の姿に加え、今日の未祐は首からプラカードを下げていた。

　極ごく太ぶとマジックで書かれた文字は、

『下げ僕ぼく犬、ただ今しつけ中』

　その言葉が──あのあとのすべてを物語っていた。

　あれから、璃亞が気の済むまで未祐をタコ殴りにしたあと。未祐の裁判が始まった。

　即そつ刻こく死し刑けいを宣告する裁判長の璃亞に、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地を未祐は必死に訴えた。正座で。

　それでも聞く耳を持たない璃亞に、今度は愁一が未祐を弁護。

　正直あれほどの騒さわぎにもかかわらず、まったく様子を見にこなかった薄情な幼馴染には思うところが多々あったのだが、そこは未祐も黙っておいた。生きるために。

　だが、それでも璃亞の怒いかりは収まらなかったのだが、もうひとりの被ひ害がい者しやである螢までが未祐を弁護したため、璃亞は渋しぶ々しぶ怒りの矛を収めた。

　そして判決──死刑。しかし、条件つきの執しつ行こう猶ゆう予よということで決着がついた。

　その条件というのが、つまるところの現在の状況というわけだ。

　犬畜ちく生しようと下僕犬、呼ばれるとしたらどっちがイヤかと問われたので、正直に下僕犬がイヤだと答えたところ、そっちで呼ばれることになった。最悪だった。

　こうして、結槻未祐の新しい高校生活がスタートしたのだった。





「し、しんどい……」

　そんな下僕犬生活を送り始めて数日。常時不ふ機き嫌げんな璃亞から怒鳴られ続ける緊きんち張よう感は、想像以上につらく、未祐は精神的にも肉体的にも限界を迎えかけていた。

　時刻は現在昼休み、食堂の片かた隅すみの席で、未祐はテーブルに突つっ伏ぷしている。

「気持ちはわかるが、そろそろ食わないとメシが冷めるぞ」

　と、となりの席から愁一。愁一はすでに自分の食事を平らげようとしていた。

「……泣きてぇ」

　未祐は冷めかけたチャーハンセットをもそもそと食べ出す。

　するとチャーハンの皿に、コロンと転がるように入ってくるものがあった。

　一口サイズ。衣と甘あま酢ずあんの、二重のベールに包まれたそれは酢す豚ぶただ。

　顔を上げて正面を見れば、そこにあるのは螢の笑顔。

「あげる。これ食べて元気出だせー、結槻くん」

「六堂ぉ……」

　未祐の眼には、螢に後光が差して見える。何て優やさしい笑顔だろう。すり切れた心が癒いやされてゆく。暴力と罵ば詈り雑ぞう言ごんしかくれたことのない璃亞とは雲うん泥でいの差だ。

　──ここ数日、螢は未祐や愁一と昼食を共にするようになっていた。最初はクラスの女子と一緒に食事を取っていたのだが、最近の未祐の憔しょう悴すいっぷりを気にしてくれたらしい。

　未祐にとっては、不幸中の幸いとはまさにこのことだ。下僕犬生活における、唯ゆい一いつの心のオアシスである。自然と会話ができるようになったのも、うれしい進歩だった。

　ちなみに、弁当派の璃亞は一緒に昼食を取ることはほとんどない。先日の美樹谷のように璃亞に相談事を持ちこむ者は多く、昼休みはその時間に充あてているからだ。

「元気出して、犬奴ど隷れい生活を乗り切ってね」

　ファイトだよ、と笑う螢に、

「…………おう」

　何気に下僕犬よりキツイことを言われ、どう答えたものかと未祐は微妙な笑みを返した。

　そして、ふと螢の昼食を見る。あるのは小さな器うつわがふたつだけ。

　緑黄色野菜のサラダと、そして未祐にくれた酢豚が少しだけ残っているのみ。

　未祐はもらった酢豚を一口かじり、

「いいのかよこんなにもらって？　中々うまいぞこの酢豚」

「──ん？　ああ、平気。あたし、朝ご飯をいっぱい食べる派だから。お昼はそんなにお腹なか空かないんだ」

「そうなのか……」

　知らなかった螢の一面を、未祐は脳内の螢ライブラリーに上書き保存。

　とはいえ、未祐に酢豚をほとんどくれているので、螢の昼食は実質サラダだけ。

　これで、放課後からテニス部で激しい運動をして平気なんて。全国トップクラスの腕うで前まえを持つ者は、やはり常人とはひと味ちがうということか。

　そんなことを未祐がぼんやりと考えていると、テーブルの横を通りすぎようとした女子がふと足を止めた。胸のリボンは蒼あお。三年生だ。

「六堂……ちょっといいかしら？」

「赤あか城ぎキャプテン──あ、おつかれさまですっ」

　あわてて立ち上がろうとする螢を、赤城は手で制す。

　大人びた雰ふん囲い気き。これが先日まで中学生だった一年と、来年は大学へ進学したり就職する者の貫かん禄ろくの差なのだろうか。未祐は思わず感かん嘆たんの吐と息いきを漏らす。

　というか、スーツを着てＯＬなのだと言われれば、思わず信じてしまいそうだ。

「昨日、練習のあとでコーチと話をしたのだけど。来週土曜の湘しよ南うなんアイリスとの練習試合、あなたにシングルス２で出てもらうことになったから。そのつもりでいてね」

「は、はい……わかりました」

「ごめんね、食事中に。ふとあなたの姿を見つけたものだから──」

　赤城は、ふと螢の昼食に目を留めると、

「──それだけじゃ練習中にバテるわよ」

　自分のトレーから一品を手にとって螢の前に置く。螢は恐きよう縮しゆくしながら、

「あ、ありがとうございますっ」

「うん。それじゃあ、放課後に部活で」

「はい、おつかれさまです」

　去ってゆく赤城に頭を下げた。

　そして着席し、「びっくりしたー」と嘆たん息そくする。

　愁一は赤城の背中に視線を送りながら、

「あの人が、女子テニス部のキャプテンさん？」

「うん、赤城先せん輩ぱい。ウチの部の絶対的なエースで、後こう輩はいからすっごく慕したわれてるんだ。部内にファンクラブがあるくらいなんだよ」

「でもやっぱり六堂はすごいな。湘南アイリスって、有名な神か奈な川がわの強きよ豪うご校うこうだろ。そことの試合のメンバーに選ばれるなんて」

　尊敬の眼まな差ざしで見る未祐に、螢は「そんなことないよ……」と謙けん遜そんしたように苦くし笑よう。

　赤城からもらった麻マー婆ボー豆ドウ腐フに視線を落とし、

「あたしくらいの人は、他にもいるもん」

「それでもメンバーに選ばれたんだ。胸を張って良いと思うけど」

　と愁一。

「そうそう、全国大会常連のウチで、一年からレギュラーってことだろ」

　やっぱりすごいよ、と未祐は感心しきり。そして思い出す。先日の弓きゆ道うど部うぶへのお使いの帰り、テニスコートで螢が互ご角かくの試合を繰くり広ひろげていた相手が、たしか赤城だった。

　あるいはあのときの試合で、赤城やコーチの目に留まったのかもしれない。

　そういえば、と愁一は螢を見る。

「練習試合、来週の土曜って言ってたけど、どこでやるんだ？」

「ウチの学校。湘南アイリスとの練習試合は毎年の恒こう例れいで、会場はどちらかの学校なんだけど、今年はウチの学校の番なんだって」

「へえ……、それって応おう援えんしに行っても大だい丈じよ夫うぶなのか？」

「────っ！」

　ナイスだ愁一、と未祐は心の中で大喝采。

　そして。

「うん、大丈夫だと思うよ。毎年結構、観戦する人がいるって話だし」

　螢の言葉に、思わず未祐はテーブルの下でガッツポーズ。

　絶対に見に行こう。万ばん難なんを排はいし、朝何時からだろうと早起きして。

　その価値がある。あの暑い夏の日の感動を、もう一度味わえるのだから。

　誰に憚はばかることもなく、もう一度螢のことを応援できるのだから。





　重苦しい空気が第二保健室に満ちていた。

　息が詰つまりそうな沈黙だ。

　書類の束をめくっては見つめる璃亞と、そんな璃亞の様子を窺う未祐。

　緊張の一瞬。

「──よし、これで完成よ」

「お、終わった……」

　璃亞の発したひと言に、未祐は全身脱だつ力りよく。大きく息を吐いた。

　璃亞が見ていたのは、予算委員会に提出するための資料だった。

　総利用者数、利用回数の最大値と平均値、利用者の学年・クラス・部活動の傾けい向こう、どのような用よう途と・目的で訪れたかのパーセンテージの割り出し、使用頻ひん度どの高い備品のランキング、ｅｔｃ、ｅｔｃ……。そういった膨ぼう大だいなデータを、見やすく、わかりやすく、できるだけ少ない枚数にまとめ、これをもとに委員会でプレゼン。保健部がいかに役立ち、生徒から必要とされているかを訴うつたえるのだ。

　璃亞の下僕犬となった日から、未祐は毎日この資料作りを遅おそくまで手伝わされていた。

　データがまちがっていると怒鳴られ、必要な資料がぬけていれば殴られ蹴られて、一体何度「下僕犬」「犬畜生」とののしられたことか。その苦労がようやく実を結んだのである。

「予定より時間がかかったけど……まあいいわ。下僕犬に、とっておきのご褒ほう美びよ」

　そう言って璃亞は机の引き出しを開けると、中にあった缶かんジュースを未祐に放ほうる。

「おっと、サンキュ……？」

　受け取った未祐は、しかし硬こう直ちよく。

　それは不思議な飲み物だった。缶には犬の写真がでかでかとあり、カタカナで大きく、

「ペデ○グリーチャムじゃねえかぁぁっ！」

　絶ぜつ叫きようする未祐に、璃亞は満足そうにうなずいて、

「喜んでくれたみたいね」

「今のオレが喜んでるように見えるなら、お前の目は腐くさっている！」

　というよりむしろ、性しよ根うねの方が腐ってる。

「感謝しなさい、わざわざ取りよせた逸いつ品ぴんよ」

　見れば確かに、缶のデザインは輝かがやく金色。エグゼクティブ感がただよっている。

　ラベルを見れば、五千二百五十円也なり。確かに高い。

　というよりも、人をおちょくるために五千円を出せる神経が信じられない。

「さあ、お食べなさい──せめて犬らしく、手を使わずに」

「食うかっ、腹こわすわっ」

「そう言うと思って、安いのも買ってあるわよ」

「別に高級品に慣れてないわけじゃねえよ！　そんな用よう意いし周ゆう到とうな嫌がらせがあるか！」

「──あら、もうこんな時間」

　ふと、壁かべの時計を見ておどろいたように声を上げる璃亞。

　時刻は夕方四時五十分。そして予算委員会は、今日の五時ジャストから。

　そう。璃亞が言っていたように、資料が完成したのは本当にギリギリだったのだ。

　璃亞はトントンと書類をまとめると、

「それじゃあ、悪いけどしばらく留守番をお願いね」

「おう、頑がん張ばってこいよ」

「……？　殊しゆ勝しようなこと言うじゃない。どうやら下僕犬の自覚が出てきたようね」

「ま、これで最後だしな……」

　そう。未祐が保健部員のフリをするのは、予算委員会まで。それが最初からの約束。

　だから、今日ですべてはお終しまいなのだ。そう考えれば、少し名残なごり惜おしい気も──

「終わったら打ち上げをしましょう。それまで我が慢まんできなかったら、引き出しの中に──」

「──ペディグリーチ○ムは食わねえよっ、さっさと行け！」

　気のせいだった。

　そして璃亞が出て行こうとした、そのときだ。

「失礼します──」

　ノックと共に第二保健室の扉が開いた。

　ゆっくりと中に入ってきたのは、予想外の来室者。

「六堂……」

　その名をつぶやきながら、未祐は思わず立ち上がっていた。





「──こっちの保健室って、こんな風になっていたんだね。空気が穏やかで、何だかすごく落ちつく」

「そうか……六堂はこっちに来るのは初めてだったよな」

　璃亞が委員会に出かけたあとの第二保健室で。

　未祐は螢と向かい合っていた。

　興味深そうに第二保健室を見渡す螢に、

「いつもは、もっと柔らかい雰囲気なんだけどな……」

　未祐は言葉をにごした。

　璃亞がいれば、第二保健室の空気はもっと柔らかく、心地よくなる。

　しかし現在、この部屋の主はいない。今年度の保健部の在り方を左右する、大切な予算委員会に出席しているからだ。

　螢は、何やら璃亞に相談事があって第二保健室を訪れたらしい。

　いつもなら、何よりも訪れた生徒への応対を優先する璃亞だったが、今回の委員会はどうしても欠席するわけにはいかず、彼女はめずらしく悩なやんでいた。すると螢は、それならば自分の相談はまた今度でかまわないと言って、璃亞を送り出したのである。

「……………………」

　未祐は言葉を探していた。頑張れオレの脳のう細さい胞ぼう、と必死に頭をフル回転させる。

　部活に戻ろうした螢を引き留めたのは未祐だった。

　よかったら、璃亞が委員会から戻るまで、第二保健室で待たないかと言って。

　螢は最初、少しだけ迷ったようだったが、迷めい惑わくにならないなら、と未祐の提案を受け入れた。そこまではいい──問題はそこからだ。

　放課後に、学校のとある一室で、結槻未祐が、好きな女の子と、ふたりきり。

　５Ｗ１Ｈにはぬけているものがある。どうしたか、だ。

　理想的な状況下。しかし、気のきいた会話もできず、何もできず、未祐は悩んでいた。

　せっかく好きな女の子とふたりきりになれたのに。なのに、何をして良いのかわからない。

　正念場で力を出せないのは、何気に致ち命めい的てきなヘタレっぷりだ。情けないにもほどがある。

　最近は螢と接する機会も増えていたのだが、しかし今はいつもとは状況がちがうのだ。

　まず、普ふ段だんは一緒の愁一がいない。三人でいるときや、この間のように璃亞を含ふくめて四人でいるときは当たり前の空気。それがこうしてふたりきりだと、どこか特別に感じられて緊張してしまい、まるで上う手まく喋しやべれなくなってしまう。

　そして、空気を特別にしている理由がもうひとつ。それが、螢のテニスウェア姿だ。

　間近で見る螢のテニスウェア姿は、悶もん絶ぜつ級の可愛らしさ。先日テニスコートでの練習を見たときや、中学時代に全国大会へ応援に行ったときも、ここまで近くはなかった。だから、手を伸のばせば届きそうな距きよ離りだと、こんな破はか壊いり力よくになるとは思いもよらず、未祐はあまり螢の方を見られない。はっきりいって、

「──まぶしすぎる」

「ん？　どうかした？」

「いや、何でもないっ」

　あわてて未祐は首を振った。いかん、これ以上ひとりで悶もん々もんと考えていては、よからぬことを口走りかねない。未祐は妥だ当とうな話題を探して、

「それにしても、保健部に用なんて。どこかケガでもしたのか？」

「そういうのとは……少しちがうんだけど。まあ、ちょっとね──」

　女子同士でしか話せない類のものなのだろうか、と納なつ得とくしかけたときだ。

「…………六堂？」

「？　なあに？」

　呼びかけに、キョトンと返され、未祐は「いや……」と口ごもる。

　気のせいだろうか。今、一瞬だけ聞こえた気がしたのだ。

　眼の前の螢から、あの『鈴すずの音』が──。

　きっと自分の勘かんちがい。そう思う未祐の心が、徐じよ々じよにざわめいてゆく。

「……本当によかったのか？」

　何気ない口調で問う。

「斗神を行かせちゃって。何か、大切な相談があったんだろ」

「うん、いいの。大事な委員会みたいだし。あたしは全然──」

　そう言って、螢は笑った。

　リィィィンと、鈴の音を響かせながら。

「──────」

　未祐はゴクリと喉のどを鳴らした。

　あせる心を螢に悟さとられないように、「悪い、ちょっと」と携けい帯たいを取り出す。

　先日、未祐の家で雨宿りをしたときに、四人で携帯番号を交こう換かんしておいてよかった。

　螢はともかく、璃亞の携帯には絶対にかけることはないと思っていたのに。

　未祐は璃亞の携帯をコールするも──しかし圏けん外がい。未祐は小さく舌打ちする。

　当然といえば当然だ。学校内では基本的に携帯電話は禁止。ましてや、今の璃亞は委員会に出席しているのだ。電源を入れたままにするような失態を犯おかすとは思えない。

　どうする、と未祐が逡しゆん巡じゆんしていると、

「──結槻くん、あたしそろそろ部活に戻るね」

　ゆっくりと螢が立ち上がった。

　鈴の音は、まだ消えていない。

「それじゃ」と、ドアへ向かおうとする螢の肩を未祐はあわててつかむ。

「六堂──っ？」

　柔らかな感かん触しよくに、おどろいて手を引いた。

　ドギマギする未祐へ、螢がゆっくりと振り返る。

　いつもの笑みを浮うかべながら。

「──なに、結槻くん？」

　ごく自然に笑うのだ。未祐は信じられない。

　螢はこんなにも苦しみのサインを発しているのに、限界のはずなのに、まるで仮面かなにかのように笑みを張はりつけている。未祐の目には、それが逆に不自然に見えてならない。

「……行っちゃ駄だ目めだ」

　未祐は絞しぼり出すような声で。

「今、斗神を呼んでくる。六堂は……ここにいてくれ」

「急にどうしたの？　斗神さんはまだ委員会でしょ。あたしなら大だい丈じよ夫うぶ──」

「──そんなわけないだろ！」

　未祐は螢の両りよ肩うかたをつかんで揺ゆする。

「そんなに苦しそうなのに……大丈夫なわけないだろ」

　そう告げた瞬間だった。

「──────」

　螢の表情から──笑みが剥がれ落おちた。

　明るくて、あの表情豊かな螢が、まるで別人のように。

　あらゆる感情を失なくした無表情でいる。

　初めて見る、ゾッとするような表情。未祐は思わず言葉を失う。

「────離して」

　背筋が凍こおりそうなほど冷たい声。螢は未祐の手を払はらう。

　駄目だ、行かせちゃいけない。未祐は必死にそう思うのに、言葉が出ない、動けない。

　それはまるで金かな縛しばり。

　螢は立たちつくす未祐に背を向けて、それ以上はもう感情を失くした表情を見せることなく、第二保健室を出ていった。振り返ることなく。

「──じゃあね、結槻くん」

　最後にそう言い残して。





　バタンと扉の閉まる音が響いた。

　それが未祐の金縛りを解く。

「──六堂！」

　未祐はあわてて廊ろう下かへ飛び出す。

　だが遅い。

　廊下にはすでに螢の姿は見当たらず、臍ほぞをかむ未祐へ、

「六堂なら走って行っちゃったぞ」

　背後から能天気な声。

「ほほう、第二保健室でふたりきり、か……なにやらかしたんだ？　え？」

「愁──」

　未祐は振り返ると、すぐに幼馴染の腕をつかんだ。

「たのむ愁！　六堂を追ってくれ！」

「はいはい。お前の暴走した青春のフォローは俺おれの役目──」

　未祐の様子が普ふ通つうとは異なることに気づいたのだろう、愁一の軽口が止まる。

「……何があった？」

「感じたんだ……六堂のヤツ、限界のくせして。なのにオレ……行かせちまった」

　くそっ、と未祐は自分の無力さを呪のろうように吐き捨すてる。

「とにかく、愁は六堂を追ってくれ。オレは今から斗神を連れてくる」

　璃亞には不思議な力がある。前に、廊下で女子生徒の苦しみを一瞬で癒いやしたことがあった。それに、螢は璃亞に相談にきていたのだ。あるいは、今の螢を助けられるのは璃亞だけなのかもしれない。

　ふたりはうなずき合うと、それぞれ別の方向へと駆かけ出した。

　愁一は螢を追って校舎の外へ。そして未祐は職員室へと駆けこんだ。

　デスクにいた壱村に、保健委員の予算会議がどこで行われているのかを訊たずねると、すぐにその教室へ──視しち聴よう覚かく室へと走った。

「──斗神っ！」

　ノックもなしに中へ飛びこむ。

　一いつ斉せいに未祐へ集中する視線。その数ざっと三十名以上。鳥海を始めとする白い学ランの連中と、璃亞とは異なる白衣の女子たちは保健局員なのだろう。何ごとかと眉まゆをひそめてこちらを見てくる。さらに生徒会の役員に加え、スーツ姿の中年男性の姿もあった。入学式の記き憶おくが確かなら、恐おそらくあれは草薙学園の理事のひとりだ。

　そして璃亞は、そんな豪ごう華かなメンバーを前に、今まさにプレゼンを行っている最中のようだった。スクリーンには、未祐もまとめるのを手伝ったデータの統計が映し出されている。

　驚く面々を無視して、未祐はずかずかと奥へ。

「ちょっと下僕犬、アンタなに勝手な真ま似ねを……結槻？」

「──今すぐ、一緒に来てくれ」

　璃亞の言葉をさえぎって、未祐は彼女の手をつかんだ。

　肩で息をする未祐を見て、何かを察したかのように璃亞の眼がスッと細くなる。

　そこから先の、璃亞の判断は刹那。

「すみません、みなさん……ちょっと中座します」

　そう言うと、未祐と共に視聴覚室を飛び出した。



　しかし──ひと足遅かった。

　残念ながら、未祐と璃亞が間に合うことはなかった。

　ふたりがテニスコートに駆けつけたときには、すべてはもう手て遅おくれで。

　混乱した空気、不安そうに集まった人だかり、人の波を割ってその中心へたどりつき、

　しかしそこで未祐の思考は停止した。

　コートに倒れ伏ふし、ピクリとも動かない螢の姿があったからだ。

　倒れた拍ひよ子うしに地面に強打したのか、頭からは血が流れ出ていた。立ちつくす未祐を置いて、璃亞が素早く手当てに取りかかり、テニス部の顧こ問もんが周囲に指示を飛ばすが、

「──────」

　未祐には何も聞こえない。先に来ていた愁一が、未祐の肩を揺らしながら何事かを言っているようだったが、それに対しても反応できなかった。

　ただ視界がグルグルと回っていて、鈴の音のような耳鳴りだけが響いていた。

　だから──そこから先のことはよく覚えていない。

　やがて、救急車がやって来て、螢を呑のみこむようにして去っていった。

　けたたましいサイレンの音と、赤色灯が血のように輝いていたことだけを。

　ぼんやりと覚えている。





　君はなるべく病院には来ないほうがいい──それは幼いころ、ＨＳＰだと診しん断だんされたときに、担当医師から未祐が言われた言葉だ。

　未祐は他人の波動に対する感度が常人とは比べものにならないほど高く、その鋭敏さゆえに人の苦しみの吹ふき溜だまりになりやすい病院では、周囲から影えい響きようを受けすぎて、精神を壊こわしてしまう恐れがあるのだという。

「あの、大丈夫ですか……？」

　ナースステーションで面会簿ぼに記帳していると、応対した看護師から声をかけられた。

「……あ、はい。もちろん」

　そんなに苦しそうな顔をしていただろうか。

　未祐は努めて笑顔を返すと、長い廊下を歩き出した。

　頬ほおを一筋、脂あぶ汗らあせが滑すべり落ちる。それは温かすぎる春の陽気のせいでも、空調のせいでもない。

　締しめつけるような頭痛が、未祐の身体を襲おそっていた。たえられないほどではないが、それでもかなりの負の波動が、あちこちから未祐を押し潰つぶそうとする。

　それでも未祐は構わず廊下を突き進すすむ。そして奥から三番目の病室の前で立ち止まった。

　そこは入院患かん者じや用の個室。ナンバープレートの下には、六堂螢の名が記されていた。

　未祐はその場に立ちつくす。ここまで来てもまだ、心の準備ができていなかったからだ。

　螢が倒れてから、もう三日もたっているというのに。

　螢はもう随ずい分ぶん前から女子テニス部内で嫌いやがらせを受けていたらしい──と、未祐と璃亞はことの顛てん末まつを、テニス部の顧問から聞かされていた。

　春休みからすでにテニス部の練習に参加していた螢を、特別あつかいだと非難する声は前からあったらしい。そこですでに一部の者からは反感を買っていたのだが、螢には実力が伴ともない、さらには赤城ら三年のレギュラーに気に入られたことが火に油を注ぐ結果となった。

　入学式を一週間後にひかえたころからは、二年のグループが中心になった嫌がらせが始まっていたらしい。イジメは三年生には知られないよう、ひそやかに陰いん湿しつに行われていった。

　あからさまな嫌がらせと敵意にさらされても、螢はそれを周囲に漏もらすことはなかったという。ただ彼女はたえ忍び、ひたすらにテニスに打ちこんだ。

　しかし、嫌がらせをしていた部員らは、そんな螢の前向きな態度がかえって癪しやくに障さわったのか、イジメはますますエスカレート。螢も次し第だいに、苦しみを抱えきれなくなってきた。

　それでも、部内の空気を悪くしたくないと、キャプテンの赤城や顧問には悩みを打ち明けられず、かといって同級生には迷惑をかけてしまうのを恐れて相談できず、螢は随分ひとりで悩んでいたようだと、同じ一年の部員が話しているそうだ。

　だが今の時期の一年生はまだ、球拾いが基本。すでに三年生のレギュラーと練習していた螢とは距離があったことや、普段の明るい笑顔を見ていたことから、あまり螢の苦しみに気づいてあげられたり、助けてあげられるような者はいなかったという。

　思い返せば、未祐にも思い当たる不自然な点があった。テニスコートで練習をしていた螢を見て、ふと覚えた違い和わ感かん。今ならわかる。あれは集団の中にいながら、どこか螢が孤こ立りつしているように見えていたからだ。恐らくは、空気に敏びん感かんな未祐だからこそ気づけたのだろう。対戦していた赤城ですら気づけていなかったかもしれない。

　雨の公園で、一緒に帰っていた部活の先輩たちを置いて、未祐を捜しに行った愁一のあとを追ってきたのも、今にして思えば不自然だ。もしかしたらそれも、嫌な先輩と一緒にいたくないと訴えていた、螢の苦しみのサインだったのかもしれない。

　だが、今となってはすべてが手遅れだ。未祐は気づけなかった。

　螢のＳＯＳのシグナルに──彼女の苦しみが限界に至るまで。

　未祐は唇くちびるを噛んだ。心の準備などできるものか。どれだけ思おもい悩んでも。

　後こう悔かいは消えない。

「────っ」

　意を決して扉をノックする。

『あ、はーい。どうぞー』

　返ってくる明るい声。

　未祐は「失礼します」と声をかけて中へと入っていった。





「ありがとう、来てくれて」

　浮かない顔で訪れた未祐を、入院着姿の螢は笑顔で迎むかえた。

　一見したかぎりでは、元気そうな雰囲気ではある。

　だが螢のこめかみの上には、痛々しくガーゼが貼られていた。

　未祐の視線に気づいたのか、螢は「ああこれ？」と苦笑い。

「昨日、包帯が取れたんだ。大げさなんだよ。ちょこっと切れただけだもん。傷も全然残らないってお医者さんが言ってた」

「そうなのか……」

　うなずく未祐に、「うん。そうなの」と螢は笑う。

「心配かけてごめんね……びっくりしたよね？」

「いや、オレは……」

　唇がまるで鉛なまりのように重い。

「びっくりしたっていうか……オレ、何も知らなかったから」

「そっか……」

　言葉をにごした未祐に、螢はふっと瞼まぶたを伏ふせる。

「結槻くんはもう知ってるんだね、あたしが倒れた理由──」

「────っ」

　未祐は自分でも息を呑んだのがわかった。

　いけない、何をやっているのだ。螢は嫌がらせを受けていたことを周囲に隠していた。

　考えるまでもない。知られたくなかったからだ。

「ごめん、オレ……」

「──あ、いいんだよ全然！　むしろ、隠す必要がない方が気が楽だし」

　だから気にしないで、とあわてて両手を振ふった螢は、あははと笑いながら、

「それにもう、今は全然平気だから。倒れたらふっきれたっていうか、すっきりしたっていうか。案外頭を打ったのがよかったのかも」

　茶ちや化かすように言うのだが、しかし未祐は笑えない。

　硬かたい表情のままでいると、螢は困ったように「だーかーらー」と語ご尾びをのばして、

「そんな顔しないでよー。もうすっかり大丈夫なんだから。お医者さんも太たい鼓こ判ばんを捺おしてくれてるんだよ？」

「あ、ああ………」

　でも、たとえそうだとしても。今はもう大丈夫だとしても。

　螢が苦しかったのは、倒れるほど苦しかったのは変えようのない事実だから。

「……ゴメン、気づけなくて」

　つぶやく未祐に、「いいんだよ、隠していたのはあたしだもん」と螢は首を振る。

「先輩たちの気持ちもわかるんだ。これまで頑張ってきたのに、いきなり一年のあたしが特別あつかいで、しかもレギュラーなんかになったら、絶対に良い気なんてしないもん。だから、本当はひとりで何とかできると思ってたんだけど、あたしも案外根こん性じようないよね。気づいたらいっぱいいっぱいになってて」

　苦笑する。

「それに、結槻くんは気づいてくれてたじゃない。なのに、逆にあたしが逃げちゃって……自分で悩み相談に行ったくせに、苦しいのを気づかれたらビックリしちゃってさ。あれれ、あたしって本当に苦しいんだーなんて思ったら、頭の中グルグルーってなっちゃって。あ、ヤバイかもって思ったときには、もう倒れちゃってたんだ」

　でも。

「だけど病院で眼めが覚めて、しばらくして頭がはっきりしてきたら、あれ、もう苦しむ必要ないかもって。あたしのことは他の一年の子たちも気づいてたみたいだし、これでもう三年の先輩にもバレちゃうわけで。だからこれ以上隠す必要ないんだって思ったら、もう苦しむ必要もないじゃんって気づいてさ。そしたら、胸がすーっと楽になったんだ」

　だから、と螢は未祐を見る。

「ありがとね、結槻くん。もし結槻くんが気づいてくれなかったら、あたしはあのあともずっとひとりで抱えこんで、それでもっとひどいことになってたかもしれない」

「六堂……」

　顔を上げた未祐に、螢は笑う。

　告げる。

「あたしのこと、気づいてくれてありがとう。保健部に──第二保健室に結槻くんがいてくれてよかった」





　白はく亜あの建物を出て敷しき地ち内ないを歩いていた未祐は、ふと立ち止まって振り返かえると、しばらく螢の病室の窓を見上げていた。

　だがやがて視線を地面に落とすと、ゆっくりと歩き出し、そして帰ってゆく。

　病室の窓からそれを確かく認にんした螢は、静かにベッドに戻もどり、

「────」

　枕まくらに顔を押しつけた。

　やっと帰ってくれた──そう思った瞬しゆ間んかん、それまで我慢していたドロドロの感情が、一気に胸の中で溢れかえり、吐きそうになった。それを必死になってこらえる。

「～～～～～っ」

　ウソだった。全部ウソだった。もう大丈夫なのも、ふっきれたのも、気づいてくれてありがとうも、浮かべた笑えみも何もかもみんな。

　気持ちが悪い。気持ちが悪くて、みんな吐き出してしまいたいのに。

　どうしていいのかわからない。

「どうすれば、よかったの……」

　震える声がこぼれ落ちる。

　そうしたらもう、止まらない──

「どうすれば……どうすればよかったのよ。スポーツだよ。真しん剣けん勝負なんだよ。自分たちが弱いのがいけないんじゃない。自分たちが勝てないからいけないんじゃない。あたしのせいにしないでよ。嫌がらせなんかするヒマがあるなら練習してよ！　あんたたちが嫌がらせしてる間に、あたしは練習してるんだもん。差が開くのは当然じゃない！　どうしてそれがわからないの？　テニスをバカにしないでよっ！」

　声も、想おもいも、振り絞って叫さけぶのに。

「～～～～～っ」

　ぬぐえない気持ち悪さが胸に残り続ける。

　こんなことを思うのはイヤなのに。こんなことを思う自分はイヤなのに。

　胸の中にたまったドス黒い感情は、まるで噛んだガムのよう。心の内側にべっとりと貼りついたままはがれず、螢は消えることのない嘔おう吐と感に苛さいなまれる。

「…………どうしてよ」

　やがて、螢はうめくようにつぶやいた。消え入りそうな声で。

　誰に何を問うたのか、螢自身にもわからない心の叫び。

　だからこそ、その問いかけに応こたえられるものは誰もいない。

　ただひとり──

「どうしてだろうな……」

　優しいつぶやきを返してくれる人を除いて。

「────」

　その声に螢は見る。病室の入口、その扉とびらの内側。

　驚きに眼を見開く。

　そこに結槻未祐が立っていた。





「どうして──」

　信じられないものでも見るかのような螢に、

「一いつ旦たんは、このまま気づかないふりをして帰ろうかとも思った。今はひとりのほうが良いのかなって思ったから……」

　そう言って未祐は歩みよる。

　おせっかいは嫌きらわれる。それは百も承知していた。

　でも、それでも放っておけない。

　たとえ螢に嫌われることになっても。

　だって自分は、螢のことが好きなのだから。

「でも、誰かが気づかないと──そして誰かが気づいてるって教えないと、お前はそうやってまたひとりで苦しむんだ。自分ひとりじゃ吐き出せない苦しみがあるなら、誰かの力を借りないと、ずっとつらいままなんだよ、六堂……」

　優しく触ふれようとして伸ばした未祐の手を、

「────っ！」

　螢は強ごう引いんに払いのけた。

「勝手なことを──」

　そしてキッと睨にらむ。

「勝手なことを言わないで！　何でも素す直なおに言えてたら、初めから倒れたりなんかしないよ！　ひとりで抱えていたら苦しいことなんて、そんなのわかってるよ！　それでも誰にも言いたくなかったんじゃないっ。誰にも知られたくなかったんじゃないっ」

　──それなのに。

「あたしひとりだったら、ずっと我慢できてたもん！　結槻くんさえ気づかなかったら、あたしはあのまま試合にだって出れてたよ！　なのに結槻くんが気づくから、全部おかしくなっちゃったんじゃないっ！」

　近くにあった枕をつかんで、未祐の胸にたたきつけた。

　思い切り。

「あんなに暗い顔で、心配そうにされたら、笑うしかないじゃないあたしはっ」

「──ごめん。先刻までのオレには、何も言えなかったと思う。何も気づいていないフリをしていたオレには」

　未祐は螢の両肩に手を置く。

「でも今なら言えるだろ。オレは全部気づいてるからこそ、ここにいるんだから。だから、もう気をつかう必要はないよ」

　すると螢はかぶりを振って、

「知ったふうなことを言わないで！　あたしが何で苦しいのか、どれだけ苦しいのかなんて、どうして結槻くんにわかるっていうのよ！」

「だったら言っちまえよ。わかったつもりになってるヤオツレに、お前がどんなふうに感じているのか。遠えん慮りよはいらないから、もっとお前自身の本音をオレにさらせよ。下手に我慢するから苦しいんだ。感じていることを、感じているままに素直に口に出せば良いんだ。そうだろ？」

「～～～～～～～っ」

　螢は何かを言おうとして、しかし言葉にならなくて、やがて徐々に肩を震わせ始める。

　それを見た未祐は、

「──悪い。だよな、言葉でなんて言い切れるもんじゃないよな」

　嫌われる覚かく悟ごはできていた。

　だから。誰よりも好きな女の子を──螢を強引に抱だきしめることができた。

「──────」

　驚おどろく螢に、未祐は語りかける。

「だったら泣いちまえよ。想いを言葉にできなくて泣くのは、何も赤あかん坊ぼうだけの特権じゃないから。言葉にならない想いや苦しみは、全部涙なみだに変えちまえ」

　すると螢は一いつ瞬しゆん、身体を震わせたあと、

「…………っ……っ」

　やがて、徐々に嗚お咽えつを漏らし始めた。涙がこぼれそうなことに気づき、それに必死に抵てい抗こうしようと涙をこらえようとして、だけどできなくて。

「────」

　そしてついに、螢は声を上げて泣き出した。

「そうだ、もっと泣いていいから……」

　未祐はそっと、螢の背中をなでてやる。

「お前は頑張りすぎちゃったんだよ。だから、心より先に身体がギブアップしちまったんだ」

　囁ささやく。

「オレはお前が誰よりも頑張る奴やつだって知ってるから、頑張るなとは言わない。ときには無む茶ちやや無理をしてでも頑張らなきゃいけないこともある。でも、今は一旦休もう。心と身体が元気になったら、そうしたらまた精せい一いつ杯ぱい頑張ればいいから……」

　そして。

　そのときになったら、伝えたい想いがある。今の螢には伝えられない想いが。

　それをもし今言っても、螢は何も考えられないだろうから。

　だから。

「お前が元気になったら、言いたいことがあるんだ……」



    

  
    
      　ずっとずっと温めてきた想い。

　もう嫌われてしまったかもしれないけれど。駄目なのかもしれないけれど。

　それでも伝えたいと思う。

　ずっと前から君のことが、好きだったのだと──





　病室の扉を背にして佇たたずむふたつの人ひと影かげがあった。

　螢の泣き声に虚こ空くうを眺ながめていたのは、制服姿の璃亞と愁一だ。

　言葉なく、沈ちん黙もくすることしばし。璃亞はそっと病室を離はなれるように歩き出した。

「帰っちゃうの、斗神さん？」

　愁一はその背に問いかける。

「──ええ」

　つぶやき、璃亞は立ち止まり、

「六堂は緊張で張りつめていた糸が切れて、ようやく泣けたんだもの。せめて今くらいは、思う存分泣かせてあげなくちゃ……」

「そうだね……俺も今日は帰るかな」

　璃亞が、自然に螢を呼び捨てにしたことには触れずに、愁一は彼女のとなりに並んだ。

「苦しいよね、我慢するってのはさ……」

「赤城さんは、薄うす々うす感づいていたんだと思うわ。それでも六堂には、名門と呼ばれる学校でレギュラーを勝ち取ることの重みのひとつとして、乗のり越こえてほしかったんでしょうね」

　勝負事の世界は、綺き麗れいごとだけでは渡わたっていけないものだ。

　たとえそれが、学校の部活動であったとしても例外ではない。

「わからないでもないけどさ──でも自分と向き合えない、自分の弱さを認められない人が、頑張ってる人をとやかく言ったり、足を引っ張るような真似をするのはまちがってるんじゃないかな。ましてや、それを放っておいちゃやっぱりダメだよ」

　愁一は嘆息しながら、

「それに、赤城先輩が六堂に求めた強さは、確かに名門でレギュラーを張るために必要な資質のひとつだったのかもしれないけれど。でもそれを後輩に教えて導いてあげるのが、先輩としての務めでしょ」

「そのつもりだったんだと思うわよ」

　と璃亞。

「六堂が相談してきたら、すぐにでも応える準備はしていたんだと思う」

「まあ……確かにそんな感じだったかな」

　愁一は食堂でのやりとりを思い出す。螢には気づかれないように、悟られないようにして、それでも赤城は確かに彼女を気き遣づかっていた。

　璃亞はふっと眼を細めて、

「それに、ああ見えてあの子、不器用なところがあるから──」

「でも一いつ生しよ懸うけ命んめいな不器用さは、短所にはならないでしょ」

　と愁一は苦笑する。

「そんな器用に生きてる奴なんかいないよ、俺らはまだガキなんだからさ。そもそも不器用なくらい一生懸命だっていうんなら、周りがそれを見み越こして助け舟ぶねを出してあげないと。器用なやりかたを知らないヤツに、器用にやれって言っても無理だよ」

「あなたが言うと、どうも白々しいのよね……」

　白い目で見ながら璃亞は言う。

「文武両道で男前。なのにどこか飄ひよう々ひようとしていて嫌いやみがなく、男女問わず人気が高い……アンタって典型的なイヤなやつじゃない」

　すると愁一はおどけたように笑いながら、

「いやいや、俺だって情けないところはいっぱいありますよ。みんなが知らないだけでね」

　そして見る。

「──斗神さんだってそうでしょ？」

「生あい憎にくと、私はその辺うまくやってるの」

　そう告げると、璃亞は愁一を置いて去っていった。

　愁一は嘆息すると、

「そんなに器用な奴なんか、いやしないんだよ……」

　璃亞が去った廊下の先を見ながらつぶやいた。

　──そう。器用な子供などいないのだ。

　もしそう見えたとしたら、それはその子が無理をしているだけで。

　螢のように──

　果たして彼かの女じよは一体どちらなのか、と愁一は想いをはせながら、

「素直じゃない時点で、もう充じゆう分ぶん不器用なんじゃないかと思うんだけどね──俺は」

　つぶやきが吐息のように、虚空に溶とけて消えていった。





　倒たおれた際に頭を打っていたこと。何日もきちんと食事を取らず、精神だけでなく、肉体的にも衰すい弱じやくしていたこともあって、検査に二日、静養に三日。両方を合わせた五日間が、螢の入院していた日数だった。

　土日にまたがったこともあり、螢が学校に来なかったのは三日間。それでも入院という報しらせに、クラスメイトたちは心配していた。入学式の日に弘川が倒れ、そして立て続けに螢が倒れたのだ。一年十組は呪われているんじゃないかというウワサまで立ち始めていた。

　そのため。

「おはよー」

　笑顔と共に、螢が元気な姿を見せたとき、クラスの誰もが彼女の回復を祝福した。

「もう大丈夫なの、六堂さん……？」

　心配そうに駆けよるクラスの女子に、螢は「うん。もうすっかり」と笑顔を返す。

　そして、窓まど際ぎわの席がひとつ、まだ空いたままなのを見て、

「──あれ？　弘川くんはまだ来てないの？」

「ああ、ゲロ川ね。うん、まだみたいだよ」

　女子たちは笑う。入学式から休み続け、いまだに復学していないクラスメイトには、いつの間にか悲ひ惨さんなあだ名がつけられていた。

「なんでも、食中毒で免めん疫えき力りよくが低下していたところに、おかしなウィルスまでもらったらしいよ。そのせいで、入院が長引いてるって壱村が言ってた」

　いつの間にか、螢を中心にクラスの女子たちが集まり、会話に加わっていた。

　ときおりこぼれる笑みと共に、会話に花が咲さいてゆく。

「…………………………」

　その様子を、遠巻きに自分の席から未祐は眺めていた。

　愁一が未祐の机にもたれるようにしながら、

「元気そうじゃん……」

「ああ……見た目はな」

　うなずきを返しながら、未祐は螢を注視する。

　──鈴の音は聞こえない、か。

　未祐は静かに安堵し、胸をなで下ろす。

　すると、螢は女子らとの会話を切り上げ、鞄かばんを置くため自分の机へ。

　それを見た未祐は、思わず声をかけた。

「──り、六堂っ」

　しかし呼びかけたものの、未祐は二の句が継つげなくなる。

　病院でのことを思い出したからだ。あんなに強引な真似をして、もしかしたら螢に嫌われたかもしれない。あのあと、螢は泣きつかれて眠ねむってしまい、自分は簡単な書き置きだけ残して帰ったきり、何も話はしていないのだ。

　振り返った螢に、未祐は「ええと……」と言葉を探し、

「……本当に、もう大丈夫なのか？　無理すんなよ？」

　無難なジャブを放ってみた。

　すると螢はニッコリ笑って大きな声で、

「話しかけないでくんない？」

「────」

　未祐は何が起こったのか理解できず、眼をしばたかせた。

　朝の喧けん騒そうにあったクラスが、一瞬で静まりかえる。

　誰とでも分わけ隔へだてなく、明るく接する螢の口から飛び出したとは、とても思えない発言。

　未祐を含めて、誰もが一体何ごとかと螢を見る。

「す、すいません……」

　かろうじて言葉を返しながら、未祐の心はどん底、奈な落らくの底へ真っ逆さま。

　ああ、恐れていた事態が現実に……やっぱり嫌われてしまったのか。

　あのときの自分は勢いで、ずいぶんとえらそうなことを言ってしまった。ムカつかれても仕方がない。螢が元気になってくれただけでもよかったと思わなくては。

　とはいえ、まさかここまであからさまに嫌われるとは思っていなかったが。

「ど、どうしたの六堂さん……？」

　驚き、駆けよってくる女子に、螢は「聞いてよ」と語り出す。

「実は、結槻くんが入院していたときにお見み舞まいにきてくれたんだけどね？」

「うんうん」

「あたし、泣かされたの。それもムリヤリ」

『えーっ』

　一斉に、クラスの女子から非難の声が上がる。

「いや、ちょっと待て六堂。オマエそれはいくらなんでも、はしょりすぎだろ……」

　ツッこむ未祐を無視して、螢は続ける。

「嫌がるあたしをムリヤリ抱きしめたかと思ったら、強引に迫せまるんだよ。『さあ、お前自身をオレにさらせ』とか『我慢しないで感じてるままに声を出せ』とか『お前がどんなふうに感じているのか言っちまえ』とか──」

　ザワっ

　静まり返っていた教室が一気にざわめいた。

「……未祐？」

「やってないっ。そんなことするわけないだろっ！」

　ジト目で見てくる愁一に、未祐は必死になって弁解する。

「ちがうだろ六堂っ。オマエ、人の発言をそんな悪意のある編集すんなよっ」

　叫んだ未祐は狼ろう狽ばいしきり。

　下世話なワイドショーのレベルを通とおり越して、ここまで来ると捏ねつ造ぞうだ。

「──ちょっと、結槻くん。どういうこと？」

「こっちが聞きてえよ！」

　冷たい目で睨んでくる女子たちの視線を振り払うように、未祐は反論。

　しかし、まるで誤解が解けそうにない。

　いけない。このままでは、今度のロングホームルームの議題が、未祐の処しよ遇ぐうを決めるクラス裁判になってしまう。未祐が必死に弁解の言葉を探していると、

「他にもね……」

　螢がさらに言葉を重ねてきた。

　こちらのターンを完全無視。アクティブタイムバトルが採用されている。

「暗くら闇やみのドサクサであたしの身体をあちこち触さわったり、泣いてるあたしに『いいぞもっと泣け、中々うまいぞこのメス豚ぶた』とか言ったり」

「話の流れを無視するどころか、それはもう時間軸じくすらメチャクチャだ！」

　ついには、過去の発言を切きり貼ばりし始めた螢に未祐は絶叫。

「……っていうか、何だよそのメス豚って！　いつ言ったよ、そんなこと！」

　他の発言は多少言葉こそちがうが、未祐の発言とほぼ同じ。

　ただ螢の編集テクでニュアンスが全然ちがっているが。

　しかし、螢に対してあんな暴言を吐いた記憶は一度も──…

「……いや、まさか」

　しかし、未祐はひとつの可能性に思い至り、信じられないというように螢を見た。

　思い出す。あれは確か、下げ僕ぼく犬時代全盛のころ。

『あげる。これ食べて元気出せー、結槻くん……』

　食堂での一幕だ。落ちこむ未祐に、螢は笑顔で自分の昼食を分けてくれた。

　それに対して未祐は、

『いいのかよ、こんなにもらって……』

　──そう言って、それから。

『中々うまいぞ、この──』

　未祐は首を振りながら、

「六堂……オマエ、それは反則だろ……」

　まさかの酢す豚ぶた。あれがそんな危険な食べ物だったとは。

　誓ちかってやる。もう金輪際、酢豚なんて口にするもんか。

　うっかり口にしたが最後、悪意ある編集で鬼き畜ちく野や郎ろうにされてしまう。

　というか、もう手遅れだった。

「言い訳があるなら、聞いてあげるわよ、結槻くん……」

　ジリジリと、クラスの女子たちが包ほう囲い網もうを狭せばめてくる。

　たじろぐ未祐は、ふとその輪の外にいる螢を見た。

「────」

　あっかんべーをしていた。だが、そんな憎にくたらしいはずの仕草が可愛かわいい。

　なぜならば──螢は笑っていたからだ。

　その表情には、未祐に対する悪意や嫌けん悪おは微み塵じんもなくて。

　まるで甘あまえているかのように、悪いた戯ずらっぽい微笑ほほえみを浮かべていた。

　そして予よ鈴れいが鳴る。

　未祐への追つい及きゆうを一いつ旦たん諦あきらめ、女子たちが散ってゆく。

　ようやく解放された。未祐はズルズルと床ゆかにへたりこみ、

「──ありがと」

　かけられた小さな声に、思わず顔を上げた。

「あれ……？」

　しかしそこにはもう姿はなくて。

　けれど、それが誰の声かはわかっていたから。

「……はは」

　だから。未祐はやっぱり、これでよかったんだろうなと。

　そう思って小さく笑った。





　螢に嫌われるという最悪の事態は回かい避ひできた。

　喜ぶべき状じよう況きよう。だが、休み時間になればクラスの女子たちに取り囲まれ、事情を聞きつけた担任の壱村には昼休みに職員室に呼び出され、この日の未祐は言い訳三ざん昧まい。

　放課後を迎えるころにはすっかりヘトヘトで、

「ひでぇ目に遭あった……」

　つぶやきながら、未祐は机にうつぶせになった。

「……まあ、いいけどさ」

　それでも安あん堵どの吐と息いきが漏れるのは、螢が元気になったからだ。

　──これですべてが、一件落着というわけではないけれど。

　退院はしたものの、まだ螢は激しい運動はひかえるように医者には言われている。週末にある湘しよ南うなんアイリスとの試合には、残念ながら出場することはできない。

　また、嫌がらせをしていた二年生部員のこともある。彼女らには、キャプテンの赤城からキツイお咎とがめこそあったらしいが、とはいえ退部になったわけでもない。螢がテニス部に復帰するということは、否いや応おうなく彼女たちとも顔を合わせることになる。すべてが、すんなりとうまく行くわけではないだろう。

　それに──他にも問題はまだ残っている。

　すると、扉が開いた。未祐はゆっくりと机から身を起こす。

　未祐がいたのは保健部──第二保健室。

　そして、やって来たのは璃亞だった。

　璃亞は未祐を一いち瞥べつすると、

「……………………」

　何も言葉を発することなく脇わきを通りぬけ、自分のデスクに向かう。

　そんな彼女を見ないまま、未祐は璃亞に声をかけた。

「……昨日、この前中断した保健委員の予算編成をやり直したあと、緊きんき急ゆう会議があったんだってな」

　議題はもちろん、螢が倒れたことについてだ。

　会議の場で、保健局の局長・鳥海は保健部の失態を追及したという。螢が第二保健室を訪おとずれた際、その緊きん急きゆ性うせいを見すごし璃亞が会議に出席したこと。そして緊急性に気づきながらも、みすみす螢を帰してしまった未祐の落ち度を非難した。

「どういうことだよ……？」

　未祐は苛いら立だちを隠かくさずに問いかける。鳥海に非難されたことを言っているのではない。

　むしろ鳥海の主張は正当だ。今回の件では、責任の一いつ端たんは自分たちにある。

　なのに。

「聞いたぜ。斗神お前、六堂の件に関しては、保健部には一いつ切さいの責任がないって言ったんだってな？」

「……………………」

　詰きつ問もんする口調の未祐に、しかし璃亞は無言を返す。

「そうじゃないだろ。六堂が何かに苦しんでいることには気づけたけど、オレには救えなくて、お前も気づいてやれなくて。オレたちは六堂の悩みも苦しみも聞いてやれなかったじゃないかよ。なのに、何でそんなことが言えるんだよ」

　未祐は立ち上がると、ガッと璃亞の肩かたをつかむ。

　振り向むかせる。

「ここはどこだよ。保健部で、第二保健室だろうが。そして──お前はここの部長だろうが。助けを求めてたヤツを救えなくて、何のための保健部だよ。一いつ般ぱん的てきな保健室じゃ、型どおりの学校体制じゃ、どうしても助けられない生徒がいる──でも、そこまで救う義理はないって言う学園や保健委員に、お前だけはそんなヤツらも助けたいって啖たん呵かをきって、保健部を作ったんじゃないのかよ！　その中に──何で六堂が入ってないんだよ！」

　──それに。璃亞ならば、螢を助けられたと思ったのだ。

　とんでもないヤツだけど。信じられないくらい凶きよ悪うあくなヤツだけど。

　この場所を、第二保健室を、こんなにも穏おだやかで柔やわらかい空間にできる璃亞になら。

　倒れかけるほどつらい状態の女子生徒の苦しみを、一瞬で癒いやせる璃亞にならば。

　螢を救えたのではないかと思ったのだ。

　よしんば救えなかったとしても、それは仕方がない。璃亞は万ばん能のうではないのだから。

　だが、自分たちは螢を前にして何もできなかった。それは事実だ。

　だから、その責任は負うべきなのだ。自分たちは決して、無関係じゃないのだから。

　璃亞は肩を揺らされても、未祐と視線を合わせることはなかった。

　ただ、黙だまって未祐の手を振り払い、

「私は事実を言っただけよ……。保健部には責任はないわ。アンタがどう思おうとね」

　静かに、そう言い放った。

「………本気で言ってるのか？」

　問いかける未祐の声には、明らかに怒いかりと失望がこめられていた。

　しかし、それでも璃亞は無言の肯こう定ていを返す。

　眼の前で向かい合う、二人の距離が急速に遠のいてゆく。

　手が届く距離にいるのに、最も早はや声も想いも届かないほどに。

「そうかよ……」

　吐き捨てるようにつぶやき、未祐は第二保健室を出てゆく。

　自分はもう二度と、この場所に来ることはないだろうと、心の中で思いながら。

　バタンと音を立てて、扉が閉められる。

　そして、それが最後。

　未祐は振り返らなかった。そして彼かれの背中には、瞳ひとみなどついてはいなかった。

　だから。

「────」

　最後まで、未祐が璃亞の表情を見ることはなかった。





　土曜日は、一いつ般ぱんには休みとされる曜日である。

　しかし、父子家庭に暮らす未祐には、週末にやらなくてはならないことが山ほどあった。

　ゴミ出し、洗せん濯たく、掃そう除じ、食材の買い出しなどの家事全ぜん般ぱんだ。

　いつもならば、朝から未祐はフル稼か働どうのはずなのに、

「……………………」

　しかし今日はちがっていた。

　何もする気が起きず、そもそも起きる気すらせず、ベッドの上でゴロゴロしている。

　寝ねているわけではない。身体が習慣を覚えれば、体内時計が形成される。

　今日も未祐は、いつものように朝七時半には眼が覚めていた。

　しかし、それからすでに二時間。未祐はずっと布ふ団とんから出ようとはしなかった。

　すでに、ゴミ収集車は行ってしまっている時間だ。

　何度か携けい帯たいが鳴っていたが、未祐はそれを無視したまま、白い天てん井じようを見上げていた。

「俺だ、入るぞ」

　声と同時に扉が開け放たれた。

　遠慮というものを微塵も感じていない、まさに我わがもの顔がお。

　未祐は気にしない。なぜなら相手は愁一だからだ。

　長年のつき合い、彼はいつもこうやって未祐の部屋に入ってくる。

　愁一は、未祐が寝ているベッドの端はしにどっかと腰こしを下ろし、

「出ろよ携帯。何回鳴らしたと思ってんだ」

「…………寝てたんだよ」

　ふてくされているかのような声を未祐は上げた。

　愁一はやれやれと嘆たん息そくし、

「お前、今日が何の日か忘れてるだろ。さっさと準備しろ、もう試合が始まってる」

　そう。今日は女子テニス部伝統の親善試合。

　神か奈な川がわの強きよ豪うごう、湘南アイリスとの練習試合の日だ。

　しかし、

「……………………」

　未祐は起きようとはしなかった。

　ごろんと寝ね返がえりを打ち、愁一に背中を向ける。

「おいおい、行かない気かよ？」

「…………行かねえ」

　と、未祐。

「興味ねえよ……六堂は出てないし」

「──いいのか？」

　と愁一。

「六堂の代わりに、斗神さんが出るって聞いたんだが──」

「……何だそりゃ？」

　未祐は顔だけ愁一の方を向いた。

　愁一は床に落ちていた雑誌を手に取りながら、

「斗神さん、六堂が通っているクラブの先せん輩ぱいだったんだと。知らなかったのか？」

「別に……」

　未祐はつぶやくと、ぼんやりと思い出す。

　いろいろあってすっかり忘れていたが、そういえばそんな話を螢と璃亞がしていた。

　だからといって、どうして部外者の璃亞が試合に出るのだろう。

「そんなの……オレには関係ない」

　未祐は自分の思考が璃亞に向いているのを感じ、考えるのをやめた。

　璃亞のことを考えていると、不快な気持ちになってくる。

「ここ数日、クラスでも様子がおかしかったけど──ケンカでもしたのか？」

「別に。ただ、オレがアイツと──自分自身に失望しただけだよ」

　と、吐はき捨すてるように未祐。

「失望、ね……そりゃまた穏やかじゃないな」

　愁一は読んでいた雑誌を閉じて、

「……六堂がらみだな？」

　スッと眼を細め、未祐を見すえる。

「──聞かせろよ」

「…………………………」

　未祐は最初、話すかどうかを迷っていた。

　しかし、思い出す。自分ひとりじゃ吐き出せない苦しみがあるなら、誰だれかの力を借りないとずっとつらいまま──それはかつて、未祐が螢に言って聞かせた言葉だ。

　あれからずっとモヤモヤしている気持ち。晴れない心。

　愁一に話せば、少しは楽になるのだろうか。

　未祐はゆっくりと身を起こす。

「……どこから話せばいいのかな」

　そして、静かに語り出した。





　愁一は黙って未祐の話を聞いていた。

　未祐は、螢との病室でのやりとりはぼかしたものの、璃亞とした第二保健室での言い争いまで、すべてを話した。

　最後まで事情を聞き終えた愁一は、やがて「なるほどな」とつぶやくと、

「──そりゃ、斗神さんの言う通りだな。保健部に責任はねえよ」

　そうはっきりと言った。

　予想外の反応。未祐は思わず食ってかかる。

「そんなわけあるかよ。六堂は斗神をたよって保健部にきたんだぞ？」

　訴うつたえる未祐の言葉に、愁一は「ああ、なるほど」と言って、

「未祐、多分お前は根本的なところで勘かんちがいしてるよ。なあ──もしかしてお前、保健部に生徒の健康を守る義務や責任があると思っていないか？」

「……どういうことだよ？」

「いや、こう言ったほうがわかりやすいか？　──そもそもお前は学校側が、保健部に生徒の健康を守る義務や責任なんてものを、本当に与えていると思っているのか？」

　よく考えればわかるだろう、と愁一。

「学校生活における生徒個人の健康管理の責任を、直接監かん督とく責任のある担任や部活の顧こ問もんならともかく、生徒が負えるわけがないだろ。それは下手をすれば、最終的には校長や理事長が負うべき責任だ。軽々と生徒が負って良いようなレベルのものじゃない」

　保健部に責任はないというよりも、そもそもそんなものは与えられてなかった──というのが実際のところだった。それは保健局や、その局員にしても同じことだ。

　学校内で生徒が体調不良になったり、ケガをしたりなどした場合。ケガを負わせたなど直接的な原因となったわけではない限り、周囲の生徒に責任が及およぶことはない。

　どうしてか。負えないからだ。そんな重責を、生徒が担になって良いわけがない。

「六堂が打ち明けられないような苦しみを抱かかえていたことは可か哀わい想そうだけどな、傍そばにいて気づいてやれなかったからといって、軽々しく自分の責任だなんて言うのは傲ごう慢まんだ。言葉の意味をはきちがえるなよ。保健部という名の響ひびき、その活動内容から勘ちがいしたみたいだけどな。斗神さんが『保健部に責任がない』と言ったのも、そういう苦しい事情を理解してるからだと思うぞ」

　愁一は落ちついた口調で語りかける。

「なまじ他人の苦しみに敏感で、さらには六堂への想いがあるから、お前は冷静に事態を見られず、負い目を感じて自分や保健部を──斗神さんを責めてしまうんだろうが、それで自分たちの責任云うん々ぬんというのはまちがってるよ」

「でも……」

　言われた言葉の意味はわかる。

　しかし、未祐はまだ忘れられない。

　あのとき病室で、未祐の腕うでの中で涙した螢の泣き声を。

「六堂が悩んで、苦しんで、そして倒れたじゃないか。それは事実じゃないか。そんなアイツの苦しみや悲しみはどこへ行けば良いんだよ……」

「……………………」

　未祐の絞しぼり出すような声に、愁一は言葉もない。

　それは、絶対の正解などない問いかけ。愁一が何を言ったところで、未祐が納なつ得とくできるものでもない。その答えは、未祐自身で見つけるしかないのだ。

　愁一はやがて、短く「そうだな」とつぶやき、

「──で、お前はそうしてウジウジしてるってわけだ。けど、斗神さんは、もう自分の答えを見つけて走り出してるぜ？」

　斗神さんが試合に出ることになった経いき緯さつを教えてやるよ、と愁一。

　そして告げる。璃亞が緊急会議の場で言った言葉。螢が自分に悩み相談をしに来ていた可能性は確かにあり、救けてあげられなかったことを悔んでいること。

　それは第二保健室の責任ではないが、斗神璃亞個人の過失であり責任を感じていること。

　そして、試合に出られなくなった螢のため、自分にできることをしたいと申し出たこと。

「それが、六堂の代わりにテニスの試合に出ることだと？」

「ああ。彼女がどういう考えの果てに、その結論に至ったのかはわからないけどな」

　と、愁一。

「ところで、不思議に思わないか？」

「……なにがだよ？」

「湘南アイリスとの試合は、名門校同士の伝統行事だ。そんなものに、どうやって彼女は参加させてもらえたんだと思う？」

「それは……」

　それは、まさに先ほど未祐が抱いていた疑問──

　愁一はかすかに表情を険しくする。

「土下座してたのんだってよ、斗神さん。女子テニス部員全員の前で」

「────」

　未祐は眼を見開いた。にわかには信じられなかったからだ。

　あのプライドの塊かたまりのような璃亞が、そんな真似をするなんて。

　まるで想像ができない。

「誰も何も言えなかったってよ……最初は反対してたヤツもいたらしいけどな」

「…………………………」

　それはそうだろう。

　話を聞いただけの未祐すら、何も言えないのだ。

　実際に目まの当あたりになどしたら、思考まで止まりかねない。

　すると愁一は大きく溜ため息いきを吐いた。

「……お前の六堂への想いは知っている。好きな娘こを助けてやれなかったんだ。後悔に押し潰つぶされそうになって、こんなところで腐くさっていたい気持ちもわかる。でもな、そのイライラを斗神さんにぶつけるのはお門かどちがいだ。はっきりいって、最高に無様だぜ」

　そう言って、それから表情を穏やかにする。

「心配しなくても、斗神さんはお前と同じ気持ちでいるよ」

「…………………………」

「責任こそ担えなくても、それでも保健部は必要なんだ。あそこをたよりにしている生徒だって何人もいる。お前だって、保健局よりずっと良いって啖呵をきったんだろう？」

　それは、その通りだった。

　璃亞は常に、生徒たちのケアを充じゆ実うじつさせるためにはどうすれば良いか考え続けていた。

　そして、彼女は生徒会や保健局、理事らにスケジュールを都合してもらい、その会議のための資料を必死になって作っていた。それは、手伝った未祐が誰よりも知っている。

　そして、螢が倒れたあの日がまさに、璃亞にとっての正念場だったのだ。

　しかし、彼女は、そんな大切な場であったにもかかわらず、未祐が来るとすぐにプレゼンを中止し、駆かけ出だした。テニスコートにだって、未祐より先についたくらいなのだ。

「本当なら、お前が斗神さんの気持ちを一番理解できるはずなんだ。出で逢あってまだ日も浅い、俺や六堂と同じようにとは言わないけど、せめてもっと素直に彼女のことを信じてみろよ。自分の保身に走るようなヤツに、保健部の部長なんて務まるものか。誰よりも、他人の苦しみに敏感なお前だ。傍で見ていて、そんな娘じゃないことぐらいとっくに知ってるはずだぜ……」

　愁一はそこでパンと手を打った。

　気分を切り替かえろと言わんばかりに。

「──さて親友、ここで問題だ。ここまで話を聞いたお前が、今しなくちゃならないことはなんだと思う？」

　笑う。

「正解は──ひとつだぜ？」

「─────っ」

　そんなもの、口に出して答えるまでもない。

　だから未祐は立ち上がる。自分の答えの行く先へ向かうために。

　心はもう決まっている。

　あとはただ──駆けぬけるだけ。



    

  
    
      　全力全開、がむしゃらに自転車を飛ばし、息を切らせて未祐と愁一が学校にたどりついたとき。すでに璃亞はテニスコートに立っていた。

　休みの日にもかかわらず、かなりの数のギャラリーの姿。高いフェンスの外側に、びっしりと観客が集まっていた。

「もう始まってるのか……今、どうなってる？」

「結槻くん、久瀬くん、こっちこっち──」

　人ひと垣がきの間から試合の様子を窺うかがおうとしていた未祐達を、明るい声が手招きする。

　見れば、コートの入口のところで螢が手を振っていた。

　未祐と愁一は、人ごみを縫ぬってどうにかそちらへ。

「──今、ちょうど斗神さんの試合が始まったところだよ」

　挨あい拶さつもそこそこに、螢はコートに視線を戻した。

　真剣な表情。まるで自分の試合であるかのように。

　本来ならば、螢が出るはずだった試合。彼女は今、どんな気持ちでこの試合を見ているのだろう。退院した日以降、螢とは以前のように普ふ通つうに会話ができるようになってはいる。元気も笑顔も取とり戻してきていると思う。それでも、まだすべてを吹っ切ったわけではないだろう。複雑な心境でいるはずだ。未祐は螢の気持ちを想い、小さく胸を締しめつけられる。

　愁一が、未祐を挟はさんだ位置から螢に訊たずねた。

「斗神さんはシングルス２だったよな、ここまでの勝敗は？」

「ダブルスはアイリスに取られたんだけど、シングルス１で赤城先輩が取り返して一勝一敗……」

　コートの璃亞から視線を逸そらさず告げる螢に、

「そいつは、負けられないな……」

　つぶやく愁一の声も真剣そのもの。

　すべては──このシングルスで決まるのだ。

　そして、ゲームは璃亞のサービスで再開した。

「───っ」

　かけ声と共に放たれる弾だん丸がんのようなサーブ。そして璃亞は、まるで相手が甘いリターンを返してくるのが、わかっていたかのようにネット前へ出た。読みは的中、浮ういたボールにボレーを合わせる。粘ねばった相手が苦くるしまぎれのロブに逃にげたところを、璃亞はフォアの両手打ち。ボールは吸いこまれるように、サイドラインギリギリに決まる。

　ワッと歓かん声せいが上がる。璃亞が自分のサービスゲームをキープしたのだ。

　得点ボードを見れば、どうやら相手に１ポイントも許さなかったらしい。

「すげえ……」

　華か麗れいなプレーに盛り上がる観衆の中で、未祐は小さくつぶやいた。

　本当に璃亞はテニスをやっていたのだ。しかも、こんなに強かったなんて。

　螢と同じクラブに通っていたというのも、うなずけるような実力だ。

　未祐の素しろ人うと目めにではあるが、璃亞の動きはまるでブランクを感じさせないものだった。

　するとベンチに戻ってきた璃亞が、観衆の中に未祐たちの姿を見つける。

　視線が合う。

「────」

　しかし、無視。

　澄すました顔をして水分を補給し、タオルで汗あせを拭ぬぐう。

　露ろ骨こつな反応に顔をしかめる未祐に、

「まあまあ……」

　と愁一がたしなめる。

「──今、斗神さんがどれほどの覚悟と決意を胸にコートに立っているのか、わからないお前じゃないだろ」

「……………………」

　沈黙は肯定。未祐は黙って璃亞を見つめる。

　するとフェンスの向こう、湘南アイリスの部員たちの方から聞こえてくる声があった。

「斗神さんて……やっぱりあの斗神さんだよね？」「関東のジュニアサーキットで、いつも優勝してた？」「でも、もうテニスはやめたって……」「じゃあ、部外者ってこと？　何でそんな人がこの試合に出てくるの？」

　事情を知らない彼女たち、その口からこぼれるのは抑おさえきれない不平不満だ。

　しかし、未祐は事情を知っている。

　螢も、愁一も、草薙学園のテニス部員もみんな。

　璃亞の気持ちを──だから。

「…………頑がん張ばれ」

　未祐は小さくつぶやいた。

　立ち上がりコートへ歩んでゆく、璃亞の背中へ向かって。





　コートの中に立っているプレーヤーはふたり。

　だからこそ、眼の前のそれは試合として成立している。

　だが、観客の目はひとりを追っていた。それほどまでの差がそこにはあったからだ。

　圧あつ倒とう的てきな存在感が、生み出すプレーは華はな。ラケットを振る動作、コートを駆ける姿、響く声。そのどれもが満開、まぶしいほどに咲き乱みだれる。

　まるでひとり舞ぶ台たいであるかのごとく縦じゆ横うお無うむ尽じん。誰もがテニスコートに舞まう、その美しい姿に眼と心を奪うばわれる。そして、それは未祐も例外ではない。

「──────」

　ずるいと思った。反則だろう、とも。

　新しん鮮せんなテニスウェア姿、見たこともないような真剣な表情。

　まざまざと見せつけられる。再確認させられる。

　斗神璃亞が、どれほど魅みり力よく的てきであるかを。

「やっぱり……斗神さんはすごいなあ」

　螢のつぶやきを、未祐は聞いた。

　それは嫉しつ妬とをはらんだというよりは、羨せん望ぼうを含ふくんだというよりは──むしろ純じゆ粋んすいな憧あこがれ。

　見る。となりに立つ螢の表情を。

　輝かがやく瞳。震ふるえる心。それらが証明するものは感動だ。

　ひとりのテニス少女として、螢は眼の前の光景に夢中になっていた。

　未祐も気持ちは同じだった。いや、きっとこの場にいる誰もがそう思っているだろう。

　試合の価値は、プレーヤーと観客が決める。

　だから私立高校のテニスコートが、こんなにも熱いのは。

　ウィンブルドンのセンターコートのような、まばゆい輝きを放つのは。

　くやしいくらい、ドキドキさせられるのは──斗神璃亞がそこにいるから。

　そして試合は、それを象しよう徴ちようするかのように一方的なスコアで進んでいった。





　璃亞が相手のサービスゲームをブレイクして、ベンチへと戻ってきた。

「少し……時間がかかったな」

「そうか……？」

　未祐のつぶやきに、愁一は時計を見る。

「まあ、たしかに１セット目よりは、１ゲームが長いかもしれないが……」

　ゲームカウントは２対０で璃亞がリード。一方的な試合展開に変わりはない。

　だが、徐じよ々じよに相手もポイントを奪うようになってきていた。

　今のゲームは、先に相手にゲームポイントまで行かれた。

　そこから何とかデュースに持ちこんでブレイクしたのだ。

　相手のサービスゲーム、有利なのは向こうではあったのだが。

「プレーの勘かんを取り戻すのは、何とかセンスでカバーできる。でも、スタミナを短期間で元通りにするのは難しいんだよ……」

「……………………」

　螢の言葉に、未祐は黙って璃亞を見つめる。その様子はこれまでと変わらない。

　涼すずしい表情で、ベンチに腰かけている。

　だが螢の言うように、さすがに疲つかれ始めているのだろう。わずかに肩が上下していた。

　そして休きゆ憩うけいが終わり、璃亞が立ち上がったときだ。

　聞く。

　リィィィィィィン──そんな静かな鈴の音を。

　未祐だけが、確かに耳にした。

「─────っ」

　それはよく知る耳鳴り。限界を報せる苦しみのサイン。

　発したのは璃亞……それはまちがいなかった。

　試合はすでに、二セット目の中ちゆ盤うばんに差さしかかろうとしている。苦しい場面だ。

　そのせいだ──未祐は自分を納得させようとするが、どこか嫌な胸むな騒さわぎが消えない。

　まるで自分が、重大な何かに気づいていないように感じて。

　そんな未祐の焦しよ燥うそうを無視して、試合は再開された。

　試合ではなく、未祐は璃亞をジッと見つめる。どんな些さ細さいな変化も見み逃のがさないように。

　第３ゲームは璃亞のサービス。

　サーブは全身を使って打つものだ。手首、肘ひじ、腕、肩、背中、腰、そして脚あし。

　あらゆる身体の部分を連動させ、しならせ、力を循じゆ環んかんさせることで放たれる。

　だから未祐は見逃さない。

「────っ」

　璃亞のサービスの瞬間に見る。

　気づく。

　サーブを打つ際の軸じく足あしを、璃亞が一瞬気にしたのを確かに見た。

　左足だ──





　数度のデュースの末、璃亞は第３ゲームもキープしてベンチへと戻ってきた。

　そして眉まゆをひそめる。

「何のつもりよ下僕犬？　イヌ・ネコはフェンス内立ち入り禁止よ」

　そこに未祐がいたからだ。

　螢と共に赤城にたのみこんで、未祐はテニスコートへ入れてもらっていた。

　未祐はむっとした表情で、

「生憎と、オレはもうお前の下僕犬じゃねえよ」

「ごめんなさい、実は落らく伍ご者しやも立ち入り禁止なの」

「謝あやまらんでいいっ、落伍者でもねえよ！」

　思わず叫んでしまい、未祐はいかんと咳せき払ばらい。

　璃亞と会話すると、いつもこんな感じになってしまう。

　だが、自分はケンカをしにきたわけではないのだ。

　すると璃亞は白い目で未祐を見た。

「本当に、部外者が何の用なわけ？　ゲーム間のインターバルは短いのよ。アンタと無む駄だな会話をしているヒマはこっちにはないんだけど？」

「オレも無む駄だ話ばなしをするつもりはねえよ」

　正面から未祐は璃亞を見すえる。

「──どうするつもりだよ？」

　訊きく。

「続けるつもりかよ──その左足で」

「何のことよ……」

「とぼけても無駄だ──痛めてるな？　それもかなりひどく」

　近づこうとした未祐に合わせて、璃亞はスッと一歩下がる。

　そして眼を細めた。

「──だとしたら何？」

　睨む。

「アンタ──まさかこの試合の意味くらいわかってるでしょうね。私がここで試合を棄権したら、ウチは負けるのよ。その結果が何をもたらすか──」

　鬼き気き迫せまる表情。

　未祐は思わず息を呑のんだ。

　わかっていたつもりだったが、改めて知る。

　璃亞が、どれほどの決意と覚悟で──この試合に臨のぞんでいたのかを。

「………………っ」

　だから未祐は言葉もない。璃亞の気持ちが痛いほどわかるからだ。

　ただの女子テニス部の伝統試合ではない。

　螢のために、何としても勝たなくてはならない試合。そう心に決めて挑いどんだゲーム。

　しかし、璃亞の負傷はまちがいなく深刻だ。耳鳴りがそれを証明している。

　本来なら止めるべき場面。だが、もしここで止めれば草薙学園の敗北が決定してしまう。

　螢だけではない、必死の覚悟で臨んだ璃亞も悔かい恨こんを深め、後こう悔かいを引きずることになる。

　それでも止めるべきか──未祐が悩なやんでいると、

「──時間切れよ」

　あっという間に、インターバルがすぎていた。

　迷いがあるまま決断を下すには、余りにも短い時間。

　しかし、璃亞は迷っていないから。だからそれを短いとも思わずに、当たり前のようにコートへと戻ってゆく。

「オレは、黙って見てるしかないのか……」

　その背に語りかける未祐に、璃亞は「そうよ」と短く返す。

「止めたら殺すわ。私は本気よ」

　告げる。

「だから──何があろうと見届けて」





　そこから、とたんに試合は接戦となった。

　理由は明らか──璃亞の負傷が原因だ。

　それでも、ゲームカウントは５対３でまだ璃亞がリード。

　そして璃亞のサービングフォーザマッチ。

「────っ」

　しかし左足の激痛で、璃亞はダブルフォルトを連発する。

　痛みのせいで乱れきったフォーム。

「つらそうだな、斗神さん……やっぱ六堂が言うようにスタミナか」

「うん……だと、思うんだけど……」

　愁一と螢の声が聞こえてくる。未祐は唇を噛かんだ。

　その推察は、決して的外れというわけではない。

　痛みは璃亞の身体を蝕むしばみ、確実に彼女の身体からスタミナを奪っていた。

　璃亞は仕方なくサーブの精度を上げるため、速度を落とす。

　だが、それこそ相手の思おもうツボだ。コースを読まれ、リターンエースを決められる。

　そして相手にブレイクポイントを許したところで、観衆がざわめいた。

「───」

　激痛とそれによる過かじ剰ようなスタミナの消費。それは目め眩まいを引き起こす。

　璃亞はラケットを地面につき立てるようにして、倒れそうな身体を必死に支えていた。

　──限界だ。

　試合を止めようと動こうとする未祐を、

「────っ！」

　璃亞は必死の形相でそれを制した。

　眼が告げる。絶対に止めるな、と。

　──そして、璃亞はそこから怒ど涛とうのサービスエースを決め始めた。

　圧倒的な精神力。

　痛みに歯を食くい縛しばり、唇の端から血を流しながら、璃亞は何とかデュースへと持ちこむ。

「………………っ」

　その姿に、未祐は痛いくらいに拳こぶしを握にぎりしめる。

　すでに、目眩がしそうなほど耳鳴りが響いてきていた。

　気が強くて、頑がん固こで、強ごう情じようで、曲がったことが大だい嫌きらいで。誰よりも他人を心配するのに、誰よりも自分に厳しくて。だからときに周囲からわがままと、自分勝手と誤解されてしまうというのに。

　それでもお前は、ひとりで頑張り続けるんだな──

「……ふざけるな」

　こらえ切れない想おもいが、声になってこぼれた。

　感情の源は、やるせなさが生んだ怒り。

　璃亞が悪いのではない。許せないのは──自分自身だ。

　螢はテニス部へ戻った。愁一は自分を連れてきてくれた。そして、璃亞は戦っている。

　なのに、自分だけがまだ何もしていない。行動すらしていない。

　ただ願うだけで。

　このままでは、自分はここにいる意味がない。

　未祐は璃亞を見つめる。その瞳から涙がこぼれそうになり、未祐は強ごう引いんにそれを拭ぬぐった。

　斗神……お前だけじゃない。

　誰かが苦しむことを嫌きらっているのは、誰かのつらさを拭えない自分を許せないのは。

　六堂のことを後悔しているのは──お前だけじゃない。

　未祐はギリッと歯を食いしばった。

　そしてつぶやく。

「──限界だ」

　もう知るものか。

　璃亞ではなく、未祐の方が限界だった。

　動く。

　それに気づいた愁一と螢が、とっさに何やら声をかけてくるが、

「────」

　聞こえない。届かない。

　今の未祐にはもう、前しか見えていないから。

　周囲の歓声はおろか、鈴すずの音すらも消え去って。

　静かな世界、研とぎ澄まされた静せい寂じやくの中を行く。

　こんなにも、自分を突つき動うごかすものがあるから。

　退どいてもらう。

　譲ゆずれない想い、燃え上がる感情のようなそれを、

　誰にも邪じや魔まはさせやしない。

　結槻未祐の意地が通るのだ──





　負けられない。ただ、その一心でプレーを続けていた。

　朦もう朧ろうとする意識。それをかろうじてつなぎとめる。

　痛めた左足の感覚はすでにない。あるのはただ、焼けるような灼しや熱くねつ。

　だがかまわない。試合を続けられれば、動いてさえくれるならばそれで。

　負けないのならば──それでいい。

　璃亞はサーブを打つためボールをトス。

「───っ」

　だがボールが五つに揺ゆれて見えた。

　どれが本物かわからない。璃亞は自分の感覚だけでラケットを振ふる。

　左足を痛め、それをこらえるためにフォームを崩くずしていながら、それでもボールは相手コートへ入る。それはまさに、執しゆ念うねんのサーブだった。

　だがそこには球きゆ威ういも、球速もない。そして甘いコース。打ちごろの球だ。

　だから相手のリターンが返ってきた。勢いをつけ、コースをついて。

　璃亞は必死にコートを駆けた。かろうじて届くかどうかの、ギリギリのライン。

　必死に手を伸のばす。最後の一歩を踏ふみ出そうして、

「あ──…」

　思わず吐息がこぼれた。

　それはついに訪れてしまった瞬しゆ間んかんだった。

　地面を踏んだはずの左足が、コートの中に沈しずんだような感覚。

　何とか力を入れようとするのに、全身に力が入らない。

　体勢が崩れる。地面が近づいてくる。それでも眼は本能的にボールを追っていた。

　すぐそこにあった──眼の前だ。痛めた足で、それでも追いついていたのだ。

　そのため、体勢を崩したことによって直ちよ撃くげきコースとなる──璃亞の顔へ向かう軌道で。

　だから反射的に身体が動いていた。

　だがそれは眼をつぶる動きでも、手で顔をかばう動きでもなく。

「───」

　とっさに誰かの名前を呼んでいた。

　だけどそれは声にはならなくて、璃亞は自分でも誰を呼んだのかわからない。

　なのに。その呼びかけに応こたえるように、眼の前にいきなり人ひと影かげがあらわれた。

　その人物は片方の手で倒れゆく璃亞を優やさしく抱だきとめ、もう片方の手で乱暴にテニスボールを受け止めていた。そうやって──彼はその場に佇んでいた。

　いきなりの事態に、誰もが声をなくして立ちつくす。

　目の前で何が起こっているのかわからない。

「……いったい、何が」

　彼の腕の中、抱かれた璃亞もそれは同じ。

　だから顔を上げて、

「結槻……？」

　見る。自分を抱きとめている未祐の姿を。

　しかし未祐は、璃亞の声には応えない。

　やがて、無造作につかんでいたテニスボールを放ほうると、

「──悪いけどコイツは連れていく」

　静かに、しかしその場の誰もが聞きとれるような、はっきりとした声でそう告げた。

　それはまるで、おごそかにすら感じられる宣言。

　突とつ然ぜんの事態に、周囲は唖あ然ぜんとなり何も言えない。

　その隙すきをついて、未祐は璃亞をひょいと抱え上あげるとスタスタとコートの外へ。

「──愁、あとはたのむ」

「はいはい……」

　告げる未祐に、対する愁一は苦くし笑ようを返して、自じち嘲ようじみた口調で言う。

「お前の暴走した青春のフォローは俺おれの役目だよ」

「感謝してるって」

　未祐はニヤリと笑うと、観衆に向かって一言「退いてくれ」と告げた。

　思わず気け圧おされ、さっと左右にわかれた人垣の間を、未祐は悠ゆう然ぜんと歩いてゆく。

　──そして、その姿が完全に見えなくなってから。

「ま、そろそろ頃ころ合あいかな……」

　愁一はゴホンと咳払いをひとつして告げる。

「やー、何かボクの友だちがどうしても斗神さんに用があるらしくて。スンマセンね」

　その瞬間、

『────っ！』

　テニスコート全体が紛ふん糾きゆうした。

　愁一は悪びれる様子もなく、人差し指で耳を塞ふさぐ。

「久瀬君……」

　となりにいた螢が、心配そうに呼びかける。

　愁一は「大だい丈じよ夫うぶだよ」と短く言葉を返した。

　先ほどコート内で声をかけていた様子から察するに、恐おそらくは璃亞がどこかしらケガでもしたのか。無理をしようとする璃亞を止めようとしたが、彼女の気持ちがわかるだけにそれができず、しかし苦しむ姿を見て、感情を暴走させてしまったというところだろう。

　今の未祐は、いつも以上に敏びん感かんな状態だ。璃亞のことも完全に理解してやれる。

　あまり好ましい事態ではないが、まあ任せておいて問題はない。

　ただ、カッとなった未祐は普ふ段だんと性格が逆転してしまう。いつも他人の波動に敏感で、周囲から自身へと内向きのベクトルにさらされている未祐。そうしたＨＳＰの宿命の反動なのだろう。トランス状態になると精神と神経が昂たかぶり、非常に強引な性格になってしまう。

　自分の意志を通すためには、一いつ切さい容よう赦しやをしないほどに。

　そのため、

「結構なオラオラ系になっちゃうんだよね……」

　愁一は乾かわいた笑えみを浮かべながら、頬ほおをポリポリと掻く。

　先日、病室でのやりとりを螢が冗じよ談うだんまじりにからかった。

　あれは、未祐がキレたときには充じゆ分うぶんありえる事態なのだ。

　だからこそ、あのとき愁一は未祐に確かく認にんした。お前──まさかやったのか、と。

　幸い螢のときは冗談ですんだのだが。

「──斗神さん相手に、あんまり無む茶ちやしてなきゃいいんだけどね」





　未祐は、負傷した璃亞を当然のように第二保健室へ運んだ。

　優しく璃亞を椅い子すに座すわらせると、未祐は手当ての準備のため壁かべ際ぎわの棚たなへ。

「───はあっ」

　璃亞は、思わず吐息をもらした。

　疲ひ労ろうとは明らかに別の理由で高鳴ってしまう鼓こ動どうがうるさい。

　寒くもないのにどうしようもなく震えてしまう身体が、自分のものではないかのようだ。

　それは、左足の激痛が原因ではない。

　否、それもあるのだが、それよりも──璃亞はチラリと未祐の背中を見た。

「………………」

　その後ろ姿だけでもわかる。

　まるで別人のような雰ふん囲い気き。緊きん張ちようにゴクリと喉のどが鳴る。

「これで冷やしてろ」

　未祐は冷れい凍とう庫こから保ほ冷れい剤ざいを取り出し、璃亞へと投げた。

「えらそうに……」

　璃亞はむっとしながらそれを受け取り、患かん部ぶの左足首を冷やす。

　ここまで運んでくる間もずっとそうだった。下ろしてと騒さわぐ璃亞を、強引に抱き抱えて。

　すると、目当てのものが見つかったのだろう、未祐が開けていたガラス戸を閉じた。

　璃亞は反射的に眼をそらした。

　しかしいつもの習慣で、つい反射的に強がりが出てしまう。

「……試合を中止させるなんて、勝手な真ま似ねをして」

　璃亞はそっぽを向いたまま、不満げに言った。

「どういうつもりよ。六堂のことが心配じゃないわけ？」

「自分のために、尊敬する先輩がケガで苦しんでいたと知った方が、きっと六堂は傷つく」

　ぶっきらぼうな口調が返ってきた。

　湿しつ布ぷと包帯、それにテーピング用の医いり療ようテープを持って、未祐は璃亞の正面に立つ。

「…………っ」

　見下ろされている。別人のような強い視線で。

　璃亞は自分の頬が紅潮してゆくのを感じた。

「──靴くつを脱ぬがすぞ」

　未祐はひざまずくように腰を落とすと、璃亞のテニスシューズに手をかけた。

　靴くつ紐ひもをほどき、緩ゆるめ、ゆっくりと脱がすと、そのまま未祐は手を璃亞のソックスへ。

　横に引っ張りながら、足との摩ま擦さつをなくして、徐々につま先へと取り去ってゆく。

　強引な未祐のペースで物ごとが進むのを、なんとか邪魔してやろうと、

「…………変態」

　顔を背そむけたまま、璃亞は精せい一いつ杯ぱい強がりながらつぶやいた。

「誰が変態だって？」

　すると未祐は意地の悪い笑みを浮かべる。

「お前の靴くつ下したを脱がしているオレがか？　それとも──オレに靴下を脱がされて顔を赤くしているお前がか？」

「…………っ」

　璃亞はさらに頬を赤くして、くやしそうに唇くちびるを噛む。

「もういい、あとは自分でやるから──」

「──ダメだ」

　断固とした口調で未祐。そして顔を上げる。

「最後までオレがやる。お前はオレの言うことを聞いて、大人しくしてろ」

「────っ」

　璃亞は息を呑んだ。

　有う無むを言わさぬ口調と、抵てい抗こうを許さない強い視線。

　いつもは自分がしていたこと。それをさらに強引にされてしまい、なぜか璃亞は抗あらがえない。

　ケガで気弱になっているのだろうか。意識と身体が、未祐の言葉を受け入れてしまう。

「足首に触ふれるぞ。できるだけ痛まないようにするから我が慢まんしろ」

　厳しい指導のたまものか、手当てを行う未祐の応急処置は完かん璧ぺきだった。

　足首という難しい箇か所しよにもかかわらず、シワひとつなく湿布を貼はると、テーピングから包帯を巻く過程まで流れるような手つきで終おわらせてゆく。

　しかし、璃亞は我慢できずにいた。

　落ちつかない。

　自分に触れる思ったよりも大きく、少しゴツゴツした未祐の手の感かん触しよく。

　腕についた筋肉のふくらみ、少しだけ出た喉ぼとけ。今まではあまり考えることがなかったのに。別人だと感じてからはどうしても意識してしまう。

　思い知らされる。結槻未祐は、まちがいなく男子なのだということを。そして自分は、そんな未祐に触れられているのだということを。そう思うと、ますます鼓動が早くなってしまう。

　それを必死に表に出さないように努めて、

「──はい、もういいでしょ」

　包帯が巻き終わると、璃亞は足の痛みをこらえてそそくさと立ち上がり、

「ふざけるな、まだだ。左足を庇かばった無理な動きで、右足の太ふと腿ももも痛めてるだろ。見せろ」

「────」

　さらりと、とんでもない発言をされた。まるで至し極ごく当然のように。

　璃亞は思わず絶句。

　しかしすぐにカッとなって叫んだ。

「ふ、ふざけないでよ！　それくらい自分でやるわ！」

「痛めてるのは──否定しないんだな？」

「そ、それは……」

　図星であることは否定できず、言葉に詰つまる璃亞に、

「黙っていた罰ばつだ。スカートをめくれ。そのままじゃ手当てがしづらいだろ」

　未祐は有無を言わさぬ口調で告げる。

「くっ──」

　ここは引けない。

　見上げてくる未祐を、璃亞は真っ向から睨にらみ返かえす。

　顔が真っ赤になっているのが、自分でもわかるのが恥はずかしかった。

　だが構ってはいられない。

　たえてみせる。璃亞は必死になって未祐と視線を合わせ続ける。

　これ以上、こいつの好きにはさせてやらない。

　譲らない。

　しかし、璃亞にかしずくようにしているにもかかわらず、未祐の表情は不敵だった。

　璃亞を見上げているはずなのに、あたかも上から見下ろしているかのように。

「──どっちが良い？」

「え……？」

　問われ、璃亞は思わず聞き返した。

　聞いてしまった。

　未祐の言うことを。

「オレにスカートを脱がされるのと、自分でめくるのと──どっちが良い？」

　璃亞の脳がその言葉の意味を理解するよりも早く。

　選ばせてやるよ、と未祐は言った。

「五秒数える間に決めろ。５、４、３──」

　突然された一方的な通告。選べるわけがない。璃亞はあせりから、何も考えられなくなってしまう。未祐が提示した、ふたつ以外の選せん択たく肢しを。

　だから正直に、それを受け入れてしまう。

「２、１──」

　未祐の手が伸びてきた。スカートに触れるギリギリの距きよ離り。

「～～～～～～っ」

　璃亞は唇を噛んで、赤くした顔を横に逸らした。

　だが、それでも彼女は未祐に良いようにされることは拒こばむ。

　それが、せめてもの抵抗。

　スカートを両手でズらすように──ゆっくりとたくし上げる。

　未祐が黙って見つめる目の前で、璃亞が徐々にあらわになってゆく。

　アンダースコートを穿はいているが、だからといって恥ずかしさが消えるわけではない。



    

  
    
      「これって立派なセクハラよね……ここで私が大声を出したら、今度こそアンタは退学よ」

　強がる声も弱々しい。

「好きにしろよ」

　対する未祐はまったく動じることなく、璃亞へと手を伸ばした。

「ああ……──っ」

　信じられないような甘い声が漏れてしまう。

　太腿に触れてくる未祐の両手。強引に乱暴な真似をするクセに、指づかいはこちらを気づかうように優しく、うっすらとなでるようにして。

　その感覚に、ギュッと眼を閉じて璃亞はたえる。

　すると、

「──斗神はさ、いつも大事なことは黙ってるよな」

　包帯を巻きながら未祐が口を開いた。

「六堂とはやっぱり、ジュニアのテニスクラブで先せん輩ぱい後こう輩はいだったんだろ？」

「……………………」

　応えない璃亞に、未祐は嘆息。

「後輩と同じ学年、同じクラスになっちまって、それだけで充分気まずいのに。さらに誰とでも分わけ隔へだてなく接する六堂が、お前にだけは丁てい寧ねい語ごだもんな。当然それを見た周囲も、どうしてもお前が留年してることを意識しちまう。でも、六堂には悪気がないこともわかっているから──だから、どうしていいのかわからなくて避さけてたんだろ」

「何……で……」

　璃亞は思わず眼を開けた。

　自分の抱えていた小さな苦しみ。それは誰も気づかないと思っていた。

　黙ってさえいれば、隠しきれると思っていたのに……。

　それを完全に言い当てられてしまった。未祐なんかに。

　見れば未祐は、包帯を巻くことに集中していて璃亞の視線には気づいていない。

　だから、そのまま言葉を続ける。

「なのに──やっぱり後輩思いの先輩だよな。六堂が倒たおれたとき、アイツにとってどうすることが一番良いのか、お前はすぐに理解してた。だからお前は、六堂の代わりに試合に出る決意をしたんだ」

　なぜならば。

「六堂が試合に出られなくなった。嫌いやがらせをしていたヤツらにとっては、それだけでも充分な攻こう撃げき材料だ。それでさらに、代わりに試合に出たヤツが勝てば、六堂が出ていれば負けていたかもしれない、六堂が出ていなくてよかったと言われる。かといって負ければ、六堂が倒れたせいで負けた、負けたのは六堂のせいだと責められかねない。どっちに転んでも、アイツは苦しむしかなかったんだ」

　だが。

「それをお前は、部外者の自分が参加することで変えようとした。自分が勝ったとしても、六堂が出ていなくてよかったと言われることはない。そうすることで、六堂がもっとも部活に戻もどりやすい状じよう況きようを作り出せる。さらに、お前を慕したっていたアイツを勇気づけることもできるしな。だから棄き権けんできなかったんだろ……」

　そう言って未祐は、包帯を巻く手を止めた。

「喜んでたよ……六堂。お前の試合を見て、やっぱり斗神はすごいって眼ぇ輝かせてた」

「……仮にアンタの言っていた通りだとして」

　静かな口調で璃亞。

　真実を言い当てられた──それは敏感になった心へ、抑えることができない喜き悦えつを生んだ。

　螢を救えず、後悔に押おし潰されそうだった心。誤解されるだけで、誰にも理解されずに傷ついた気持ち。

　思わず優しい言葉を受け入れそうになりながら──それでも璃亞は唇を噛みしめた。

　強気な彼かの女じよの意地とプライドが、必死に限界の訪れをこらえてみせる。

「私は試合を途とち中ゆうで放ほう棄きしたわ……私はあの娘の期待を裏切った」

「──ちがうよ」

　未祐は首を振って、再び包帯を巻き始める。

「お前が試合を放棄したんじゃない。オレがムリヤリお前をコートから連れ出したんだ。全部オレの責任さ。お前の過失にはならないよ──だから、お前が負けたときの責任を負おうとする必要はないんだ」

「え──…？」

　言葉を失くした璃亞に、

「もし万が一自分が負けたときは、自分のせいだって言うつもりだったんだろ？　六堂には矛ほこ先さきが向かないように……」

　未祐は太ふと股ももの包帯を巻き終えると、璃亞を見上げた。

　視線を合わせ、そして穏やかに微笑ほほえむ。

　伝える。

「責めたりしてゴメン。本当は誰よりも、お前が一番つらかったのに……。今さら気づくなんて遅おそすぎるけど……今はもう、お前の想いは全部わかってるから。だから、もうひとりで頑張らなくても──」

「や──っ……ダメっ」

　璃亞はその言葉を拒むように、後ろへ退がって未祐と距離を取った。

　離はなれて、必死になって未祐を睨む。

　決して聞いてはいけない言葉だった。

　ひとりで頑張らなくていい──未祐の言葉が、敏感な璃亞の中に染しみこんでゆく。

　それは奥おく深ふかく、深層心理にかけられた縛いましめを紐ひも解といてしまう暗示。

　ずっとこらえていた感情の奔ほん流りゆうが湧わき上がってくる。

　何もそれは今回の出来ごとだけではなく、ずっと前から抑えこんでいた気持ち。

　保健部を立ち上げようと決意したときも、長期停学を覚かく悟ごしたときも、留年を告げられたときでさえも。璃亞は誰にも決断を委ゆだねることなく、誰にも助けを求めることなく、ひとりで決断し、そしてひとりで自らの行動の結果を受け止めてきた。

　周囲の反対も、反論も押しのけて。ひとりで自らの行動の歯を食い縛って、頑張ってきた。

　これまでずっと、そしてこれからも、そうやって強くあろうとしてきたのだ。

　それを未祐が解いてしまおうとしている。

　何も気づかずに無神経でいてくれれば、自分はこうまで動どう揺ようしなかったのに。

　頑張りなんか、認めてなんてくれなくてよかったのに。

　なのにひどい、そんな風に言われてしまったら。

　本当に自分ひとりでは頑張れなくなってしまうのに──

「……っ……っ」

　璃亞はどう対処して良いのかわからない。

　いやいやと力なく首を振る。苦しくて涙なみだがこぼれそうだった。

　すると未祐が心配そうに、そっと璃亞の頬へと手を伸ばしてきた。

「──っ」

　璃亞はその手を避けるようにしてうつむく。

　弱い自分は見せたくないから、見られたくないから。

　本当は自分が強くないだなんて、思われたくないから。

　認めたくないから。

　だから逃げる。痛みで力の入らない足を引きずって。

　しかし、未祐に手をつかまれる。強い力。痛いくらいに。

「……離して」

　震えてしまう声。それを知られないように、きつく唇を噛みしめて。

　精一杯告げるのに。

「気持ちはわかるけど……行かせない。その意地は通させないよ」

　断固たる、強い口調がそれを許さない。

「──譲れない意地は、オレにだってあるんだ」

　そう言われたと思った瞬間、璃亞は抱きしめられていた。

「あ──」

　思わず息が止まる。

　強引だった。抱ほう擁ようというには、あまりにも乱暴で。

「やめて……」

　とっさに離れようとしたら、さらに力をこめられた。

　抵抗は無駄だと言わんばかりに。

「離さねえからな、我慢するのをやめるまでは絶対に……」

　痛みも、つらさも、悲しみも、切なさも──これ以上は許さない。

　斗神璃亞を苦しめるものはすべて。

　たとえそれが、璃亞が大切にしてきた誇ほこりであろうとも。

　今このときだけは認めない。容よう赦しやしない。

　絶対に許さない。

　そんな未祐の想いが、腕を通して痛いほど伝わってくる。

「だからお前の意地が、お前を苦しめるのなら──今だけはオレがその意地を潰す」

「………………」

　未祐は本気だ。

　抗えないと感じた璃亞の心が、彼女の身体から力を奪ってゆく。

　そこへトドメの言葉がくる。囁ささやくそれを聞いてしまう。

「お前は……斗神璃亞は、お前が思っているほど強くない。限界だよ、斗神──」

「────っ」

　璃亞はそっと眼めを閉じた。未祐の言葉を受け入れるかのように。

　だからせめて、きつく抱きしめてと願う。

　かろうじてせき止めていた感情が、爆ばく発はつしてしまわないように。

　限界を超こえれば、涙はあふれてこぼれ出す。それは自分では決して止められない落らく涙るいだ。

　その姿を見られまいと、璃亞はしがみつくようにして未祐の胸に顔をうずめる。

　声を殺して肩を震わせる璃亞を、未祐はいつまでも抱きしめ続けてくれた。

　いつまでも頬を流れ続ける涙が温かくて、未祐の腕の中がもっと温かくて。

　身体の芯しんから溶とけてゆくように、全身の力がぬけてゆく。柔らかくなる。

　璃亞が優しく溺おぼれてゆく。

　包つつみこむような優しい温ぬくもりに、自身のすべてを委ねながら──





　西に傾かたむいた太陽が、柔らかな橙だいだいに世界を染めていた。

　橋の上から見えるのは、太平洋へと続いてゆく大河だ。

　揺れる川の水面が夕ゆう陽ひを受けて乱反射、キラキラとまぶしく輝いている。

「腑ふに落ちねえ……」

　そんな風景には目もくれず、未祐は川べりの遊歩道を歩いていた。

「……いったい何がどうなって、この状況なんだ？」

「さっきからブツブツと、気持ち悪いわね」

　すると、背中から辛しんらつな声が降ふってきた。

「ひとり言はアルツハイマーの前兆よ。やっぱりアンタ、脳に来てるんじゃないの？」

「やっぱりって何だ、やっぱりって」

　振り落おとしてやろうかこの女、と未祐は心の中で毒づく。

「生あい憎にくとその兆候はねえよ」

　未祐は今、璃亞を背せ負おって歩いていた。病院からの帰り道だ。

　璃亞がケガをした足を、診てもらったのである。

「──でも、先刻までの記き憶おくがないんでしょ？」

「……………………」

　璃亞の言葉に、未祐は黙だまりこむ。

　そう、未祐には少し前までの記憶がなかった。

　テニスコートで璃亞の試合を観戦していた──そこまでは覚えている。

　ケガをした璃亞を止めようとして、止められなくて。

　それでどうしようもなくなって、ついカッとなったところまでは。

　だが、そこから先が思い出せない。気がつけば、未祐は病院の待合室にいた。

　なぜ自分がそんなところにいるのかわからず戸と惑まどっていると、診しん察さつを終えた璃亞が姿を現したのである。

　璃亞は最初、いつもと様子がちがっていた。どこか少し恐こわがっているようにも見えた。

「……今度は何のつもり？」「アンタ本当に覚えていないの？」「人にあれだけのことをしておいて？」などなど、次々と投げかけられる言葉。

　しかし、未祐は首をかしげることしかできなかった。何も覚えていないからだ。

　時間にしておよそ一時間半。未祐の記憶はきれいさっぱりなくなっていた。

　璃亞の説明によれば、未祐は璃亞の試合を強引に止めると、嫌がる彼女をムリヤリ病院に連れていったのだという。

　にわかには信じられないが、それなら確かに自分たちが病院にいたことの説明がつく。

　──実は、前にも一度同じようなことがあった。

　あれはまだ幼いころ。同じように記憶を失くしたことがあるのだ。

　あのときは、気がつけば心配そうな愁一がいて、やはり少し前の記憶がなかった。

　今ではもうよく思い出せないが、あのとき自分はたしか──

「──結槻？」

　しかし、璃亞の声が過去に潜もぐろうとした未祐の意識を引ひき戻す。

「人が呼んだら返事をしなさいよ。とうとう発病したかと思ったじゃない。今アンタに徘はい徊かいされたら、私も道連れになるってことを肝きもに銘めいじてほしいわね」

「ああ、悪い……」

　口ごもる未祐に、璃亞はフンと鼻を鳴らした。

「ハラハラさせてくれるわ。よもやアンタみたいな矮わい小しような存在が、黙ってるだけでこの私をここまで不安にさせるなんて。どうやら、アンタの器うつわの小ささを少々侮あなどっていたようね」

「こっちは段々、イライラしてきたんだが。人に背負われておいて、そこまで悪態をつけるお前の神経の方がオレには驚おどろきだ」

「一寸の虫ケラにも五分の魂たましいという言葉の意味を、私は今しみじみと感じているわ」

「そこに『ケラ』はいらねえよ！　明らかに言葉の意味を理解してないじゃん！」

「──あと四分五十秒」

「そしてあえてツッこむが、その五分は時間の五分じゃないからな。たった五分だなんて、あまりにもはかなすぎるだろ！　そもそも、オレは断じて一寸の虫ではない！」

「虫ケラはいつもそう言うのよ。己おのれの矮小さを知るだけの知能がないんだもの。まさしく無能ってわけだわ。とうとう馬ばき脚やくを現したわね、結槻」

「そういうお前も、とうとう最悪の本ほん性しようを現したようだな……」

　いつもならもっと喰くってかかるのだが、未祐はここで矛ほこを収めた。

　あまり璃亞のことを怒おこる気になれなかったからだ。

　なぜか今の未祐は、璃亞が今までどんな気持ちでいたか、どんな気持ちで螢の代わりに試合に出たのか手に取るようにわかっていた。

　璃亞の心がわかるから──だから、怒る気にはどうしてもなれない。

　まるで強がっているだけのように感じられて。

　そんな未祐に調子が狂くるったのか、璃亞は「もう」と唇をとがらせて、

「すこし記憶をなくしたからって何？　小さなことでいつまでもぷよぷよしてないでよ」

「そんなに何連れん鎖さもした覚えはねえよ」

「そうやってウニウニしてるなんて、男らしくないと思うわ」

「確かに、そんな生なま臭ぐさそうなヤツにはなりたくないが」

「前向きに、楽しいことだけ考えて。ほら、段々とブギウギしてきたでしょ？」

「こんな場所でブルースを始めろとっ？」

　ツッコミを入れながら、未祐は嘆たん息そく。

　まあ、璃亞なりに気を遣つかってくれているのだろう。

　なんだかんだいって、コイツにも優しいところが──

「──ちょっと人の話を聞いてるの、この淫いん獣じゆう」

「言うにこと欠いて誰が淫獣だ、誰がっ！」

　感じた優しさは勘かんちがいだった。

　カッとなった未祐の振り返る動作は、背中を揺らす。

　璃亞は振り落とされないように未祐の前に腕うでを回し、しがみつくことで落下を回かい避ひ。

　すると未祐の背中に、柔らかな双そう丘きゆうが押しつけられる。

「────」

　すっごい感触。未祐は思わず言葉をなくした。

　とんでもないサイズとボリュームだった。

　背中の上半分くらいが、柔らかい感触でえらいことになっている。

　敏感だ敏感だとは思っていたが、まさか自分の背中がこんなにも女の子の胸に敏感だったとは。新発見もいいところだ。驚きを禁じえない。

「危ないわね……落っこちたらどうしてくれるのよ」

「……お前が悪いんだろ」

　悪びれない璃亞に、未祐は顔を赤くして小さくごちる。

「斗神……苦しいからちょっと離れろ」

　押しつけられた璃亞のおっぱいで、いっぱいいっぱいになった未祐を見み透すかすように、

「ふふん。私のいっぱいで、すっかりおっぱいおっぱいになっちゃって」

「何だその状況っ？　オレはお前から、どんないっぱいを喰わされたんだ？」

「どんなおっぱいを喰わされた？　まったくこの変態は、私に何を言わせるつもりなの？」

　何につけても天あま邪のじ鬼やく、むにむにと璃亞は胸を押しつけてくる。

　未祐は思わず飛び上がりそうになりながら、

「バカよせっ、だからっ、先刻から背中に胸が当たってるんだよっ」

　情けない声で白状した。すると璃亞はけろりとした声で、

「──わかってるわよ。わざとだもの」

　そう言うや、未祐の着ている上着の背中を、肌はだ着ぎごと持ち上げた。

　そして、あらわになった未祐の背中に思い切り自分の胸を押しつける。

「～～～～っ」

　未祐は硬こう直ちよくした。こんなにも女の子の胸に敏感な自分の背中が恨うらめしい。

　というか、ここまで柔らかい感触なのは明らかに不自然だ。

　これはまさか、

「そう、ノーブラよ。見事な名推理ね、おっぱい探たん偵ていさん」

「そんなＵ局でしか放送できないような探偵になった覚えはない！」

「大だい丈じよ夫うぶよ、私たちにはＡＴ─Ｘがあるわ」

「オレらはアニメだったのかというツッコミは置いておくとして、それ絶対に年ねん齢れい制限かかってるだろ！」

「仕方がないでしょ。エロゲーが原作なんだから」

「とんでもないデマを、さらっと言ってんじゃねえよ！」

　とにかく、そんなことよりも。

「こんな真似して、自分が何をしてんのかわかってんのか!?」

　叫さけぶ未祐に、璃亞は不ふ機き嫌げんそうな声で、

「病院に連れて行ってくれたし、今もおんぶしてくれてるから、そのお礼じゃないの。わからないの？」

「わかるかっ、礼なら『ありがとう』とか『大丈夫』とかで充分だ！」

「ありがとう？　頭は大丈夫？」

「疑問符も頭の心配もいらねえよっ。今おかしいのはお前の方だ！」

「そんなことより──女にここまで恥ずかしいことをさせたんだから、何か言うべきことがあるんじゃないの？」

　させたと言われても、オレがたのんだわけじゃない──未祐は心の中で毒づいてから、送る言葉を考える。これが璃亞なりの礼だというならば、どう応えるのが正しいのだろうか。

　どういたしましてでは、ちょっとニュアンスがちがう気がするし。

「……ごちそうさま？」

「はっ、最低のセンスね」

「……………………」

　一刀両断された。お礼で胸を押しつけてくるヤツに。

　へこむ未祐に、璃亞はハッと吐き捨すてるように言う。

「せめて、『お前のパイオツはたまらねえなぁ』ぐらいの気のきいたことは言えないわけ？」

「そんな気のきかせ方をするヤツは、史上最悪の変態野や郎ろうだ！」

「結槻……そこまで自分を卑ひ下げする必要はないのよ」

「何を憐あわれんでるっ？　誰もオレのことだとは言ってねえよ！」

　未祐は理解する。璃亞の様子がいつもとちがうと感じられたのは、きっと何かの勘ちがいだと。

　璃亞はすっかりいつもの調子。優しくしてやる義理はない。

　未祐が不機嫌さを隠かくさずに歩き出すと、璃亞は黙りこみ、ようやく未祐の背中からそっと胸を離した。





　璃亞は黙って、未祐の背中を見つめていた。

　華きや奢しやな身体つき。決して広いとは言えない肩かた幅はば。

　それでも璃亞を背負っているときは、男子と思わせる筋肉が浮かび上がる。

　たのもしい背中。

　見つめ続けていると、先ほど伝わってきた未祐の想いが甦よみがえってくる。

「……………………」

　今ならばふたりきり。先ほどのように、自分を預けても良いのだろうか。

　ゆっくりと、璃亞は吸いよせられるように未祐の背中へ身をよせてゆき、

「────」

　しかし、途中でそれをやめた。未祐の螢への気持ちを思い出したからだ。

　それに未祐は先刻のことを覚えていない。璃亞に何を言ったのかも、何をしたのかも。

　すべて──覚えていないのだ。

　ならば絶対に自分は気づかれるわけにはいかない。

　芽生えかけた気持ちに蓋ふたをする。

　きっとこれは勘ちがい、一時の気の迷いだと言い聞かせて。

　先ほどの涙も、あるまじき不覚だったのだと。

　だから璃亞は──未祐の背中にヘッドバット。

「ぐおっ──いっ痛てえぇなあ、いきなり何すんだよ！」

　前につんのめりながら振り向むく未祐に、しかし璃亞は言葉を返さない。

　ただ、そのまま未祐の背中に額をのせたままでいる。

　意味がわからなかったのだろう。未祐は鼻を鳴らすと再び歩き始めた。

　──ほら、やっぱり気のせいだ。

　璃亞は心の中に生まれた、ほんの少しの残念さには気づかぬふりをして、

「ねえ、結槻……」

　そっと呼びかけた。

「──何だぁ？」

　ぶっきらぼうな声が返ってくる。

　また何かひどいことを言われると思ったのかもしれない。

　想像したとおりの反応に、だから璃亞は安あん堵どの苦笑。

「……ううん、何でもない」

　そして、そっと眼を閉じた。胸の奥おくが、こそばゆくなるのを感じながら。

　──思いもしないでしょ。

　気難しい自分が、未祐の傍そばにいるときだけは楽にしていられることなんて。

　誰もが留年した璃亞を気き遣づかい、どこかよそよそしい態度を取る中で、未祐だけが当たり前のように、遠えん慮りよすることなく接してきてくれたことが。

　そんな当たり前のことが、どれほど嬉うれしかったかなんて。

　この背中は璃亞のためのものではないけれど、他の誰かのためのものだけど、

（少しの間だけ借りさせてね……）

　そうしたらすぐに──いつもの私に戻るから。

　

　夕焼けが照らすふたつの人の影かげは、折り重なるようにひとつ。

　それがゆっくりと、一歩ずつ進んでゆく。





　三日後。週が明けての火曜日の昼休み。

　四時限目の体育が終わったあと、未祐は運動着のまま、ひとり第二保健室を訪おとずれていた。

「げ、限界だ……」

　未祐はヨロヨロとベッドへとたどりつき、ボフッとそのまま倒れこんだ。

　女子テニス部の伝統試合を観戦し、璃亞をおぶって病院へ帰ったあの日から、なぜか未祐は眠ねむれぬ日々をすごしていた。

　背中に残る璃亞の胸の感触がよほど刺し激げき的てきだったのか、夜中になってもギンギンで。

　そんな状態がもう三日も続いていた。

　記憶を失くしたことが何か関係しているのではないかと未祐は考えているのだが、あくまでそれは仮定でしかなく、想像しかできない以上、本当のところはわからない。

　──だが、それが真相だった。カッとなった拍ひよ子うしに限界まで敏感になった神経と感覚は、なかなか収まるものではなく、未祐の意識を覚かく醒せいさせ続けたのだ。

　しかし、三日がたったことでようやくそれも沈ちん静せい化かを始めた。

　そして、代わりにくるのが反動だ。睡すい眠みん不足による身体の疲つかれと、長い間覚醒していたことで消しよ耗うもうした神経。ふたつが重なりあえば、堪えられないような睡すい魔まが身体を襲おそう。

　せめて、昼休みの間くらいは眠らせてもらおうと、未祐は布ふ団とんをかぶって横になった。

　まどろむ意識の中、ぼんやりと思うのは璃亞のことだ。

　──昨日の月曜日、璃亞は学校を休んでいた。足のケガが原因だ。

　テニス部の試合に出て負傷したということは、すでにウワサになっていた。

　璃亞が言っていたように、未祐が璃亞の試合を止めたこと、それは彼女がケガをしたからだということなどは、クラスの誰もが知るところとなっており、未祐を驚かせた。

　どうやら、螢や赤城、それに愁一のフォローが入ったらしい。

　伝統の試合を途中で止めた未祐の狼ろう藉ぜきも、厳重注意のみで許してもらうことができた。

　未祐にとってはありがたく、ホッとするような結末だ。

　しかし、さらに予想外に事態が好転する。璃亞がケガをしたこと、病院に行ったこと、そして学校を休んだことが、一年十組のクラス内では、重大な事件としてとらえられた。

　入院者続出、十組は呪のろわれている。

　荒あらくれナイチンゲール、斗神璃亞の呪いでは──そんなウワサが流れていたからだ。

　だが、本人が倒れたことでそれは霧む散さん。逆に、クラスの誰もが璃亞を心配するようになり、結果として彼女との距離を縮めることとなった。

　そして今日、璃亞は登校した。

　螢が退院したときと同じように、クラスの誰もが璃亞を気遣い、彼女はそれに少しだけ戸惑いながらも「もう大丈夫だから」と笑え顔がおを返していた。

　てっきり松まつ葉ば杖づえでもついてくるのかと思ったが、平然と自分の足で歩いていた。

　毒どく舌ぜつもすっかり元通り。とんでもない回復力だった。

　さらに、驚くべきことに璃亞と螢が何度となく会話をしていたところを目もく撃げきした。

　今回の一連の出来事をきっかけに打ち解けたのだろうか。

　少し複雑な事情があるふたりの関係も、良い方向に修復されたのだとすれば。

　めでたしめでたしというところか。

「くあ……」

　未祐はどうしても、あくびが出てしまうのを止められない。

　やはりベッドに横になるとちがう。

　未祐は逆らうことはせずに、ゆっくりと睡魔にその身を委ねてゆく──





　コンコンと、第二保健室の扉とびらが二回ノックされた。

　しかし返事がないため、遠慮がちに扉が開けられる。

「失礼しまーす……」

　囁くような小さな声と共に、中へと足を踏み入いれてきたのは螢だ。

「結槻くん、いるー？」

　こそっとした呼びかけに、返事はない。

　しかし、聞こえてくる寝ね息いきに、螢はゆっくりとベッドの方へと向かった。

「結槻くん……？」

　ベッドで眠る未祐に、小さく声をかける。

　しかし未祐は熟じゆ睡くすい。すっかり寝ね入いってしまっており、まるで螢に気づく様子はない。

　螢は嘆息して、ベッド脇わきに置かれたパイプ椅子に腰こしを下ろした。

　午前の授業の間中、ずっと眠そうにしていたから、気になってあとを追ってきたのだが。

　予想通りの光景だった。

　そのまま螢は、未祐の寝ね顔がおを見つめる。

「……んが」

　可愛かわいらしいイビキ。

　そんな未祐を見て、螢は穏おだやかな笑みを浮かべた。

　どこかすねたように唇をとがらせて、未祐の頬をつっつく。

「こら。あたしが元気になったら、話があるんじゃなかったんですかー」

　螢は楽しそうに未祐の頬をもてあそぶ。ぷにぷにと柔やわらかい頬の感触が、指先に触れた。

「……うぅ？」

　眠ったまま眉を顰ひそめる未祐の反応が楽しくて、螢はクスクスと笑う。

　そして、しばらくしてようやく満足する。

　螢は、んーと伸びをして立ち上がると、

「それじゃ、あたしはそろそろお昼に行くからね」

　眠ったままの未祐に声をかける。

　寝顔を優しく見下ろして。

「いつか聞かせてね──結槻くんがあたしに言いたかったこと」

　そう言って、ベッドをカーテンで仕切ると、そっと第二保健室をあとにした。





　──それから数分後。

　再び第二保健室の扉が開いた。

　ノックはなし。乱暴に開け放たれた扉。

　まさに我わがもの顔がおの振る舞まいなのは、彼女がこの部屋の主だから──斗神璃亞だからだ。

　璃亞はそのまま自分のデスクへ一直線。

　持ってきた弁当箱の包みを机の上に置くと、そのまま椅子に腰を下ろした。

　昼休みを第二保健室ですごすのは、璃亞の習慣だった。

　大たい抵ていは昼食をここでひとりで取り、そのまま予約を入れている人の悩み相談に乗る。

　しかし、今日は予約は入っていなかった。たまにはこんな日があって良いだろう。

　たまにはゆっくりと、ときにはのんびりと、すこしくらいぼんやりすることがあっても。

「──ん？」

　そこで璃亞はようやく気づいた。

　ベッドがひとつ使われていた。璃亞に何のことわりもなくだ。

　これはまた、とんでもなく良い度胸のヤツもいたものね、と璃亞は冷れい笑しようしながらツカツカとベッドの方へ。

　シャッとカーテンを開けると、確かにそこには良い度胸をしているヤツがいた。

　結槻未祐が眠っていた。

「っ…………」

　この下げ僕ぼく犬──そう言って璃亞は未祐を起こそうと拳を振り上げて。

　しかし肩かたの力を抜くと、ゆっくりと腕を下ろした。

　そして、黙ってベッドの横にあったパイプ椅子へ腰かける。

　見つめる。

「────」

　初めて見た未祐の寝顔は、まるで女の子のようだった。

　別に驚くことではない。未祐の女顔は今に始まったことではないのだ。

　ただ、あのテニスの試合のあとに見せた、別人のような男らしい表情とはあまりにもギャップがあって。

　わからなくなる。未祐のこと、あのとき未祐がくれた言葉、あのとき自分が感じた気もち、流した涙──あれは本当に現実だったのか、まるですべてが夢であったのかのように。

　だから、璃亞は見つめ続ける。

　未祐の寝顔、穏やかな寝息、かすかに上下する胸、そんな彼の無防備なすべて。

　開けられた窓からは、春の陽ひ射ざしと共に穏やかな風が入りこみ、優しくカーテンを揺らしていた。入りこんだ風は、柔らかなそよ風となって未祐の前まえ髪がみをそっと揺らす。

　中庭から聞こえる生徒の談だん笑しようと、遠くで教師に呼び出しをかける校内放送をＢＧＭに。

　──そっと唇が重ねられた。斗神璃亞と結槻未祐の唇が。

　璃亞はそっと唇を離すと、

「起きたら……殺すわよ」

　そう小さくつぶやくと、目を閉じてもう一度顔を近づけてゆく。

　そして再び重ねられる。

　ふたりの唇が織り成すキスは、重ね合わせるだけのもの。

　だけど目を閉じれば感覚は増ぞう幅ふくし、璃亞の唇が、未祐の唇の感触を敏感に感じとる。

　その温かさと柔らかさ、そよ風のように顔に触れてくる未祐の吐と息いき。

　感じるこそばゆい心地ここちよさに夢中になれば、あとはただ現実感が遠のいてゆくだけ。

　あとはただ、ひたすらに夢中で。

　だからもう自分では戻ってこられない。

　──予よ鈴れいのチャイムが鳴なり響ひびくまでは。

「───っ？」

　璃亞はあわてて唇を離すと、弾はじかれたように距離を取った。

　それから震える指先で、信じられないように自分の唇に触れる。

　呆ぼう然ぜんとなりながら、眠ったままの未祐を見て、反射的にホッと胸をなで下おろし、

　しかし押さえた左胸が、手の平で暴れ出す。制御できない鼓動。

　徐じよ々じよに理解してゆく。そしてはっきりと自覚する。

　今──自分が何をしたのかを。

「…………っ」

　自分でも信じられないくらい激しく、璃亞は狼ろう狽ばいしていた。

　初めてだった。思わず呼吸を忘れてしまうほどに動揺したのは。

　顔が赤くなるのを止められない。鼓動がうるさいくらいに早はや鐘がねを打っている。

　蓋をして、隠して、押しこめていたはずの気もちが。考えないようにしていた想いが。

　こんなにいっぱい溢れてしまったから。

　自分は何をしているのだ。いけないと、あれほどダメだと思っていたのに。

　これは自分のものにはならないのだと、痛いくらいにわかっていたのに。

　どうしよう……これではもう誤ご魔ま化かせない。

（ううん──大丈夫……）

　いいやまだ大丈夫だ、と璃亞は自分に言い聞かす。

　自分の心はもう誤魔化せないけど。

　自分の気持ちは無理だけど──それでもまだ、未祐のことは誤魔化せる。

　だって未祐は気づいていないのだから。だからきっと大丈夫だ。

　大丈夫にしてみせる。

　璃亞は深呼吸をする。熱を帯びた吐息で胸まで震えた。

　それに構うことなく、璃亞は急ぐように踵きびすを返す。

　顔はまだ赤いままで、鼓動はまだ収まらないままなのに。

　璃亞は急ぎ、第二保健室を出てゆく。

　ケガの痛みも忘れて早足で、ひと口も食べられなかった弁当箱を手に。



    

  
    
      　そして、第二保健室は静せい寂じやくに包まれた。

　だがそれは不自然な静けさだ。

　なぜなら、先刻までしていたはずの寝息すら消えているのだから。

　理由はひとつ──寝ねているはずの人間が呼吸を止めているからだ。

「～～～～～っ！」

　呼吸の我慢の限界を超え、未祐はガバッと身体を起こした。

　そして、

「うっそだろ……」

　思わずつぶやき、顔を真っ赤にして口元を押さえる。

　キスされた。まちがいなく。絶対に、確実に自分はキスをされた。

　どうしてわかるのかといえば──未祐の意識はあったからだ。

　未祐が眠っていたのは身体だけ。

　意識はまだ、ぼんやりとだが覚醒した状態にあった。

　だから身動きはできなかったけれど、抵抗なんて微み塵じんもできなかったけれど。

　キスされていたことだけは感じていた。

「う、うう、ううう～～…」

　未祐は混乱しきった頭を抱えた。

『キスされた？』『キスされたのか？』『場所は第二保健室で？』『しかも奪うばわれた？』『ファーストキスだったのに？』『でも柔らかかった……』『そーじゃないだろ！』

　グルグルグルグル脳みそが回る。

　脳内会議紛ふん糾きゆう中。思考の迷めい宮きゆうまっしぐら。

　それは解けることのない青春方程式。

　なぜならば──相手が誰かもわからないからだ。

　誰なにを代入して良いのか、皆目見当がつかない。

　まさに通とおり魔ま──キスの通り魔の所業。いったい誰の仕し業わざだというのか。

　自分の唇は敏感だが、触れた感触に覚えはなかったが……。

　当然だ、と未祐は自分の頭をたたく。

　ファーストキスなのだ。そんなものがわかるわけがない。

　今こそ未祐は、自分の女顔を心底憎にくんだ。

　そして、せめて制服に着き替がえておくのだったと後こう悔かいする。

　運動着姿のときの自分は、何度となく女子にまちがわれてきたのだ。

　最悪の事態を想定すると、相手は男の可能性すらある。

　未祐は思わずゾッとなった。

　いや──触れた唇の感触は柔らかかった、きっと女の子だ。

　未祐はかすかに安堵して──

「──って、相手がわからないのに落ちつけるかっ！」

　思わず自分自身にノリツッこみ。

　頭を抱えて悶もん絶ぜつすること数十秒。

　しかし答えなど出るはずもなく、バタンと後ろに倒れて一言、

「ギブアップ……誰か助けてくれぇ」

　両手を上げて、そうつぶやくのが精一杯。

　

　あとは再び、思考の泥どろ沼ぬま地じ獄ごくへ真っ逆さま。

　底なし沼ぬまへと落ちてゆく。





　触れた唇にはまだ、誰かの唇の感触が──キスの温もりが残っている。



    

  
    
      あとがき





　え～。おつかれさまです。上うえ栖す綴てつ人とです。

　この本から読みはじめた方は、初めまして。前作に続いて購こう入にゆうしてくださった方は、おひさしぶりです。ここに新作『ギブあっぷ！』をお届とどけします。

　いやー、長かった……。ウソです。短みじかかったです。前作の最さい終しゆ巻うかんから四ヶ月。よもや、こんなに早く新作を出させていただけるなんて。本当にありがたい話です。これもひとえに、関係者の方々に迅じん速そくかつ柔じゆ軟うなんかつムリヤリ対応していただけたからこそ。

　どうもありがとうございました。



★今の自分と、幼おさないころに夢見た自分――★

　一応、この作品はラブコメということになっています。まあ、実じつ際さいにそのジャンルにカテゴライズされているかどうかは置おいておくとして、そういうことになってます。

　ラブコメなんてものを書くと、変にメランコリックな気分になって、まあとりあえず意味もなく人生についてとか考えたくなるのが人情ですよね。そして、子供のころに抱いだいていた将しよ来うらいの夢とか、思い出したりするわけです。

　まずは中学時代。高校受じゆ験けんで初めて人生の選せん択たくとかをするときに、高校→大学→社会人という自分の人生設せつ計けいとか、子こ供どもなりに考えてみるわけですよ。たしかあのころは、「ゲームソフトのシナリオライターとかになりたい」なんて思ってました。小こ遣づかいはたいて『ＲＰＧツクール』とか買ったりして、でも三日も経たたずに投げ出したりとかしてね。「オレはシナリオだけ書いてりゃ良いんだよ。実際にゲームを組み立てるのはプログラマーの仕事だし～」とか、自分に言い訳しておりました。格かつ好こう悪いしこっ恥ぱずかしいかぎりの話です。

　合格率三十％の高校に奇き跡せき的てきに合格したものの、生せい来らいの勉べんき強よう嫌ぎらいで授じゆぎ業よう中はよく妄もう想そうばっかりしていました。自分なりに面おも白しろいと思う物語を考えてばかりいて、意い識しきをあちこちに飛ばしていると、

「上栖、次の文を読んで訳してみろ」

「は？　ああ、えっと、わかりません」

「じゃあ、とりあえずそこを読め」

「いや、どこから読んでいいのかもわかりません」

　とかね。もう最悪ですよね。やがて学校に行くのも面めん倒どうになり、サボってばかりでした。

　大学に行き、仕し送おくりだけでは欲ほしいものが買えなくなると、若者はバイトに手を出すようになります。私もその風ふう潮ちように乗のっかりつつ、ムリヤリ賭かけ花はな札ふだをやらされるホテルのレストランのウェイターを一日でやめたり、きびしいラーメン屋のバイトから逃にげだした果てに、売っているのがコミック３割、一般書１割、エロ本６割という個こ人じん経けい営えいの本屋でバイトをはじめました。給きゆう料りよ日うびに単たん身しん赴ふ任にんらしきお父さんが、三万円を超こえる量のエロ本を買っていったり、スーツを着きた四・五十代の男性が、就しゆう職しよく情じよ報うほ誌うしだけを何冊も買って帰っていったり。ガチにゲイ向けの本を買っていく少年がいたり。時には、真夏なのにロングコートを着込んだ女性と、その彼氏らしき人が深夜にやってきて、男性に何かを言われた女性がコートの前を開くと、下は真っ裸ぱだかだったりとかね。そういう人たちのためにレジを打ちながら、ぼんやりと他人の人生を想おもったりなんかしていました。

　そんな店の常じよ連うれんさんに、車くる椅まい子すに乗った四・五十代のオッサンで、よくＤＶＤつきの二千円程度のエロ本を買っていくお客さんがいました。前まえ歯ばが一本欠けていて、笑うと変に愛あい嬌きようのある人で。常連さんなので自然と仲なかが良くなるわけですが、あるときに彼が少しだけ自分の人生を語ってくれました。昔は奥おくさんも子供もいる幸せな家か庭ていで、きちんと仕事もできていたけれど、今はこんな車椅子状態になってしまった自分に、彼はやりきれなくて涙なみだを流していました。せめて自分の遺い伝でん子しは残のこせたこと、この世に自分がいた証あかしを残せたことが救すくいだと告つげると、涙を拭ふいて就職情報誌を一冊買って帰っていきました。店の前まで車椅子を押おして見送った彼の後ろ姿を、今でもときどき思い出したりしています。

　そうして今、私は出しゆつ版ぱん業ぎよ界うかいの片かた隅すみに身を置きながら、去年からは小説を書く兼けんぎ業よう作家をやっています。会社に泊とまりこんで、同どう僚りようと喫きつ煙えん所じよで煙草たばこを吸すいながら、仕事のため携けい帯たいで深夜アニメをチェックしているときなんかに、ふと自分の人生を想ったりするわけです。

　そういえば、昔はゲームのシナリオライターになりたかったんだっけ、と――。

　こうしてあとがきを書いていると改あらためて、そんなことをしみじみと思わずにはいられない、今日このごろなのです。



　では、この辺りで謝しや辞じをー。

　本作のイラストを描かいていただきました会あい田ださん。ありがとうございました！

　短い期き間かんの中で、ギリギリまでご対応いただき、本当にひたすら感かん謝しやです。

　魅みり力よくバツグンのキャラデザからカバー絵、口絵、そして挿さし絵えにいたるまで、何もかもがサイコーです！　ご協力いただけましたおかげで、こんなに素す敵てきな作品になりました。

　そして担たん当とう様さま。今回もお忙いそがしいところ、最後まで色々なワガママを聞いていただきました。しかも私の作品は新作。立ち上げから発売にいたるまでには、クリアしなければならない関かん門もん・難なん題だいが山のようにあったかと思います。ご尽じん力りよくいただきまして、本当にありがとうございます。

　他にも関係各所、さまざまな方たちにもお世話になりました。

　どうもありがとうございました。





　そして何よりも、誰よりも。

　この本を手に取ってくれたあなたへ――ありがとうございました。

　最大級の感謝と共に、この先も新たな物語をお届けできることを祈りつつ。

　よろしければ、この作品のご感想などお待ちしております。

　それでは～。





二〇〇九年五月三日　上栖綴人



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

上栖綴人 先生／会田孝信 先生
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